

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【プロローグ】






　──生きている世界が違う。同じクラスに、そんなふうに思わせるお嬢様がいた──




「暑あぢい……死じぬ……」

　７月中旬のある日の放課後。ギラつく太陽の下、校舎の昇降口から校門まで歩いただけで、身体からだは汗だくになる。

「通学路にもエアコンつけてくれよ。ウチは金持ちの多いガッコなんだから」

　神こう戸べ・山の手の文教地区にある私立の名門、甲こう西さい園えん学院高校。

　一年生の吾あ妻づま新しん之の助すけが無理難題を訴えながら校門を出ると、同じ高校の制服を着た一人の女子生徒が、迎えの高級車に乗り込もうとしているところだった。

　ピンと背筋が伸びた立ち姿に、艶のあるロングヘア。高貴な雰囲気を漂わせ、周りを圧倒するようなオーラをまとった美しい少女だ。

「おいあれ見ろよ。すっげえ美人だぞ」

「ああ、あれ一年の『姫様』って呼ばれてるお嬢様だな」
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　通りがかった違う学年の男子生徒が遠目に見ながら囁ささやき合っている。彼女はそれくらい校内でも有名人なのだ。

　新之助と同じ一年生で同じクラスの仁に志し川かわ姫ひめ乃の。

　元華族の家系で父親は国会議員という、どこから見ても由ゆい緒しょ正しき本物のお嬢様。周りからは『姫様』と呼ばれ、男女を問わず羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられる存在である。

　噂うわさによると自宅は白亜の大豪邸で、家には何人もの使用人がいるらしい。

　彼女は、後部座席に乗るために片足を上げた。チェックのプリーツスカートから伸びるすらりと長い脚の奥が一瞬見えそうになって、新之助は思わず目をそらす。

　見たかったけど、さすがにガン見するのは気がひけた。

　彼女の方は新之助の姿を視界に入れても、チラと視線をよこすだけでスルーしてそのまま車の後部座席に乗り込んだ。

　確かに美人だ──と新之助も思う。皆がもてはやすのもわかる。だけど本音が見えないというか、冷たい感じが伝わってくる。彼女がはしゃぐ姿など見たことがない。

　ツンとした態度から、プライドが高くて冷たい印象を受ける彼女に、新之助は苦手意識を抱いていた。

「まあアイツは庶民の俺とは別世界の人だからなぁ。遠くから見るくらいが一番だな」

　走り去る高級車を見送りながら、彼我の差に、新之助は大きなため息をついた。




　　　　＊




　吾妻新之助は仁志川姫乃と二年生でも同じクラスになった。

　美人でお金持ちというだけでなく、勉強もスポーツも得意なスーパーな美少女。

「ねえ、姫様。このアクセサリどう？」

「いいんじゃないの。素敵よ」

「やった！　姫様がいいって言うなら間違いないよね」

「ああ、そのファッションセンスに憧れるわぁ」

「でも可か愛わいいアクセサリをカバンに付けたりもしてるのよね」

「そういう幅の広いセンスも、また素敵よねぇ」

　女子からは憧れの存在として。

「仁志川さんって、やっぱ綺き麗れいだよなぁ」

「その上良家のお嬢様だなんて、あんな女子と付き合うのってどんな男なんだろなぁ」

「三年生のサッカー部キャプテンでさえもフラれたらしいぞ」

「ああ聞いたよ。イケメンでスポーツ万能だけじゃダメなんだろ。大金持ちじゃなきゃ」

「そんなヤツいるのかよっ？」

「そんなの、いねぇぇぇ！」

　姫乃は今まで多くの告白を断ことわっていて、成功者が皆無であることは周知の事実である。

　つまり男子からは難攻不落の高たか嶺ねの花として。

「そこ邪魔だから、悪いけどどいてくれる？」

「あ、姫様！　出入り口をふさいじゃってて、ごごごめんなさい！」

　そのクールな雰囲気から、人によっては近寄りがたい畏怖の対象として。

　仁志川姫乃は新しいクラスでも一段上の存在として、相変わらず眩まばゆいばかりの存在感を放っていた。しかし２年続けて同じクラスになった新之助にとっては何も変わらない。

　プライドを鼻にかけたり、冷たい態度を取るような女子は苦手だ。だから特に神聖視するようなこともない。ましてや彼は家庭事情のせいで、あまりやる気の起きない日々を送っている。だから恋愛にも興味がないし、可愛い女の子と仲良くなりたい欲もない。

　姫乃とはこれまでもこれからも、教室内でチラと目が合っても相変わらずスルーされるような、ただそれだけの関係だ。──そう思っていた。











【第一章：家事代行を頼んだら、同級生が来た】






「こら新之助！　なんだ、この散らかりようは！」

　新之助が高校二年生になって間もない５月上旬のこと。新之助が暮らす自宅で、たまたま訪れた祖父、吾妻陽よう之の介すけの呆あきれ声が響いた。

　リビングの床には散乱した衣服、ダイニングテーブルの上には食べかけのカップ麵、キッチンには洗わず置いた食器やインスタント食品の空き袋。

　広くて綺麗な一戸建ての室内は、ゴミ屋や敷しき一歩手前の乱れようである。

「ちゃんとした生活をしろよ……」

　祖父の言うことはもっともだ。心配してくれていることも新之助にはわかっている。だけど、どうにもやる気が起きないのだ。

　祖父には悪いと思いながら、新之助はそのことを正直に伝えた。

「ふーむ……困ったヤツじゃの」

　新之助には事情があって、高校生なのに一人暮らしをしている。

　祖父はもちろん事情を知っているし、気の毒に思ってあまりきつくは言ってこない。

「なあ新之助。やっぱりワシと一緒に暮らさんか？」

「いや、いいよ。前にも言ったけど、俺はこの家がいい」

「むむむ……でもこれじゃあ衛生上も良くないしのぉ」

　とは言え、75歳の身でこの家の家事をするのはさすがにきついと祖父が言った。

「どうしたものかのぉ……」

　祖父は腕組みをして眉間に皺しわを寄せる。

　そして何か閃ひらめいたようで、おもむろに口を開いた。

「そうだ。以前知り合いから家事代行サービスというものを教えてもらったことがある。そこに依頼しよう。どうだ新之助？」

　これで何もしなくても綺麗な部屋で暮らせる。

　ズボラにもほどがあるかもしれないが、新之助は素直にそう思って、祖父の提案を承諾した。




　　　　＊




　毎週一回、日曜日の午前中に家事代行サービスのスタッフが吾妻家に来ることになった。

　そのスタッフは、主に部屋の掃除、洗濯、ご飯の用意といったことをしてくれるらしい。今日がその初日だ。

（どんな人が来るのかな。性格のきついおばさんじゃなければいいな。まあ、どんな人でもいいか。部屋の掃除や洗濯をして、ご飯を作ってもらうだけなんだし）

　新之助は至ってお気楽に構えていた。




　予定通りの午前11時。インターホンが鳴り、新之助は玄関に出て扉を開けた。

　淡いピンクのスプリングコートを着た女の子が一人、玄関に足を踏み入れた。

　新之助が想像していたよりもかなり若い。

　ピンと背筋が伸びた立ち姿に、ツーサイドアップにした艶のあるロングの髪。高貴な雰囲気を漂わせ、周りを圧倒するようなオーラをまとった美しい少女。

「初めまして。私はメイドスタイル社から派遣されてきました──」

　丁寧に頭を下げた美少女がたおやかに頭を上げた。

　あ、と新之助が気づく。

　見覚えのあるクールな顔つき。それは同じクラスの『姫様』こと──

「仁志川姫乃です」

　そう。それは間違いなく、学校イチ美人でクールなお嬢様、その人だった。




　同じクラスだけど、普段は間近で顔を見ることもほとんどない。改めてじっくり見ると、少し猫目がちで茶色い綺麗な瞳、各パーツが芸術的に整った端正な小顔。気が強そうな感じではあるが、やはり相当美しい。

　だけどいくら美人であっても、お嬢様であっても、なんでもできるスーパーな存在であっても──新之助は、プライドが高くて冷たいタイプの女子は苦手だ。

「えっと……仁志川さんだよね？」

「え？　あなたは確か……」

「同じクラスの吾妻だよ」

「ああやっぱり。そういえば見たことあると思ったわ」

　一年の時から同じクラスなのに、その程度の認識かよとは思う。

　しかし今までまともに話したこともないし、普段から目立たない自分だし、まあそれも当たり前だなと思い直した。

「なんで仁志川さんが来るんだよ？　バイトしてるの？」

　新之助の質問に一瞬固まる姫乃。視線をそらしながら、言いにくそうに答えた。

「そ……そうよ」

「えぇ？　お金持ちのお嬢様なのになんで？　なんでも恵まれてる金持ちの道楽ってやつか？」

「別に。なんでもは恵まれてないわ」

　言って、なぜか自分の胸をチラリと見下ろす姫乃。

　スリムなスタイルのバストは、巨乳ではないが決して小さくはない。しかし彼女的にはコンプレックスを抱いているらしい。やはり何ごとも高いレベルでないと我慢ができない性格なのだろう。

「でも少なくともお金には困ってないだろ」

「あ、あなたに関係ないでしょ！」

　お嬢様はなにか事情がありそうな態度で、かすかに震える小さな声で叫んだ。

　新しん之の助すけが怯ひるむ間に、お嬢様は慌ててスマホを取り出す。

「すみません、仁志川です」

　電話の相手は姫乃を派遣した家事代行サービス会社。

「今、派遣先の吾あ妻づま邸に来ましたけど、他の人に代えてください」

（高嶺の花の女子が、同級生男子の家の家事をするなんて、そりゃ嫌だよな）

　新之助もそれは理解できる。

　しかし姫ひめ乃のが顔を真っ赤にして交代を訴えたものの、相手から『今は代わりに行く者がいないからダメだ』と言われたようだ。

『代わりのスタッフが見つかるまでの間は頼むよ』と懇願されて、姫乃は渋々うなずいた。

「わ……わかりました。それなら早く次の人を見つけてください。できるだけ早く！」

　電話を切った姫乃が「はぁ……」と、大きなため息をついた。顔にはべったりと憂鬱が張りついている。

「ああ私ったら、知り合いの家じゃないか確認するのをうっかり怠っていたわ。よりによってクラスメイトの家だったなんて、なんて確率よ……最悪」

　顧客はほとんどがお年寄りだと聞いていたのにと、姫乃は腹立たしく思う。

「仕方ない。じゃあ今日だけは、ここで家事をするわ。仕方なく、ね」

　吐き捨てるように言いながら、姫乃はコートを脱いだ。

　その下から突如現われた服装に新之助は目を奪われた。

　それは──黒と白の可愛いメイド服。

　さらに姫乃はカバンから取り出した白い髪飾り（ちなみにホワイトブリムというらしい）を髪にセットした。

「ぶふぉっ！」

　その衝撃の光景に、新之助は思わず吹いた。どこからどう見てもメイドだ。

　とてつもない美人で、スリムでスタイル抜群のメイドさん。しかもその中身は、国会議員を親に持つ正真正銘本物のお嬢様なのである。そのギャップの破壊力は超ド級だった。

「いやあの……えっと……仁に志し川かわさん？」

「なに？」

　冷たい目で睨にらまれて、新之助の背筋がピキンと凍りつく。

　だけど顔つきは怖いものの、その姿と言ったら……普段のお嬢様然とした彼女のキャラとは真逆の、可か愛わいいご奉仕スタイル。

　腰の所がキュッと締まった短めの黒いスカート。そこから伸びる白くて長い脚。胸の白い布地部分がバストを強調する。髪にはメイドらしさをマシマシにするホワイトブリム。

　新之助にとっては、冷たい感じから苦手だと思っていた仁志川姫乃。しかし目の前のメイド服姿に頭をガツンと殴られたように、くらくらした。

（うっわ、くっそ可愛いっ！　なにこのギャップ!?）

「あっ……」

　自分の服装をガン見されていることに気づいて、コートを両手で胸の前に抱く姫乃。

「なにジロジロ見てるの？」

「いや、あの、その……なんでメイド服？」

「メイドスタイル社の売りがこれなのよ。メイド服姿で家事代行をするの」

「そうなんだ。普段の仁志川さんのイメージと違うから驚いた」

　学校では勉強もスポーツもできる優秀な女の子。お金持ちでプライドの高いお嬢様。つまりご奉仕する立場じゃなくて、ご奉仕してもらう側の人間。

　そんな姫乃のイメージからは、最も縁遠い格好だ。

「メイドのカッコなんてって、バカにしてるんでしょ」

　怒った口調の姫乃。プライドの高いお嬢様にとって、同級生にメイド姿を見られることは相当恥ずかしいようだ。しかし新之助は取り繕うこともなく、感じたことを素直に口にした。

「いや、服装でバカにする気なんて全然ないよ。だってどんな服装でも、中身は仁志川さんなんだから」

　それまで眉根を寄せて不快そうな顔をしていた姫乃が、虚を突かれた表情を見せた。

「そ……そうかな」

　しかし思い直したように、また強い口調で新之助を牽けん制せいする。

「と、とにかくジロジロ見るのは禁止だから！」
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　そして刺すような視線で新之助を睨む。

「はい！」

　新之助は首をマッハで縦に振った。

（うわ、やっぱ怖こええっ！　うかつに可愛いなんて思っちゃダメだ。気をつけろ俺）

　姫乃は玄関で屈かがんで、靴を脱ぎ始めた。同級生にメイド服姿を見られるのを恥ずかしがってはいるし、態度は厳しいままだが、どうやらこのまま家事をするつもりらしい。

　新之助は来客用のスリッパを足元に置いた。

「お邪魔します」

「あ、仁志川さん。恥ずかしいなら、そのメイド服脱いでいいよ」

「着替えなんて持ってないわよ。私に裸で家事しろって言ってる？」

「言わんわい！」

　突然現われた高たか嶺ねの花に遠慮して、それまではできるだけ丁寧に姫乃に接していた新之助だったが、このおかしな反論に思わずツッコミを入れた。

「信用できないわ」

（やっぱ仁志川ってプライド高くて偉そうなタイプなんだな。思っていたとおりの苦手な性格の女だった）

　そう感じた新之助は、もう姫乃に遠慮するのはやめた。

「は？　俺、疑われてるの？　そんなに嫌なら帰っていいぞ」

「電話のやり取りを聞いてたでしょ。代わりに来れる人がいないんだから、今日は仕方ない。責任をもって私が家事をするわ」

「真面目かよ」

　単にプライドが高いだけじゃない。同級生にメイド服姿を見られることを恥ずかしがりながらも、仕事はちゃんと全まっとうしようとする姫乃の責任感の強さに、新之助は感心した。

「真面目よ。あなたと違って」

「は？　俺が真面目じゃないなんて、なんで決めつけるんだよ」

「だって授業中いつも寝てるじゃない」

　すっきりはっきりバレてた。新之助には返す言葉もない。

「とにかく、さっさと仕事を済ませて帰るから」

「ああ、そうしてくれ」

「まずはお昼ご飯を作るわ。キッチンはこっち？」

「あ、いや……」

　返事を待たずに、姫乃は玄関から廊下を奥に進む。新之助の脳裏にリビングルームの惨状が浮かんだ。

（ヤバっ！　あの散らかりようが見られる！）

　散らかった部屋を掃除するのも家事代行の仕事だろうけど、そこはやはり、同級生の女子に恥部を覗のぞかれる恥ずかしさは大いにある。

「ちょっと待って！」

　新之助の叫びも虚むなしく、姫乃が廊下の突き当たりの扉を開いた。そこに広がるのはパラダイス……ではなくゴミ屋や敷しき。

「なにこれ……」

　明らかに引いている姫乃の姿に、新之助は背筋が凍った。これ絶対に嘲笑されるやつだと身構える。

　しかし姫乃は「はぁーっ……」と大きくため息をついただけで、「ご飯よりも前に、まずは掃除からね」と冷たい視線を向けた。

（この冷静さがかえって怖い。いや、素晴らしいプロ意識か？）

　新之助が姫乃の意図を図りかねていると、彼女は突然、耳を疑うような萌もえ萌えワードを口にした。

「それでよろしいでしょうか……ごごご主人様」

（なに今の？）

「今、俺のことご主人様って言った？」

　クールで美人なお嬢様がメイド姿で『ご主人様』なんて呼ぶのである。

　新之助は戸惑いつつも、萌えてついニヤけそうになる。

「これはルールだから！　メイドスタイル社のルールで、依頼主のことはご主人様って呼ぶように決まってるのよ！」

　姫乃は真っ赤な顔をぷいとそむける。そして小声でボソリと呟つぶやいた。

「くっ……同級生をご主人様と呼ぶなんて屈辱だわ」

　悔しそうな姫乃の姿に、新之助は冷静さを取り戻した。

「あ、仁志川。無理しなくていいから、普通に名前で呼んでくれ」

「会社のルールだから」

「真面目かよっ」

「だから言ってるじゃない。私は真面目よ」

　真っ赤になりながらも頑かたくなな姫乃。やはり相当責任感の強い性格のようだ。

「ああそっか、真面目なのはわかった。だけどそんなに恥ずかしいなら、なんでメイドのバイトなんかやってるんだよ？」

「さっきも言ったでしょ。あなたには関係ない」

　にべもなく回答を拒絶された。

「ああそうですか」

　ちょっとムカつく新しん之の助すけ。だから少し挑発的な言い方で投げ返してしまった。

「そもそもお金持ちのお嬢様に家事なんてできるのか？」

「……は？　できるに決まってるでしょ。バカにしないでくれる？」

　金持ちの家ではお手伝いさんがすべてやってくれるから、お嬢様は家事なんてできない。そんな思い込みからの素朴な疑問だった。だが姫乃いわく、どうやら事実は違うらしい。

「そっか、悪かったな。じゃあ掃除からやってくれ」

「かしこまりました」




　姫乃はキッチンの掃除から始めた。天板の上に散乱した食器や調理道具を片づける。

　しかし──手を滑らせてアルミ鍋を落とし、ガシャンと大きな音が鳴った。

「いや、やっぱ片づけもまともにでけへんやん！」

「関西弁でツッコまないで！　たまたま手が滑っただけだから！」

　できないところをクラスの男子に見られて、姫乃は悔しそうに顔を歪ゆがめる。

「ホントかよ」

「んもうっ、うるさい！　気が散るからあっちに行っててよ」

「はぁーい……」

　新之助はリビングに移動して、そこから対面式のキッチンを見る。中に立って片づけをしているのは学校イチの高嶺の女子。

　学校で見る姫ひめ乃のは授業で当てられても悠然と答えているし、体育でも抜群の運動神経を発揮しているカッコいい姿しか見たことがない。そんな女子が自分の家で、しかも白と黒のメイド服姿で家事をしている。なんだかとても不思議で、現実味のない光景だ。

（さて、彼女が掃除をしてる間、俺はどうするかな）

　新之助は依頼主なのだから、ソファにでも座ってのんびりとしていればいいのかもしれない。だけどクラスの女子が家の中にいて、しかも家事をしてくれている空間では、なかなか落ち着けない。

　手持ち無沙汰に座っているよりはと、散らかったリビングの片づけをすることにした。
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　新之助がリビングのテーブルに散らかったチラシや郵便物を整理し始めて少し経たった頃。

「きゃぁぁぁぁっっっ!!!!」

　キッチンの方から突如、姫乃の絶叫が響いた。

「なんだ!?」

　すわ、殺人鬼でも現われたか、というほどの悲鳴。

　新之助は慌ててキッチンに駆け寄る。そこには腰を抜かして、床にぺたりと座り込んだ姫乃がいた。

　自宅のキッチンにメイド服の女の子が座り込んでいるのは、なかなかシュールな光景だ。

「どうした？　大丈夫か？」

「あ、あれ……あそこ！」

　顔は青ざめ、ぷるぷると震える指でキッチンシンクを指差している。新之助が覗き込むと、シンクの底にはテカテカと黒光りする虫がいた。

「ゴキブリ？」

「うん、そう！」

（なんだよ。たかがゴキブリかよっ？　大げさな……）

　内心呆あきれながらも、困っている女の子を目の前にして冷たい態度を取れるような新之助ではない。ティッシュを数枚ボックスから抜き取り、その手で素早く黒い生き物を捕獲する。

　そいつを包んだティッシュは、姫乃の目につかないように処分した。

「ほら、もう大丈夫だ」

「あ……ありがとう」

　姫乃はふらふらと立ち上がる。

「どういたしまして」

　普段学校ではクールで落ち着いた姿しか見たことがない姫乃のこんな姿は、新之助にとって新鮮だ。今まで別世界の存在としか思えなかった彼女が少し身近に感じる。

「なにニヤニヤしてるの？　ゴキブリは苦手なんだから仕方ないじゃない」

「ニヤニヤなんかしてない」

「してる。バカにしてるんでしょ？」

　バカにするどころか、ちょっと可か愛わいいとまで思った。だけどいきなりそんなことを言ったら、キモいヤツ認定されるに決まってる。だから口が裂けても言えない。

「天に誓って言うけど、バカにしてない」

「……まあいいわ。じゃあ引き続き家事をしますね、ごごご主人様」

「やっぱ言うのかよ『ご主人様』って」

「だからこれがルールだから！」

「真面目かよ！」

「真面目よ！」

（そんなルールどうでもいいのにな）

　そう思いながらも、なにがなんでも生真面目に取り組もうとする姫乃には、感心するしかない新之助だった。
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「あ〜っ、なによこれっ!?」

　新之助がリビングに戻って片づけをしていたら、洗面所から姫乃の声が聞こえた。

「今度はなんだよ？」

　急いで洗面所に走る。そこで目に飛び込んできたのは、片手で洗剤のボトルを持ち、もう一方の手で洗濯機の蓋をガチャガチャとやっている姫乃の姿だった。

「どうした？」

「スタートボタンを押してから洗剤を入れ忘れてるのに気づいたのよね。でも入れようと思ったのに蓋が……開かなくなっちゃったのよ。この洗濯機壊れてるわ！」

「壊れてない」

（壊れてるのはお前の常識の方だぞ）

　洗濯機がウィンウィンと音を立てている。動作している状態ではセーフティロックがかかって蓋は開かない。

「ほら。スタートボタンをもう一度押すと一旦停止するから。そしたら蓋が開くようになる」

　新之助がカチャリと蓋を開けるのを見て、姫乃は感心したようにうなずいた。

「あっ、ホントだ。なるほど」

　姫乃は洗濯槽に洗剤を投入し、また蓋を閉めた。ボタンを押すと、洗濯槽が再び回り始める音が響く。

「なあ仁に志し川かわ」

「ん……？　なに？」

「お前、やっぱ家事なんてできないんじゃ……」

「そんなことないわよ。これはたまたまだから」

「でも……」

　姫乃が一生懸命にやっているのはわかる。だけどこれだったら自分がやった方が早い。そう言いたくもなる新之助だった。

「できるって言ってるでしょ。いいからあっち行って！」

「わ、わかったから押すなよ」

　思いっきりムスッとした姫乃に背中を押され、新之助は洗面所から追い出された。

　静かになった洗面所で、姫乃はふぅっと大きくひと息いきつく。

「んもう、できない、できないって何度も言われるのはムカつくわ。私は家事ができる。私は家事が得意。おばあ様もお母様も言ったもの。姫乃はなにをさせても上手だねって」

　両手で握り拳を作りながら、自分に言い聞かせるように呟く。

「これ以上同級生にカッコ悪い姿は見せられない。勉強もスポーツも私はなんだってできるんだから、もちろん家事もできる。吾あ妻づま君を見返してやる！」

　姫乃は壁の掛け時計を見て、そろそろ昼食を作らなきゃいけない時間であることに気づいた。

「そうだ。私が得意なあの料理で鼻をあかしてやるわ」

　ぺちと両手で頰を軽く叩たたいて、気合いを入れ直した姫乃はリビングに戻った。ソファに座っていた新之助に声をかける。

「お待たせ。そろそろお昼ご飯の用意をするわ」

「お、おう。冷蔵庫の食材を自由に使ってくれていいぞ。料理は大丈夫なのか？」

「失礼ね。大丈夫に決まってるじゃない。そんな不安を持たれるなんて心外だわ」

「いや、今までの家事を見てたら不安しかないだろ。そんな自信満々に言われる俺の方が心外だわ」

　しかし姫乃は新之助の言葉を華麗にスルーし、冷蔵庫の扉を開けて中を覗のぞいている。どんな食材があるか確認しているようだ。

　この家事代行サービスでは、各家庭が用意した食材で料理を作ってもらうことも、食材の買い出しからやってもらうこともできる。

　今回は既にある食材を使って料理をしてもらうつもりで、昨日食材は買っておいた。だから野菜や肉などひと通りは揃そろっている。

「なにを食べたい？」

「なにを作れるんだ？」

「なんだって作れるわよ」

「マジか？」

「本当よ」

「そっか。じゃあ……」

「わかった。オムライスね」

「いや、まだなにも言ってませんけど……」

「わかった。オムライスね」

　メイド服のお嬢様は、クールな表情と口調でそれしか言わない。

　姫乃のメイド姿を見て、新しん之の助すけははたと気づいた。

（そうだ！　これはきっと、ケチャップで萌もえ絵を描いて『美味おいしくなぁれ』をしてもらえるやつじゃないか？）

　動画やアニメでしか見たことのないメイドカフェのそんな萌えサービスを、学校イチの美人お嬢様にやってもらえるなんて。

「お、オムライスでお願いします」

　思わずどもってしまった。

「わかった。オムライスね。了解」

「もちろんケチャップ絵と『美味しくなる呪文』のオプション付きで」

「は？　なにそれ？」

　怪け訝げんそうに眉間に皺しわを寄せる姫乃の視線の圧が新之助に襲い掛かる。

　よくよく確かめると、どうやらごく普通にオムライスを作るだけらしい。萌え絵も呪文も、そんなオプションは存在しないそうだ。

「ここはメイドカフェじゃないんだからね。それは業務範囲外よ」

「はい、すみませんでした」

　冷たい視線の圧に押されて、素直に謝るしかなかった。

　新之助は妄想が先走りしたことを猛省する。




　姫ひめ乃のは冷蔵庫から食材を取り出し、包丁で野菜を切り始めた。

（ちゃんと調理できるのか？）

　ここまでの姫乃のポンコツ具合からすると、調理の様子が気になって仕方がない。リビングにいた新之助はそっとキッチンに近づいて、姫乃の手元を覗いた。

　姫乃の手元のまな板には、不格好に切られたタマネギやニンジンが散乱していた。

「大丈夫か？」

「気が散るから覗かないでよ」

「いや、その切り方……」

「たまたまだから」

　新之助の視線を遮るように手でまな板の上を覆いながら、新之助をキッと睨にらむ。

「包丁の使い方でたまたまなんてないだろ」

「あるのよ。邪魔されると手元が狂うわ。とにかく吾妻君は……ご主人様は、あっちでゆっくりしてて！」

　姫乃の料理の腕には不信感を抱きつつも、彼女の剣幕に押されて新之助は素直にリビングに移動した。

　それにしても──こんな状況でも、やっぱりご主人様と呼ぶのか。

　生粋の生真面目なんだなと思うとちょっとおかしい。

　強気なキャラとのギャップ、そしてメイド服姿の可愛い見た目とのギャップが微ほほ笑えましすぎて、ついつい漏れる笑いを新之助は嚙かみ殺した。

　なんでも完璧にこなせてプライドが高く、上から目線のお嬢様だとばかり思っていたが、生真面目さと強い責任感という姫乃の思いもよらない一面を見た。

　そんなことを考えつつ、新之助はリビングの散らかりをゆるゆると片づけながら、料理の完成を待つ。

　やがてケチャップの焼けるいい香りが漂ってきた。ふとキッチンに目をやると、料理をしているメイド服姿のお嬢様が目に入る。スタイル抜群の美少女が、白黒のメイド服姿で自宅のキッチンに立っている光景。何度見てもシュールな光景だ。

　こんな経験をできる男子高校生が他にいるだろうか──いや、いない。
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「お待たせしました」

　いよいよ姫乃お手製のオムライスが完成した。

　新之助が待つダイニングテーブルに、姫乃が皿を運んできた。そしてコトリと音を立てて置く。

（うん、卵が破れて形が崩れてるな）

　おおむね予想通りだった。

「み、見た目はイマイチだけど味はいいから」

　お嬢様が強気な態度を崩さないのも、おおむね予想通りだった。

「そ、そうか。わかった」

　手にしたスプーンを、オムライスの端っこにサクと差し込む。そしてひと匙さじ、口に放り込む。口内に広がるケチャップライスの香り。

「ふむ……」

　普通だ。あまりに普通だ。

　それが素直な感想だった。

「どう……かしら？」

　姫乃がテーブルの横に立って、自信なさげに新之助の反応を窺うかがっている。

　そんな姿を見たら、本音丸出しの感想は口に出しにくい。

「ん……旨うまいな」

「でしょうね」

　直前の弱気はどこへやら。急に胸を張って、さも当然といった態度の姫乃である。

　だが新之助からそらして横を向いた姫乃の顔が、嬉うれしそうにニヤついているのがチラッと見えた。

（素直に喜べばいいのに、負けず嫌いにもほどがあるぞ）

「じゃあリビングとか部屋の掃除をするわ」

「あ、２階はいいよ。リビングはだいたい片づけたし、あとは隣の和室だけでいい」

「なぜ？」

「あ……えっと。２階は俺の部屋と両親の部屋なんだ。俺の部屋は見られるのが恥ずかしい。両親の部屋は、ずっと使ってないから散らかってない」

「え……？　ずっと使ってないって、なぜ？」

「まあ、理由はどうだっていいじゃんか。とにかく両親の部屋は、掃除しなくていい」

　奥歯にモノが挟まったような口調に、姫乃は少し怪訝な顔をした。しかし深い詮索は良くないと感じたのだろう。

「わかった。じゃあ、和室の掃除をするわ。ごごご主人様はゆっくり食事をしてて」

「だから言いにくいんだったら、もうご主人様はいいって」

「ルールだから」

「真面目かよっ？　……いや生真面目かよ」

「そうよ、生真面目なのよ。そういう性格なんだから、仕方ないじゃない」

「う……そうか」

　なかなか頑固で気が強い性格のようだ。

　姫乃の言い方に新之助は少しムカつくが、仕方ないなと諦めた。
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「ここまででいいかしら？」

　和室に掃除機をかけ、拭き掃除を終えた姫乃がリビングにいる新之助の元に戻って来た。

「あ、うん」

「じゃあ私の仕事はこれで終わり。帰るわ」

　決して上手ではなかったけど、姫乃が家事を一生懸命にやってくれたことは間違いない。だから新之助は素直に礼を述べた。

「ありがとう」

　新之助は玄関まで姫乃を見送る。

　玄関ドアの手前で、姫乃は立ち止まって振り向いた。

　改めて正面から見る姫乃の顔は完璧に整っていて、やはり相当美しい。そして真っすぐ見据えてくる薄い茶色の瞳は、意識が吸い込まれそうになるほど綺き麗れいだ。

「ところで吾あ妻づま君」

「あれっ？　『ご主人様』は？」

「は？　それは仕事中のルールよ。もう仕事は終わったからそんな呼び方しないし」

「そ、そうなのか……」

（ビジネスライクなんだな。……って、まあそりゃ当たり前か）

「……で、仁に志し川かわ。話はなんなんだよ」

「私がバイトをしてることは、学校では絶対に誰にも言わないでほしいの」

「もしかして友達にもバイトのことは言ってないのか？」

「言ってない」

　なにか事情がありそうだということは、新之助にも容易に察することができた。

「あ、うん。わかったよ」

「絶対よ」

「わかったって言ってるだろ。俺、信用ないのか？」

「信用してないってことじゃないけど……だってあなた学校でも不真面目だし」

「不真面目なんじゃない。勉強なんてやる気が起きないだけだ」

「同じでしょ？」

「同じじゃない！」

　新之助の口から、つい強い口調が出た。

「え？」

　姫乃は少し怯ひるんだ顔を見せた。

「あ……すまん。別に怒るつもりはなかったんだけど」

「別にいいわよ」

　そう言いながらも少し不満げな表情の姫乃。新之助は少し良心の呵か責しゃくを感じて、重い口を開いた。

「さっき両親の部屋はずっと使ってないって言ったろ。実はこの家、両親がいないんだ。だから勉強とか家のこととか、やる気が起きないんだよ。まあそれを不真面目と呼ぶんなら、そうなのかも、だけどな」

「ご両親が……いないって？」

　姫乃は新しん之の助すけの言葉に息を吞んだ。

　家事代行サービスの申込者は70代のおじいさんだったのに、いざ家に来てみたら新之助がいた。なぜ新之助の家で家事代行サービスを頼んだのか、その詳しい事情は派遣会社からは聞いていなかった。

「母親は俺が中学に入る頃に病気で死んじゃってさ。それ以来親おや父じと二人でこの家で暮らしてたんだよ」

「そう……なの」

　重い話だ。姫乃は真面目な顔で新之助の話に耳を傾ける。

「だけど半年前に親父が仕事の都合で海外に転勤してさ。それ以来一人暮らししてる」

「え……？　吾妻君、お父様に置いて行かれたの？」

「ん〜……置いて行かれたって言うか、親父には一緒に来るかって訊きかれたんだけどさ。高一で転校とかイヤだし、俺が断ことわったんだよ」

「そう……なの」

「ああ。母親が亡なくなってからは掃除も洗濯もアイロンがけも、料理だって俺がメインでやってきたし、生活することに不安はないからな。親父も俺の意思を尊重してくれた」

「え？　じゃあもしかして、吾妻君って家事は自分でできるの？」

「まあ、普通に生きていける程度にはな」

「まさか……」

　姫ひめ乃のの顔がさぁーっと青ざめた。そして小声でぶつぶつと呟つぶやく。

「てっきり吾妻君って家事ができないって思ったから色々と偉そうに言ったけど……まさか家事が得意だったなんて……うわ、ちょっと待ってよ。恥ずかしい……」

「は？　なにか言ったか？」

「い、いえなにも！」

　姫乃は赤らんだ顔の横で慌てて両手を振った。

「そっか」

「でも、だったら自分でちゃんとしたらいいのに、なぜ代行サービスなんか頼んだのよ」

「ん〜そうだな……」

　新之助はバツが悪そうに頭をぼりぼりと搔かきながら答える。

「親父と一緒にいる時は、親父のためだって思ったら自然と身体からだが動いたんだよなぁ」

「そうなの」

「うん。親父は仕事がとても忙しかったから、心置きなく仕事に打ち込めるようにしてあげたくてやる気が出た。だけど自分一人だと、どうもやる気が起きない。だから生活が荒れて、祖父が心配したんだよ」

　人のためなら一生懸命になれるけど、自分のことはついどうでもよくなってしまう。新之助はそういう性分だった。

　祖父は彼のそういう性格もわかっていたし、なにより高校生で両親がいない家庭で過ごす新之助の環境に同情もしていた。だから可か愛わいい孫のために家事代行を頼んだのである。

「家事のことはわかったわ。じゃあ勉強は？」

「小学生の頃までは、俺がいい成績を取ると喜んでくれる母親がいたから、がんばれたけどな。母が亡くなってからはやる気が起きない」

「親が喜ぶから勉強するとか……違うと思うけど」

「そんなの俺だってわかってるよ。でもやる気が出ないものは仕方がない」

　両親が揃そろっていて、しかも裕福な家庭に育った姫乃には、新之助の心情を本当に理解することはできないと思ってしまう。だから『仕方ない』と言われてしまうと、それ以上はなにも言い返せなかった。

「仁志川はきっと一生懸命勉強してるんだろうな。いつだってトップクラスの成績だもんな」

「まあ……そうね。一生懸命勉強してる。運動だってそう。人に見えないところで一生懸命努力してるわ。それは否定しない」

「やっぱ真面目だな」

「いえ……」

　──私は真面目だから勉強を一生懸命するの？

　自分が勉強やスポーツを一生懸命する原動力は、果たしてただ単に『真面目』というひと言で表あらわすことができるのか。

　新之助の何げないひと言が、ふと姫乃にそんな疑念を抱かせた。

　社会的地位が高く、とても厳しい父親の元で育ち、学業はできて当たり前という価値観を刷り込まれてきたのは確かだ。自分の周りも、そういった価値観に疑問を持たないような人ばかりだった。

　じゃあ真面目に勉強をしない新之助は不真面目なのか。

　今日初めて深く関わった印象からすると、彼は決して不真面目な人間には見えない。

　姫乃はなんとなくそう感じている。

「そう。不真面目なんて言って悪かったわ」

「いや別にいいよ」

　姫乃が素直に詫わびたことに新之助は驚いた。

　学校ではクールな態度が多い姫乃は皆から畏怖の念を抱かれている。同級生たちは皆、彼女のことをプライドが高いお嬢様だと思っているし、新之助もそう思っていた。

　負けず嫌いなのは確かだし、口調はつっけんどんなことが多い。ましてや父親が国会議員だとか先祖は貴族だとか言われると、偉そうで高飛車な性格だと思い込むのも仕方ない。

　だけど今日初めて近くで接した彼女を見ると、それはどうやら少し違うような気がしてきた。彼女は不器用なせいで、プライドが高いように見られているのではないか。

　──新之助はそんなふうに感じた。

「吾妻君が不真面目じゃないってことはわかったわ。とにかく私のことは内緒にして」

　金持ちのお嬢様がなぜバイトなんかしているのか。

　その疑問は解消しないけど、バイトをしている事実は彼女にとっては恥ずかしいことなのだろう。

「ああ、わかった」

　そう言ってから、ふと思いつく。

「今まで通り、俺たち、学校ではほとんど会話しないようにしよう」

「え？」

「だってさ。急に俺と仁志川の関わりが増えたら、なんでかと変に勘ぐるヤツもいるかもしれない」

「そうね。言う通りだわ。そうしましょう」

　新之助の提案に安あん堵どの表情を見せた姫乃は、メイド服の上にまたコートを着込んで帰って行った。




　新之助は急にしんとなったリビングを見回す。

　不器用ながらも熱心に掃除をしてくれた姫乃のおかげで、見違えるように綺麗になっている。

　これからも毎週メイドが来てくれたら、こうやって綺麗な部屋で過ごせるのだろう。

　だけどあれだけ嫌がっていたのだし、代わりのスタッフが見つかれば、姫乃が来ることはもうあるまい。

「その方が気楽でいいな。家事が下手なくせに負けず嫌いな女子に気を遣うのは、もうごめんだし」

　新之助は誰もいない部屋でひとりごちた。
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　神こう戸べの山の手に広がる、この地域有数の超が付く高級住宅街。その中でもひと際大きい白亜の豪邸の一室で、仁に志し川かわ姫乃は頭を抱えていた。

「ああっ……よりによって同級生にあんな情けない姿を見られるなんてっ……」

　自宅の自分の部屋で、悶もん絶ぜつするように身体をねじって悔しがる姫乃。服装はもうメイド服ではなくワンピースに着替えている。

　家事代行のバイトを終え、帰宅したばかり。バイトは厳しい父親には内緒でしているから、万が一にも父バレしないよう、メイド服は家事代行サービス会社のオフィスに寄って着替えてから帰宅している。

　姫乃が言う『情けない姿』とはメイド服姿のこと……ではない。

　彼女はクールで生真面目な性格のため誤解されがちなのだが、実は可愛いものが大好きである。メイド服も可愛くて好きだし、ぜひ着てみたいと以前から憧れていた。




　そしてある時──とある事情から、姫乃は父に隠れてアルバイトを探し始めた。




　そんな中で、時給が良くて憧れのメイド服を着られるこのバイトを見つけた時には、姫乃は跳び上がって喜んだ。

　だから新之助にガン見された時はさすがに照れ臭かったものの、メイド服姿は、姫乃にとってそこまで恥じるものではないのである。

　つまり姫乃が悶絶するほど後悔している『情けない姿』とは、できるに決まってると大見得を切ったくせに、家事の出来がイマイチだったことである。

「仁志川家の人間は、なんだって人並み以上にできなきゃいけないのよ」

　やれるはずと、今までは本気で思い込んでいた。家族にも『姫乃ちゃんは家事が上手だね』と言われたことがある。小学生の頃だけど。

（ああ、あれは単なる子供向けのお世辞だったのね）

　姫乃は今更ながらに、その事実に気づいて落ち込む。

「しかも吾あ妻づま君は家事が得意みたいだし」

　学校では目立たないし、今までほとんど意識していなかった。しかし実際に間近で接してみるとしっかりしてるし、案外真面目だし。──意外な一面を目にして驚いた。

「でも……バカにされた感じが腹が立つ」

　新之助は決してバカにしたわけではないが、負けず嫌いな姫乃には、あれだけのやり取りであっても我慢がならない。

　今まで勉強だってスポーツだって、努力をしてトップクラスの成果を出してきた。だから家事だって料理だって、きっと自分には高いレベルでやれるはず。

　お嬢様はそう信じているし、そうしなきゃいけない。

　姫乃は新しん之の助すけの家の方角を向いて語りかけた。

「見てなさいよ。次はもっと完璧に家事をして、キミに認めさせてやるから」











【第二章：バカにしたら、復ふく讐しゅうされた】






　同級生の『姫様』が突然メイド姿で家にやって来た翌日、月曜日の朝。

　新之助が登校して二年Ｃ組の教室に入ると、仁志川姫ひめ乃のは既に来ていて、教室の真ん中あたりの自席に着座していた。

　新之助は自分の席に着いて、何げなく姫乃の様子を窺うかがう。彼女は取り巻きのような女子たちと雑談に興じていた。

　その中で姫乃は整った顔、スリムで抜群のスタイルと、他の女子たちとは圧倒的に格が違う輝きを放っている。

「ねぇ姫様。このワンピースどう？」

　一人の女子が、通販サイトのスマホ画面を姫乃に見せている。

　名は晴はる美み。お嬢様っぽいお洒しゃ落れが大好きな彼女にとって、姫乃はファッションリーダーなのだ。

「いいんじゃない。お洒落よね」

「でしょでしょっ！　姫様がいいって言うなら間違いない！　１万円だし、これ買おっかな」

「ねえ晴美。それ１万円じゃなくて10万円だよ！」

　横から突っ込んだのはゆかり。すらっと背が高くスタイルのいい女子で、クラスでも結構可か愛わいい部類に入る女の子だ。

　ゆかりの指摘に晴美が目を丸くした。

「あぁーっ、ホントだ！　高すぎて無理ぃ！」

「だよねぇ。まあ姫様だったら気にせず買うんだろうけど、私たち庶民には無理ね」

「いえいえ、私だってそんな金額のもの、気軽に買わないわよ」

「またまたぁ。姫様だったら余裕よねっ！」

「そんなことないわ」

「ところで姫様って、いつもどこのお店でお買い物をしてるの？」

「ん〜そうね。買い物はだいたいデパートの外商の人がウチに来てくれるから、特にどこのお店ってのはないかな」

「デパートの外商が来る……すごっ！」

「そう言えば姫様って、カバンに可愛いマスコットキャラ付けたりもしてるよね。あれももしかしてデパートの外商？」

「うふふ、まさか。これは自分をモデルにした手作りよ」

　言いながら姫乃はカバンに付けたフェルト生地のマスコットキャラを見せる。デフォルメされた二頭身のキャラだが、確かにどことなく姫乃に似ている。

「やっぱ姫様ってすごい。こんなことまでできるのね」

　お洒落な高級品をまとうお嬢様だが、ファッションの一部にこういう『隙』のようなものを混ぜていることも、彼女をより魅力的に見せている要因である。

　華やかな女子たちが会話する様子を、クラスの男子たちは遠目に眺めている。中でも突出して美人の姫乃は、たびたび男子たちから憧れの目を向けられる。

「眼福だ」

「おう。見てるだけで幸せっつうやつだな」

「完璧に美としか言えない」

　でも男子たちは遠巻きに眺めるだけ。

　姫乃は一年生の頃から高たか嶺ねの花として有名で、告白を敢行した者は多かれど、成功した者は誰一人いない。

　二年生に進級早々の頃は、お近づきになろうと勇んで姫乃に声をかける男子もいるにはいた。しかしほとんどの男子が、家柄も含めてあまりに突出した存在である姫乃のオーラに気け圧おされ、すごすごと退散することが続いた。

　その結果、今ではアプローチを仕掛ける男子すらほとんどいない。

　いや──クラスでたった一人だけ、例外がいた。

「仁志川さんは相変わらず美人だなぁ」

「ありがとう」

　北きた大おお路じ公きみ人とという男子。物もの怖おじしないタイプで、かなりのイケメン。一説によると結構なお金持ちらしい。その彼は何度も姫乃にアプローチを仕掛けている。

「一度でいいからデートしてよ」

「何度もお断わりしてるでしょ。答えは一緒。お断わりします」

　そんなイケメン男子をも、まったく相手にしない高嶺の花っぷり。そりゃあ普通の男子が手も足も出ないと感じるのも無理はない。

　そんなお嬢様が、昨日は新之助の家で家事をしていたのである。しかもメイド服姿で。

　こんなこと誰かに言っても「妄想お疲れ」と言われて終わりに決まってる。

（もしかしたらあれは、マジで妄想だったのかもな）

　そんなふうに感じながら、女子トークの輪にいる姫乃の横顔を、遠くからぼんやりと眺める新之助だった。
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　姫乃はスポーツも得意で、部活はやっていないにもかかわらず、運動部の面々も感心するほどの身体能力を持っている。

　午前中の体育の授業でのこと。男女とも体育館でバスケットボールの試合をしていた。

「おい吾妻！　ちゃんと気合い入れろ！」

　体育教師の声が館内に響く。

「いや、普通にやってますよ」

「お前なぁ。ホントはもっとできるくせに。全力出せよ」

「それは買い被かぶりすぎ。俺の実力はこんなもんです」

　中学の時は体育も一生懸命やっていたし、部活はしていなかったが時々運動部のヘルプにも行っていた。しかし今はそんなことはしていないし、普段の生活でだらだらしてる分、体力も落ちている。

（だからこれが今の俺の実力だよ）

　新之助が心の中でため息をついていたら、体育館の反対側で試合をしている女子の方から鋭い声が響いた。

「はいっ、姫様！」

　バスケ部の女子が、同じチームの姫乃にパスを出した。それを難なく受け取った姫乃はドリブルでツーステップを刻むと、軽やかにジャンプした。そして空中からシュート。

　ボールがリングに吸い込まれるようにシュートが決まる。

「うおっ、姫様すげえ！」「かっけぇな！」「姫様の体操服姿、額に入れて飾っておきてぇ！」

　男子からも歓声が上がった。

　スタイルのいい姫乃が長く美しい髪をなびかせて、流れるようにシュートを決める姿は、確かにカッコよかった。

　その声に釣られて、新之助も姫乃の姿を目で追った。

　男子たちの歓声が耳に入ったのか、姫乃が振り返る。そこで新之助と目が合った。

　フッと姫乃の口角が上がる。勝ち誇った顔をしているように見えた。

（え？　なに今の？）

　今までなら視線が合っても、姫乃が表情を変えることなんてなかった。

　って言うか、そもそも視線が合うこと自体が年に１、２回しかないレベルだ。

（気のせいだろうな）

　彼女の運動神経は以前からクラスでも突出している。素晴らしいシュートを決めたからと言って、新之助にわざわざ勝ち誇った顔をする必要なんてないはずだ。

　だからクールな笑みの下で、姫乃が『家事では負けたから見返してやる』と考えているなんて、新之助は思いもしなかった。

　多くのことで他人よりも突出しているのに、負けず嫌いにもほどがある姫乃だった。
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　午後の数学の授業で、先日行なわれた模擬テストが返却された。

「仁に志し川かわ姫乃、97点だ。クラスで最高点。素晴らしい！」

　教室内のあちこちから「おーっ！」という歓声が上がる。

　スポーツも勉強もできる美人。その上クールでお嬢様然としたキャラクター。そんな人が実在するのか？

　ここにいるんだから仕方がない。姫乃は一年生の時から常に学年で１位、２位を争うほどの才女である。

「吾あ妻づま新之助！」

　教壇の前に出て、教師から答案用紙を受け取った。

「もっとがんばれよ！」

　教師が思いっきり感情を込めてそう言った。成績がイマイチなのがモロバレだ。

　返却されたテスト用紙を見ると46点だった。決して頭が悪いわけではないが、やる気が出ずにほとんど勉強しないのだからそれも必然である。

　自分の席に戻る際に、姫乃の席の横を通る。

　ふと目が合った。姫乃の目つきは冷ややかで、季節は春なのに寒波が押し寄せているようだ。

「もっとがんばればいいのに」

　周りに聞こえないような小声で姫乃が呟つぶやく。そうは言われてもやる気が出ないんだから仕方がない。

　新しん之の助すけが目をそらすと、姫乃は呆あきれた表情でため息をついた。
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　一日の授業が終わり、掃除の時間である。新之助の担当は教室内のモップがけだ。

　両手でモップの柄を握り、腰を曲げて黒板の前の床をゆるゆるとこすっていた。

　そのすぐ横で、姫乃は雑巾を手に黒板の拭き掃除をしている。踵かかとを上げて背伸びをし、手を上げて黒板の上部を熱心に拭いている。

「ああんっ……届かない」

　頭の上から聞こえた少し艶あでやかな姫ひめ乃のの声に、新之助はふと目を向けた。

　スカートに覆われた形のいいお尻がすぐ目の前にあった。しかも雑巾を持った手を左右に大きく動かしてるせいで、腰がくねくねと揺れている。

　プライドが高くてクールなタイプは苦手な新之助。目の前のお尻は、その苦手な女子のものだけど、そこはやっぱり健全な男子。綺き麗れいな女子のお尻には即座に反応してしまう。

（これはガン見しちゃいけないやつだ）

　頭ではそう思うが、スケベな本能には抗あらがえないのが悲しい男の性さがである。その艶なまめかしい動きに目が釘くぎづけになる。

　よそ見をしてモップを動かしたせいで、誤って足裏でモップを踏んでしまった。足が絡からまり大きくバランスを崩す。

「おわっ！」

　新之助の声に姫乃が振り向くと、目の前には尻もちをついた不格好な男子がいた。

「ど、どうしたの？」

「モップ踏んでこけた」

「あら不器用ね。掃除もまともにできないの？」

　他の生徒には聞こえないような小さな声で、喧けん嘩かを売られた。

（これはきっとあれだ。昨日仁志川に、家事もまともにできないって言ったことの仕返しだ）

　ムカつきはしたが、ここで何かを言い返したらことが大きくなる。学校では関わりのない態度でいると約束したのだから、新之助は素知らぬフリをした。

「大丈夫か吾妻」

　親切なヤツというのはいるものだ。この世も捨てたものじゃない。

　特に普段仲良くしているわけでもない男子が手を差し伸べてくれた。

「ああ、サンキュ」

　新之助はその手を借りて「よっこらしょ」と立ち上がる。その男子が顔を近づけて、ひそひそと話しかけてきた。

「なあ吾妻。お前、姫様となにかあった？」

「え？　……別に、なにも。なんで？」

「姫様になにか言われてたように見えたからさ」

「ああ、あれは……」

（仁志川と関わりのないフリをするには、どんな言い訳がいい？）

　新之助が思考を巡らせていると、姫乃がまた振り返って彼をじっと見ていた。

　いつも強気な姫乃が、なぜか不安げな表情をしている。

　どうしたのか不思議に思いながら、新之助は思い浮かんだことを口にする。

「『大丈夫？』って、声をかけてくれたんだ」

「おおーっ、姫様優しいな」

（いや全然優しくないんだけどな）

　内心で苦笑しながらも、新之助はニコリと笑顔で答える。

「そうだな。優しいよな」

「そんな優しい言葉をかけてもらうなんて、お前ラッキーだなぁ吾妻」

「そうだな、ハハハ……」

　かけられたのは本当は冷たい言葉なのだから、乾いた笑いしか出ない。

　そんなやり取りの一部始終を、姫乃がさり気ないフリをして聞いていることに、新之助は気づいていた。
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　新之助は帰宅部である。放課後楽しみを分かち合う友達もいない。だから学校が終わると、真っすぐ帰宅するのが日常である。それで別にいいと思っている。その方が気楽だ。

　自宅は高校から電車で30分程度だから、夕方４時半頃にはいつも家に着く。帰宅したら、制服の着替えもせずにゲーム機の電源を入れてソファに座る。

「さ、続きをやろうか」

　誰もいないリビングで、誰に語るともなく出した声が空むなしく響いた。

　こうやってゲームをしたり、動画を観たり、漫画やライトノベルを読んで一人でダラダラと過ごすのが日常である。

　誰にも邪魔されることのない楽しい時間。

　そうは思うものの、冷たい金属を押しつけられるような、無機質な感覚が胸の中に入り込んでくる。

（寂しい？　いや、そんなことはない。気楽が一番だ）

　何げなくふと周りを見回した。昨日までのカオスはどこかに消え去り、綺麗に片づいた室内が目に映る。

　日常に差し込んだほんの少しの非日常、という気がした。

「そう言えば、昨日はこの空間に高たか嶺ねの花のお嬢様がいたんだよなぁ」

　未いまだに現実感が薄くて変な感覚だ。

「今度の日曜は仁志川じゃなくて、代わりの人が来るといいな」

　あんな負けず嫌いで家事が下手なお嬢様がまた来たら、気を遣って仕方がない。

　しかも学校でのやり取りを思い返すと、どうやら姫乃は自分を嫌っているようだ。

　だから次回は他の人に来てほしい。

　そうは思うのだけれども──それが本音なのだか違うのか、自分でもよくわからない。

「仁志川も早く代わりの人を探してくれって言ってたし、もう俺んちに来ることはないだろうな」

　そんな言葉を口にして、新之助はまたゲーム画面に向き合った。
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　次の日曜日がやってきた。午前11時。そろそろ家事代行サービスのスタッフがやって来る頃だ。

　時間ピッタリにインターホンが鳴った。新之助は玄関に出てドアを開ける。

　誰が来たのか。姫乃なのか、それとも──

「こんにちは」

　クールな表情の超絶美人がそこに佇たたずんでいた。

　前回と同じスプリングコートを着た、見慣れたクールな顔だ。

「仁志川が……来たのか」

「あら、えらい言われようね。私が来ちゃダメだった？」

「いやそうじゃない。この前、クラスメイトの家なんて最悪だって言ってたからな。代わりの人を手配してくれって会社の人に頼んでたし」

「まだ見つかってないのよ。仕方ないじゃない。吾妻君がどうしても嫌だって言うなら帰るけど？」

「いや、代わりの人がいないなら仕方ない。上がってくれ」

　言ってスリッパを差し出す。

　口では仕方ないと言いつつ──

　先週、姫乃のおかげで、久しぶりにこの家が人間の住む空間になった。

　決して上手とは言えないが、温かい手作りの料理を食べたのも久しぶりだ。

　そしてなにより、上から目線の偉そうな性格だと思っていた高嶺の花のお嬢様が、苦手な家事を一生懸命してくれた姿は、決して悪い印象ではなかった。

　だから家事が下手で負けず嫌いで、プライドが高いお嬢様ではあるけれど。そんな女子に家事をしてもらうのは気を遣うものの。

　ぜひ今回も姫乃にやって欲しい。──そう思ってしまった。

「そう。仕方ないわね」

　口では仕方ないと言いつつ──

　前回、新之助の前で晒さらしてしまった情けない姿のリベンジをしたくてたまらない。だから今日は、がっつり家事をやる気で吾あ妻づま家を訪れたのである。

「ところで家事の仕事を始める前に、吾妻君に一つ訊きいておきたいことがあるのだけれども？」

「ん？　なに？」

「この前学校で私が『掃除もまともにできないの』って言った時、吾妻君は凄すごく腹立たしそうな顔をしたわよね？」

「ああ、そうだな。まあ……めっちゃムカついた」

「率直なご意見をありがとう」

「は？　また喧嘩売ってんのか？」

「いえ。そうやって気を遣わずに本音で話してくれるのはありがたいと思ってる」

「え……？」

　姫乃のあまりに意外な言葉に、新しん之の助すけは呆あっ気けにとられた。

「それでそんな率直な吾妻君に訊ききたいのだけど」

「だからなんだよ？」

「そんなにムカついたなら、このバイトのことを友達にバラされるかもって思ったんだけど」

　なるほど、と新之助は合点した。

　あの時手を差し伸べてくれた男子と新之助が会話をしている間中、姫乃は心配そうな顔でじっと見ていた。

　あれはつまり、腹を立てた新之助があの男子に秘密をバラすのではないかと、姫乃は恐れおののいていたというわけだ。

「なぜバラさなかったの？」

「アホか。仁に志し川かわの言葉にムカついたのは事実だけど、だからと言って内緒にするって約束を破るなんてあり得ないだろ」

「あり得ない？」

「ああ、あり得ない」

「そう……」

　一瞬考え込んだ姫ひめ乃のは、じっと新之助の顔を見つめた。

「な、なんだよ。俺、間違ったこと言ったか？」

「いいえ。吾妻君って……」

「なんだよ？」

「ううん。なんでもないわ」

　姫乃をチヤホヤしたり持ち上げたりするクラスメイトが多い中で、新之助は素のままに自分と接してくれている。前回の時からそう感じていた。

　そして、約束したことは守るのが当たり前だと真顔で言い切るこの誠実さ。

　姫乃のさっきの言葉の続きはこんなセリフだった。

　──やっぱり信頼できる。

　しかしいきなりそんなことを言うのは、異性と接し慣れていない姫乃には抵抗感が勝った。だから言葉を濁した。

「でもまあ、運動も勉強も、もうちょっと一生懸命がんばった方がいいと思うわ」

「やっぱ喧嘩売ってんのか？」

「いいえ。アドバイスよ」

（そうすれば、もっと真面目でいい人だって印象になるのに、もったいない）

　姫乃は口には出さずに内心でそう付け加えた。

「でも、やる気が起きない」

「ふぅん。まあいいわ。じゃあ上がらせてもらうわね」

「ああ、どうぞ」

　玄関先で姫乃はスプリングコートを脱いだ。その下から現あらわれた服装は、前回と同じく白と黒を基調としたメイド服。

　美人の姫乃をさらに魅力的に見せる魔法の衣装、メイド服。

　着ていたコートを脱ぐことで、今までベールに包まれていたメイド服が一気に視界に飛び込んでくる。そしてそこに、仕事モードに入った姫乃のセリフ。

「それじゃあ本日もよろしくお願いしますご主人様」

　反則級のギャップに、つい新之助は頰が緩んでしまう。アホ丸出しな顔を目にして、姫乃が不審がる。

「あの……大丈夫ですかご主人様？」

「あ、いや、ごめん。大丈夫だから」

　我に返って、きゅっと表情を引き締める新之助。

　新之助のことをホントに信頼していいのかと、少し……いや、大いに不安そうな姫乃であった。

「じゃあ、そろそろ家事を始めるわ。前回と同じように、キッチンとリビングと和室の掃除、洗濯、それにお昼ご飯の準備でいいかしら？」

「おう、よろしく頼む」

　姫乃はまずは洗面所に向かい、洗濯機に洗剤を投入し、スタートボタンを押してからキッチンに入った。

　洗濯機の扱いもスムーズだし、キッチンでの作業をしている間に洗濯が終わるという段取りも申し分ない。

　家事をやり慣れている者にとってはごく当たり前の流れではあるが。

（仁志川の前回のポンコツ具合からしたら、人類が初めて火を使ったくらいの大きな進歩だよな）

　原始人扱いの失礼な感想を抱かれているとは露ほども思わず、姫乃はキッチン周りの掃除をやりながら、そこらに放置されていた食器を手て際ぎわよく洗っていく。

　前回と違って片づけの動作もかなりスムーズだ。

　新之助が驚いて、後ろから姫乃の作業を眺めていたら、ふと彼女が振り返った。

「ふふふ」

　口角を上げてニマリと笑う姫乃。

「なんだよ、その勝ち誇った笑いは」

「別に」

　姫乃はそれだけ言って、食器棚に向かった。

　新之助から見たら『たかがこれくらい』な作業だが、姫乃からしたら大進歩なのだ。得意げな顔になるのも至極当然である。

　姫乃は今度は脚きゃ立たつを使って、食器棚の上の段に食器を仕舞い始めた。さすが運動神経も抜群なだけあって、高所の作業も安定している。

（これはもう任せて大丈夫だな。じゃあ俺は２階の自分の部屋の片づけでもするか）

　新之助が台所から出ようとして、姫乃に背を向けたその瞬間。

「きゃっっ!!」

　後方からの叫び声に振り向くと、脚立の上で体勢を崩し、両手をぐるぐる回すメイドの姿が目に飛び込んできた。

「危ない！」

　新之助は慌てて姫乃の腰あたりに手を伸ばして、倒れないように後ろから支える。

　女子の腰の柔らかな肉感が、くにゅと手のひらに伝わる。メイド服の黒いスカートと白いエプロンのリボンのコントラストが、新之助の視野を覆った。

　さらになにか柑かん橘きつ系のような甘い香り。

　触覚、視覚、嗅覚。そのすべてで思春期男子の理性をぶっ飛ばす攻撃が、ガツンと新之助に襲い掛かってきた。

　しかし今はエロい感触を楽しむような状況じゃない。姫乃にケガをさせるわけにはいかない。

（煩ぼん悩のう退散!!）

　新之助は頭をぶるぶると振って冷静さを取り戻し、心を無にして彼女の腰を支える両手に、ぐっと力を込めた。

　おかげで姫乃は体勢を立て直し、間一髪、転倒は防ぐことができた。脚立の上から落下なんてしたら、大ケガになっていただろう。

「あ……ありがとう」

　脚立から降りた姫乃は青ざめている。

「食器棚の中に黒いほこりの塊があって、一瞬ゴキブリかと勘違いしたの。本当にごめんなさい」

「そっか。そんなの謝らなくていいよ。仕方ない。とにかく仁志川が無事でよかった」

　新之助は姫乃の腰に触れていた手のひらを、何げなくじっと見た。彼女の柔らかな肉の感触が残っていてドキリとした。

　新之助の仕草のせいで、姫乃も、ついさっきまで自分の腰に新之助の手のひらが触れていたことを思い出した。

　そこに意識が向くと、まだ腰に彼の手の感触が残っているように感じて、突然羞恥が襲い掛かってくる。青ざめていた顔が急激に火ほ照てり、今度は赤く染まる。青に赤にと、今日は信号のように忙しい日だ。

　ただ、新之助に腰を触られたことに激しい羞恥はあっても嫌けん悪おはない。

　それは姫乃にとって新鮮な発見であった。

　今まで男性に触られるなんて経験はほとんどないが、これまでなら触られることを想像するだけでも嫌悪の感情が湧いてきた。しかし今は、不思議とそんな感情は湧いてこない。

「あ、うん。……ありがとう」

「でも今後は、こういう危険な作業はしなくていいからな」

「なに言ってるのよ。脚立使う作業くらい大したことないから大丈夫よ。子供じゃないんだから」

「だけど落ちかけたのは事実だろ。俺がいなけりゃ、実際に大ケガしてたかもしれないだろ」

「それはそうだけど……たまたまよ。これからは気をつけるし大丈夫だから」

「でもさっきのほこりの塊みたいに、想定外のことが起きたら事故る可能性もある」

「大丈夫だって」

　姫乃は運動神経が抜群だし、本当はそんなに心配することはないのだろう。

　しかし自分の家の家事で、万が一にも姫乃がケガをするなんてことは、どうしても避けたいと新之助は思った。

「これは雇い主の命令だ。メイドはご主人様の命令に従うべきだろ？」

「は？　ご主人様の命令？」

（あ……どうしても言うことを聞かせたくて、つい偉そうに言ってしまった。……さすがに怒るよな？）

　新之助はビビりながら姫乃の表情を窺うかがう。

「むぐぅ……」

　姫乃はぷくっと頰を膨らませた悔しそうな顔で新之助を睨にらんだ。

　自分は運動神経がいいという自負もあるし、たかだか食器棚の上段程度の高所作業を『できない子認定』されるのはプライドが傷つけられる。けれども実際に落ちかけたのも事実だ。

　それより何より、新しん之の助すけが自分を心配してくれていることが、痛いほど伝わってくる。だからこれ以上は言い返す気が失うせた。

「わ……わかりましたご主人様」

　上目遣いで丁寧に答える姫乃。

　中身はみんなから畏怖されるような高たか嶺ねの花のお嬢様なのに、見た目と態度は謙虚で可か愛わいいメイド。

　そのギャップと言ったら半はん端ぱない。

（なにこれ……可愛いにもほどがあるだろ）

「じゃあ今後は、危ないことは無理をしないで家事をしますね」

「そうだね。お願いします」

　それまではお互いに少し張ったような空気感だったが、この瞬間、なんとなくふわりとした空気が流れた。




　それから姫乃は、引き続き台所や洗面所の片づけを進めた。

　新之助はその間は特に何もせずソファに寝転んでぼんやりと思考を巡らせる。

　遠くで姫ひめ乃のが家事をしている音が聞こえた。

　母親が亡なくなって以来、ずっと父親との二人暮らしだった。父親は仕事が忙しく、土日もなんだかんだと外出することが多かったため、新之助は一人でこの家で過ごすことも多かった。

　広い一戸建ての家に自分一人。他に音がするとすればテレビくらい。そんな生活に長年慣れていた。だけど今は──掃除や片づけをする人の気配がする。

　ただそれだけ。

　ただそれだけのことなのだけれども、その物音が、なんだかすごく温かく感じる。陽だまりの中にいるような、ホッとした気分。

（こういうのも、なんかいいかも）

　そう思った瞬間。

「ぎゃぅぁふぅぁっ！」

　洗面所から響く姫乃の絶叫。ほっこり気分も吹き飛んだ。

　新之助はソファからむくりと起き上がり、声の元へと向かう。

「どうした？　またゴキブリが出たか？」

　洗面所の扉を開けると、そこには洗濯機の前でフリーズしている姫乃の姿があった。

　その両手には、今しがた洗濯機から取り出したであろう湿った……新之助のパンツが、広げられていた。

　姫乃は肩をわななかせ、唇が震えている。

「こ、これ……」

「ああ、俺のパンツだな。返してくれ」

（しまった。洗濯物からパンツをよけておくのを忘れてた）

　これはさすがに新之助も気まずい。慌てて姫乃の手からひったくるようにしてパンツを取り返す。

　姫乃もハッと我に返った。かぁーっと一気に顔が赤くなる。

「ご、ごめんなさいっ！　仕上がった洗濯物を干そうとして、急に、あの……その……し、下着が出てきて驚いたの」

「そ、そうだね。いきなり下着が出てきたら驚くよな、あはは」

「いえ。家事代行なのだから、下着の洗濯くらいしなきゃいけないのに……」

「いや、気にすんな。自分のパンツを仁に志し川かわに干されるのはさすがに俺も恥ずかしい。よけておくべきだったのにうっかりしてたよ。ごめん」

「いえ……私、男性の下着とか、見るのも触るのも慣れてなくて……」
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　姫乃はよっぽど動揺しているのだろう。良家のお嬢様女子高生が、男の下着を見たり触ったりに慣れていたらマズいに決まっている。

　それにしても──と新之助は思う。

　男物のパンツだけでこのリアクションとは、姫乃という女の子はかなりウブなようだ。

「じゃあパンツは後で俺が干すから、他の物を干してくれるかな」

「はい……」

　姫乃は洗濯かごを両腕に抱えて、洗濯物を干すために裏口から庭に出た。




　　　　＊




「ううう……ドキドキする……」

　姫乃は庭で洗濯物を干しながら、未いまだに激しい鼓動が収まらない胸を手で押さえる。

　男子のパンツを触るなんて生まれて初めてだ。しかも相手は同級生。こんなシチュエーション、ドキドキするなって方が難しい。

　姫乃は厳格な父のせいで、気軽に異性と付き合うのは良くないと教育されてきた。さらには元々コミュニケーションが得意な方ではない。人と接するとつい緊張して、冷たい態度に見られてしまう。

　姫乃はその美しさやスペックの高さから、今まで数多くの男性からアプローチを受けてはきたが、すべて断わってきた。異性と付き合ったことも、もちろん性的な経験も皆無だし、キスもしたことがない。

　そんな異性との接触機会の少なさも、さらにドキドキを加速させる要因となっていた。

「と、とにかく。仕事はちゃんとやらないと」

　パンツ以外でも、男物のＴシャツやズボンを干すのはドキドキする。しかしそこは仕事だからと自分に言い聞かせて、なんとか洗濯物を干し終えた。そして空の洗濯かごを両手で抱えて室内に戻る。

　庭木の間を通って建物の裏口まで歩く途中で、飛び出していた木の枝が、メイド服の脇の部分に引っかかった。──ビリッと嫌な音がした。

　引っかかったところの布が裂けて、口が開いたようになっている。姫乃は青ざめた。

「あ、やっちゃった」

　大切なメイド服を破いてしまい、胸の奥から塩っぽい痛みが湧いてくる。

　室内に戻ってわかりやすく落ち込んでいる姫乃に、新之助が気づいた。

「どうした？」

「いえ、なんでも……」

「ないはずはないだろう。服が裂けてるぞ。ケガは？」

「運よく大丈夫よ。ありがとう」

　新之助の素早い気遣いに、姫乃はちょっと驚いた顔を見せる。

　新之助はリビングの壁かべ際ぎわにある収納戸棚から、取手のついた箱を取り出した。

「そのままにしといたら、穴が大きくなるぞ。今すぐ縫った方がいい」

　手にした箱を開けると、それは裁縫箱だった。

「自分でやるからいいわよ。裁縫セット貸して」

「できるのか？」

「裁縫くらい家庭科の授業でやったし大丈夫よ。バカにしないで」

「バカにはしてないけど、裂けた布地を綺き麗れいに縫い合わせるのってテクニックがいるし、なかなか難しいぞ。下手したら見た目が不細工になって取り返しがつかなくなる」

「取り返しが……つかない？」

「そうだよ」

　姫乃は額に冷や汗が流れるような引きつった顔でフリーズした。

「じゃ、じゃあお願いしてみようかしら」

「ああ、それが賢明だ」

　今までの姫乃の家事レベルを見てると、いい結果になりそうにないのは一目瞭然だ。だから新之助は見過ごす気になれなかった。

「あ、でも……」

「なに？」

「破れた部分を縫うためには、その服を脱がなきゃいけないな」

「は？　そういう魂胆？」

「違うから。そういうのはいいから。ほら、こっち来て」

　言って新之助は姫乃をリビングの隣の和室に誘導した。そしてタンスの中から薄手のトレーナーを一枚取り出す。

「この部屋で着替えて、代わりにこのトレーナーを着てくれ。あいにく新品がないんでごめん。これが一番新しいヤツなんで許してくれ」

「あ、うん。ありがとう……」

「じゃあ俺はリビングに戻って待ってる。絶対に覗のぞかないから安心してくれ」

「わかったわよ。そこまで強調しなくても信用してるから」




　新之助が隣の部屋に移動したのを見て、姫乃はメイド服の上を脱いだ。そして代わりにトレーナーを頭から被かぶって袖を通した。

「あ……」

　ふんわりと漂う香り。洗剤の香りと共に、ほんのり男の子の匂いがする。

　思わずクンカクンカと鼻を鳴らしてしまった。胸がきゅっとした。

「ちょっと待って。私、ちょっと変態っぽくない？」

　しかも袖が余る大きなサイズが、男物であることを意識させてドキリとした。

　頭をぷるぷると横に振った。それでようやく少し冷静さを取り戻す。




「お待たせ」

　隣のリビングで待つ新之助の所に行って、脱いだ服を手渡した。

「あ……」

「え？　どうしたの？」

「いや、なんでもない」

　なんでもなくはない。新之助はどぎまぎした顔をしている。

　姫乃が着たトレーナーがぶかぶかで、いわゆる萌え袖状態なのである。きっちりしたイメージの美人が見せる緩い姿がめちゃくちゃ可か愛わいすぎて、新しん之の助すけは思わず言葉を失ったのだった。
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「じゃ、じゃあ縫うぞ」

「ええ、お願いします」

　新之助が破れた部分の布を合わせて、針で器用に縫っていく。姫乃にはよくわからないけど、少し特殊な縫い方をしている。その手つきはとても手慣れていて速い。姫乃は思わず覗き込むようにして見とれる。

　新之助はあっと言う間に破れた部分を端から端まで縫ってしまった。そして最後に糸を引っ張ると、破れた箇所がキュッと閉まって、まるで魔法のように傷が見えなくなった。

「ふわぅっ……」

　あまりの手て際ぎわの良さに驚いた姫乃の口から、思わず変な声が漏れる。

「え？」

「いえ、な、なんでもないわ。吾あ妻づま君もまあまあやるじゃない」

「は？　あ、えっと……ありがとう」

「じゃあ、着替えてくるわ。あ、吾妻君こそありがとう」

　つい負けず嫌いが顔を出して、変な言い方になってしまったことを姫乃は反省した。慌てて礼を言って、手直しを終えた服を受け取り、和室に着替えに入った。

　──本来なら先にお礼を言わなきゃいけなかったよね。それにしても、あの手際の良さはなかなかカッコよかった。完敗だわ。

　でも新之助に負けたくないという気持ちが大いにあることも間違いない。

　そう。今日はきちんと家事ができるところを新之助に見せつけて、先週のリベンジをしなければならない。そのために今日は、ちゃんと準備をしてきたのである。

　料理は今までオムライス一択しかできなかったから、今週は新メニューとして野菜炒いための作り方をネット動画で学んできた。かなり入念に学んできた。

　そろそろ昼ご飯の準備にかかる時間だ。

「よしっ」

　気合いを入れる声を出した。

「さあ吾妻君。私の料理の腕に感心して、ひれ伏す時間がいよいよやって来たわ。覚悟しなさいよね」

　着替え終えた姫ひめ乃のはフフンと得意げな表情を浮かべて、新之助がいるリビングへと向かった。
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「そろそろお昼ご飯の準備をするわ。今日は野菜炒めよ」

「いや、今日もオムライスにしよう」

「え……？　いえ、野菜炒めが今日のお勧めなのだけれど」

「いやオムライスがいい」

「でも、オムライスは先週作ったわよね」

「それでもオムライスがいい」

「今朝のテレビの占いで、今日のラッキーアイテムは野菜炒めだって言ってたわよ」

　なんとしても野菜炒めにしたい姫乃。

　とにかく必死である。

「でもオムライスがいい」

「は？」

　新之助の強硬な態度にきょとんとするしかない姫乃。

　珍しく渾こん身しんの冗談を言ったのだから、せめて『ラッキーアイテムが野菜炒めってなんだよ』くらいは言ってほしかった。

「なんで？　あ、わかった。ケチャップ絵や美味おいしくなる呪文を期待してるのね。残念ながらそれはしないから」

「違うよ。そんなんじゃない。あのさ、えっと……」

　新之助はなぜか言いにくそうにしている。不思議に思って姫乃は言葉を促した。

「なに？　はっきり言っていいわよ」

「美味しいオムライスの作り方のコツがあってさ。一緒にやってみないか？　あ、コツは友達に教えてもらったんだよ」

「……え？」

　頭のいい姫乃は一瞬で理解した。

　さっき新之助が言いにくそうだったのは、先週のオムライスが、あまり美味しくなかったと言ってるようなものだからだ。

　新之助という人間はそんなに器用な方ではない。けれども、相手を不快にさせないよう気遣う心を持っている。そして美味しい調理法を、わざわざ教えようと思うくらいには親切だ。

　──姫乃はそう思った。

　だから自分が事前準備してきた野菜炒めを押し通すのではなく、新之助の提案に乗ることにした。

「わかった。教えてちょうだい」

　新之助はホッと安あん堵どの表情を浮かべて「うん」とうなずいた。
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　キッチンに二人で立って、オムライス作りを始めた。

「簡単に美味しく作るコツは、ケチャップをいつ投入するかってことなんだ」

　玉ねぎやニンジン、チキンといった具材をフライパンで炒めて、ライスを投入する前にケチャップを入れる。そしてケチャップが焼けて香ばしい香りがしてからライスを投入する。

　そうすることでケチャップの甘みと香ばしさが引き出され、コクがあって美味しいオムライスになる。それを知らずにライスを投入してからケチャップを入れる人が多いのだ。

　そういったことを新之助は実際に姫乃に調理をさせながら、横から説明した。

　ジュージューと音を立てるフライパンから、香ばしいケチャップの香りが漂う。

「もう少し炒めたらケチャップライスはオーケーだ。その次はいよいよ卵を焼くぞ」

「へぇ、やっぱり吾妻君って詳しいのね」

「ああ、長年料理もやってきたから……あ、いや。これはついこの前、友達に教えてもらったんだって」

「あ、そう。……ふふふ」

「なにがおかしい？」

「別に」

　あくまで友達に教えてもらったと、見え見えの噓うそをつき通そうとするのがおかしかった。この噓は新之助が自分を気遣ってのことだと、姫乃は気づいている。

　友達に教えてもらったことにすれば、新之助自身もついこの前まで知らなかったというアピールになる。

　それはつまり、姫乃が無知だったことを恥ずかしく思わせないための気配り。

「ホント、吾妻君っていい人ね」

　フライパンから聞こえるジュージューという音にかき消され、新之助には聞こえないように、姫乃はわざと小声で呟つぶやいた。

「え？　なにか言った？」

「いいえ。なにも」

　とぼけながら、姫乃は横目で新之助の顔を窺うかがう。

　手にしたお玉でフライパンのケチャップライスをぐりぐりしながら、改めてよく見たら新之助は優しい顔をしてるし、ちょっとカッコいいかも、なんてことまで考えていた。

「あ、おい仁に志し川かわ。ちゃんとかき混ぜないと焦げるぞ」

　お玉を持つ姫乃の手を新之助が握り、彼女の手を動かしてフライパンの中のケチャップライスを混ぜた。

「ひゃっ……」

　無防備だったところに突然手を握られて、姫乃は甲高い声を上げてしまった。

「あっ、ごめん！　焦あせってつい……」

「いえ、私こそぼーっとしててごめんなさいっ」

（ああっ、情けない……今日は料理でリベンジする気満々で来たのに。やっぱり上手うまくいかないのね）

　わかりやすく落ち込んだ姫乃に、新之助は明るく話しかける。

「まあ気にすんな。ライスが焦げる前に、そろそろ卵を焼こう」

「そ…そうね」

　横で新之助がアドバイスをし、姫乃がフライパンで卵を焼いた。そして盛りつけも完了。

「よし、完成だ」

　とても美味しそうな見た目のオムライスが完成した。

　しかし姫乃の心は晴れない。今日も家事をこなすために、結局新之助の手を借りてしまった。これでは家事代行サービスとして失格だ。
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　新之助の指示で、姫乃はなぜかオムライスを二皿分作らされた。そしてダイニングテーブルに向かい合うよう配膳した。

「そっちは仁志川の分ね」

「え？　私も食べていいの？　私は仕事で家事をしているのに」

「もちろん。二皿作ったんだから、一緒に食べよう」

「てっきり吾妻君が二皿食べるのかと思った」

「俺、そんな食いしん坊さんじゃねえよ」

「ぷっ……」

「あっ、笑ったな」

「だって。『食いしん坊』にさん付けとか、可愛すぎない？」

「くっ……」

　悔しそうに唇を嚙かむ新之助。さすがに食いしん坊さんという表現は子供じみていたと後悔した。

　しかし姫乃はその表現がよっぽどツボにはまったようで、食事を始めるまでずっと笑っていた。

「ふふふ。じゃあ、いただきます」

「おう、いただきます」

　新しん之の助すけがひと口、オムライスを頰張る。

「うん、旨うまい」

　先週自分が作ったものとそんなに違うのかと、イマイチ信じきれない姫乃は、おずおずとオムライスを口に運んだ。

　──はむ、と咀そ嚼しゃくする。

「なにこれっ？　とても美味しい……」

「だろ？」

「そうね……先週私が作ったのと全然違うわ」

「よかった。これでオムライスは仁志川の得意料理になるな」

「ん……そうね。ありがとう」

「いや、俺は大したことしてない」

　とか言いながら、嬉うれしそうな表情を浮かべる新之助。

「でもこれじゃあ、立場が真逆だわ。なんで私が吾あ妻づま君に料理を作ってもらってるのよ」

「作ったのは仁志川だろ」

「横で手取り足取り吾妻君が教えてくれたんだから、あなたが作ったようなものよ。しかも美味しいし。ああ、悔しい。ああ、でも美味しい。ああ、だけど腹が立つ」

　姫ひめ乃のが悔しがったり美味しがったりするもので、新之助は戸惑ったけれども、とにかく素直に謝った。

「す、すまん……」

「勘違いしないで。吾妻君に対して怒ってるんじゃないから。それどころか吾妻君にはとても感謝してる」

　新之助の目を真っすぐに見る姫乃の瞳の輝きが、その言葉が決してお世辞じゃないことを示していた。

「そうじゃなくてね、私自身の情けなさに呆あきれてるの」

「情けなくなんてないさ。慣れてないだけで、仁志川ならすぐに上手になる」

「そうね、ありがとう。私もそう思うわ。次はもっと上手に作ってみせるから」

　姫乃の闘争心溢あふれる向上心に、次はさらに美味しい料理を作るんだろうなと感じる。

　もっとも──次があるのかどうかはわからないけれども。

　代わりのスタッフが見つかれば、姫乃が吾妻家に来るのは終わりになる。

　そう考えると、一抹の寂しさを感じる新之助であった。











【第三章：ふざけていたら、バレそうになった】






　５月下旬のこと。新之助と姫乃のクラスでは、二年生に進級後初めて席替えが行なわれた。学級委員が作ったくじ引きで新しい席が決まる。

　その結果、新之助は最後列の窓まど際ぎわというガチャを引き当てた。

「よっしゃ、授業中に寝て過ごすには最高の位置だ。日頃の行おこないがいいおかげだな」

　新之助が新しい席で満足げに呟つぶやくと、姫乃が近寄ってきて冷たい視線で一いち瞥べつした。

「寝ちゃダメでしょ」

　他の人には聞こえない小声だが、冷たく刺すような言葉が新之助の耳に届いた。

「あ、いや……」

　新之助のリアクションを待つこともなく、姫乃はそのまま新之助のすぐ前の席に腰を下ろした。二人は前後の席になったようだ。艶々と美しい髪の後頭部と背中しか見えない姫乃は、どんな表情をしているのかわからない。

（うわ、こっわ……）

　姫乃の極めてクールな態度に、少しビビる。

（まあコイツは生真面目だし向上心が強いからなぁ）

　新之助が姫乃の背中を眺めていると、突然隣から女子の明るい声が聞こえた。

「吾妻君、隣だねぇ〜。よろしくねっ！」

　横に目を向けると、声の主は、ゆるふわな栗くり色いろの髪とくりっとした小豆色の瞳がとても印象的な女の子だった。それは学年でも一番可か愛わいいと評判の南みなみ風かぜはるる。

「あ、よろしく。俺の名前、覚えてくれてたんだ」

「あははっ、クラスメイトなんだから当たり前だよっ！」

　くしゃりと崩した人ひと懐なつっこい笑みが眩まぶしい。可愛いだけでなく天てん真しん爛らん漫まんな彼女は、親しみやすさでは姫乃を凌りょう駕がしている。

　一方の姫乃は学校イチの美人と言われ、クールな雰囲気と家柄が良すぎるお嬢様という高たか嶺ねの花。

　まったくタイプの違う二人は、男子の人気を二分する存在である。

「そっか。ありがとう」

　新之助はコミュニケーションが上手ではないし、ましてや女子と親しく話すなんて苦手だ。しかしはるるの高すぎるコミュニケーション能力のおかげで、とても話しやすい。

「吾妻君とこうしてゆっくり話すの初めてだねー」

「そうかな」

「だよだよっ。これからはご近所さんとしてよろしくね！」

　両手の拳を顔の横で握って、可愛らしく上下に揺らすはるる。

　小柄な身体からだに似合わず胸が大きく、手の動きに合わせて揺れている。

（うわ、ヤバいなこれ……）

　という邪よこしまな気持ちは隠して返事をする。

「あ、ああ。よろしく」

　突然前の席の姫乃がくるりと振り向いて、新之助とはるるを交互に見た。

　新之助に向けたその目つきは、なぜかとても冷徹に見える。

「あっ、姫ちゃんも近くの席だね。よろしくぅ！」

　さすがコミュニケーションモンスターはるる。誰もが畏怖の念を抱く姫乃に対しても、まったく物おじしない。姫乃を『姫ちゃん』などと呼ぶのははるるくらいのものだ。

「ん……よろしく」

　新之助になにか言いたそうな姫乃ではあった。しかしはるるの目がある今は滅多なことは言えない。だからはるるに返答してから、姫乃はすぐに前を向いた。

　新之助をチラリと見た姫乃の一瞬の挙動に、はるるは少しだけ違和感を持ったようで、眉をピクリと動かした。しかしそれは、はるるもそのままやり過ごすようなほんの些さ細さいな違和感ではあった。
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「この資料を資料倉庫に運び入れといてほしいんだけど……今日の日直は誰かな？」

　一日の授業が終わり、ホームルームの時間。教壇の上に置かれた二つの段ボール箱を指差して、担任の数学教師・吉よし田だよし子24歳独身がクラスの皆に問いかけた。

　そして振り向いて、黒板の端に書かれた日直の名前を見る。

「男子は中村君で女子は仁に志し川かわさんね……」

「せんせー！　中村は今日は風邪で休んでます！」

「あっ、そっか。そうだったね」

　吉田は新之助たちのクラス二年Ｃ組が初めての担任で、まだ少し頼りない感じである。

　しかも童顔の上に幼児体型で、見た目の雰囲気は学生たちと大差ない。だから生徒たちから舐なめられ……いや親しまれている。

「でも女子一人じゃあ、この荷物は重すぎるし……」

　そう言いながら、吉田は姫乃の方に目を向けた。

「じゃあ仁志川さんと一緒に吾妻君、よろっ！」

「は？　俺っ？」

　姫乃の真後ろに座る姿が目に入ったのだろう。いきなり新之助が指名されてしまった。

（うわっ、その雑な頼み方ってどうよ？　それでも社会人かよ!?）

　見た目のみならず言動も子供っぽい担任に憤いきどおりを感じる。しかし姫乃が立ち上がって「わかりました先生」なんて即答したせいで、新之助が文句を言うタイミングを逃した。

　結局下校前に荷物運びをする羽目になってしまった。

　クラスの皆がカバンを持ってバラバラと教室を出る中、新之助と姫乃は教壇の前に行って荷物を確かめた。

　二つある段ボール箱のうち一つはそんなに重くない。しかしもう一方は、女子の力ではかなり厳しい重さだった。姫乃が持ち上げようとしても、まったく持ち上がらない。

「じゃあこの段ボール箱を、資料倉庫の一番奥にある正面の棚に載せておいてね。棚はちょっと散らかってるけど気にしないで。……って言うか、整理してから載せてねっ」

（ちょっと待て。仕事増えとるぞ。なのにその雑な頼み方って社会人として……）

「はいわかりました」

　新之助が心の中で文句を言ってる間に、姫乃が気持ちいいくらい素直に引き受けた。

　担任の吉田は「よろ」と手を上げて、先に教室を出ていく。

（やっぱり仁志川って、めっちゃ真面目だな）

　メイドの仕事をしている時と同じだ。そういう意味では裏表のない性格だし、そこは好感が持てる。

「じゃあ俺、こっち持つわ」

　新しん之の助すけは重い方の段ボール箱を両手で抱えた。

「あら、優しいのね」

　軽い方の段ボール箱を持ち上げながら、姫乃が淡々とした口調で言った。

　やはり自宅で見せる姫乃とは違う、今までどおりのクールな態度。だからその言葉が本気なのかどうか、新之助にはイマイチわからない。

「別に。重い方を男子が持つなんて当たり前だろ」

　二人で段ボール箱を抱え、資料倉庫に向かって廊下を歩く。

　その倉庫は本校舎１階の一番端にある。廊下の突き当たりを曲がると、そこは人影もまばらだった。

　さらに廊下を進むと目的の倉庫があった。新之助は重い荷物を両手で抱えたまま、指先を取っ手に引っかけて扉を開ける。

　二人とも段ボール箱を抱えて室内に入った。そんなに広くない室内は左右に３段のスチール製の棚があり、どの段にも段ボール箱が並んでいる。

「よしせんは、確か一番奥にある正面の棚って言ってたな」

「そうね。吉田先生は一番奥にある正面の棚って言ってたわね」

　よしせんをわざわざ吉田先生と言い直すのも生真面目な姫ひめ乃のらしい。

　新之助は少しおかしくて、プッと笑いを漏らした。

「なに？」

「いや別に」

「気になるでしょ。言いなさいよ」

　新之助の家では姫乃はメイド服姿だし、ご主人様って呼ぶし、上から目線な印象はない。

　しかしお仕事モードじゃない今は、やはりクールで高嶺の花感いっぱいのお嬢様だ。

「よしせんをわざわざ吉田先生って言い直さなくてもいいのになぁって思っただけだよ」

「先生は尊敬の念を持って呼ぶべきだと思うけど？」

「真面目かよ」

「真面目よ。いつも言ってるでしょ」

「まあ、そうだけどさ」

「わかったら言い直して」

「わざわざ？」

「わざわざよ」

　新之助はめんどくせぇ……と思ったが、姫乃の言うことにも一理ある。子供みたいに頑かたくなに拒否る必要もないと思った。

「吉田先生は、確か一番奥にある正面の棚って言ってたな」

「そうね。間違いないわ」

　クールな口調でそう答えてから、今度は姫乃の方がプッと笑いを漏らした。

「なんだよ」

「すぐに私の言うとおりに言い直すなんて、吾あ妻づま君って案外素直だなぁって思って」

「うっせぇ。案外じゃなくて俺は素直なんだよ」

「真面目かよ」

　いつもクールでお嬢様っぽい喋しゃべり方の姫乃が、突然新之助の口くち真ま似ねをした。

　これには新之助も驚いたが、お嬢様には似合わない男言葉が──

（なに今の。めっちゃ可愛かったんですけど？　ズルいぞ仁志川）

　それならばと、新之助も姫乃の口真似で返す。

「真面目よ」

　彼の女言葉がよっぽどツボにはまったのか。

「ふふふ。ふふふふ……」

　姫乃は口を押さえて笑いが止まらない。

「ふふふふ……（吾妻君可愛い）」

　最後の方で姫乃が何か呟つぶやいたが、新之助には聞き取れなかった。

「なんだって？」

「いいえ、なにも言ってないわ」

「なにか言ったろ？」

「言ってない」

　なにか言ったのは間違いないと新之助は思う。しかし頑なに否定する姫乃は、本当のことを教えてくれそうにない。

「まあいいや。そんなことより、早く仕事を終わらせようぜ」

「そうね」

　なんとなく楽しそうな姫乃と、少し不満げな新之助。二人は段ボール箱を抱えて、倉庫の一番奥までたどり着いた。

　奥の正面にあるスチール棚を見ると、どの段も荷物でいっぱいだった。丸めた大きな模造紙だったり、何の授業で使うのかよくわからない幾何学模様みたいな模型だったり。

　上手うまく片づけたら、持ってきた段ボール箱を収めるスペースを空けられそうだ。

　新之助と姫乃は手にした箱を一旦床に置き、棚を整理することにした。

　棚から荷物を取り出し、重ねたり位置を整えて置き直す。すると段ボール箱二つくらいは置けるスペースが空いてきた。

　その時。荷物を棚に出し入れしていた姫乃の身体が、横の壁かべ際ぎわにある別の棚にドンとぶつかった。バランス悪く荷物が積まれていたのか、その棚がぐらぐらと揺れて姫乃の方に向かって倒れてくる。

「仁志川、危ないっっっ！」

　姫乃の身体と倒れ来るスチール棚の間に、新之助が素早く身体を滑り込ませる。そして両手を広げ、覆いかぶさるようにして姫乃を棚から守る。

　倒れてきたスチール棚が新之助の背中にガツンと当たり、衝撃が加わる。

「ぐふっ……」

　激しい背中の痛みで一瞬息が止まり、我慢しきれずに声を上げてしまった。

　しかし力を緩めると姫乃に全体重がかかり、彼女にケガをさせてしまう。痛いなんて言ってられない。棚の重さに耐えるために両足に力を込めて踏ん張る。

　棚に置いてあった荷物が斜めになって滑り落ち、バラバラと新之助の背中に当たる。

「あ、吾妻君っ！　大丈夫っ!?」

　気がつけば、すぐ目の前に姫乃の顔があった。お互いの胸と胸が密着していて、女の子の柔らかな肉の感触と体温が伝わる。もう少しで唇同士がくっつくところだった。

　新之助は渾こん身しんの力を込め、背中で棚を元の位置に押し戻す。そして姫乃から身体からだを離して距離を取った。

「ああ、大丈夫だ。仁志川は？　どこかぶつけてないか？」

「わ、私は大丈夫。おかげで、どこもぶつけてないわ」

　クールに言いつつ、姫乃は新之助から視線を外して横を向いた。頰も耳たぶも真っ赤に染まっている。

「そっか。よかったな」

　新之助は表向きは冷静を装よそおっている。しかし心の中は──

（やっば！　危うくキスするところだったぞ！　そんなことになっていたら、きっと俺、仁志川に殺されてたよな。うわ、めっちゃドキドキする！　色んな意味で！）

　こんなふうにワチャワチャしていた。

「ええ、ありがとう」

　姫乃も表向きは冷静を装いながら、しかし心の中は──

（ちょちょ、ちょっと待って、危なかったわ！　危うくキス事故が起こるところだったじゃない！　まだドキドキしてる！）

　こんなふうにワチャワチャしていた。

「さ、さあ、吉よし田だ先生に頼まれた段ボール箱を正面の棚に置こうか」

「そ、そうね。吉田先生に頼まれた段ボール箱を正面の棚に置きましょう」

　二人ともギクシャクと棒読みのようなセリフを吐いて、荷物を棚に置いた。そしてようやく作業完了とひと息ついた。

「これでよし。さあ帰ろうか」

「そうね」

　出入り口に向かって二人で歩き始めたその時。姫乃のスマホが着信を知らせた。

「あ、ちょっと待って……メイドスタイル社からだわ」

　つまり家事代行サービスの会社。

「はい仁に志し川かわです。はい……はい……えっ？　吾妻家に行ってくれる代わりの人が見つかった？」

　突然の知らせに、新之助は頭をガツンと殴られたような気がした。

　でもそれは姫乃が派遣会社に依頼していたことだし、遅かれ早かれスタッフ交代の時が来るのはわかっていたことだ。

　それに新之助も、高たか嶺ねの花の同級生が自分ちのメイドをするなんて、気を遣って仕方がないから、早く変わってほしいと望んでいたはずだった。

「いえ結構です。吾妻家には私が引き続き行きます。……え？　なぜって？　そうじゃないと困るからです」

「え……？」

　予想外の姫乃の言葉に、新之助は呆あっ気けにとられた。

「あ、大丈夫ですか。ありがとうございます」

　スマホの終話ボタンをタップした姫乃に、新之助は疑問をぶつける。

「引き続き仁志川が来るのか？」

「そのつもりだけど？　嫌だった？」

「あ、いや。そ、そんなことはない」

　最初の頃と違って、今では姫乃が来てくれることはまったく嫌じゃない。けれどもストレートに『来てほしい』なんて言うのは照れ臭すぎる。

「そう。じゃあ、いいじゃない」

「仁志川の方こそ、早く代わりの人をって要望してたのに、どうしたんだよ」

「……あ。べ、別にどうしても私が吾妻君のメイドをしたいってことじゃないからね。勘違いしないでよ」

　絵に描いたようなツンデレである。しかし女心に疎うとい新しん之の助すけは額面通りに受け止めた。

「そんな勘違いするかよ」

「じゃあいいわ。えっと……だってこのまま交代したら、私の次の行き先はいつ決まるかわからないって言うんだもの。それだとバイトできない空白期間が長くなって困るから、引き続き吾妻家に行かせてもらえるよう頼んだのよ」

「そうか。なるほどな」

　新之助は姫乃の説明に納得した。しかし彼女の本心は違う。

　姫乃は『新之助のために完璧なメイドになる』と決心をした。だから吾妻家のバイトを中ちゅう途と半はん端ぱで辞めたくない。

「それにしても仁志川ってなんでそんなにバイトに熱心なんだよ。意外すぎるぞ」

「ん……そうね……」

　最初に姫乃が吾妻家を訪れた時に、新之助から、なぜバイトをしているのかと訊きかれた。しかし姫ひめ乃のは『あなたに関係ないでしょ』と、けんもほろろに説明を拒否した。

　バイトする理由を他の人に明かすなんてまったく考えられなかった。

　だけど今は……新之助になら話してもいいという気になっている。いや、それどころか、彼の優しさに気づいた今では、逆に話を聞いてほしいと思った。

「あのね吾妻君。私、高校を卒業したら、一人暮らししたいと思っているの。アルバイトはその資金稼ぎのためなの」

「一人……暮らし？　資金稼ぎ？」

　なぜ大金持ちのお嬢様が一人暮らしするのか？　まあそれはアリとして、なんで資金稼ぎが必要なのか。

　理解が追い付かず、新之助の脳内にはハテナマークが大量発生している。

「私の父は国会議員をしてるんだけど、とにかく厳しくて束縛が強すぎるのよ。言葉遣いは上品に、勉強やスポーツは何でも一番以外は価値がない。恋愛は禁止だし、門限は夕方５時だし、観みてもいいテレビはＮＨＫだけ。ゲームなんかしてはダメ。物事の良よし悪あしは常に親の意見が正しい」

　父親に対してはよっぽど腹に据えかねているのだろう。普段はクールで落ち着いた話し方の姫乃には珍しく、早口でまくしたてた。

　さらに姫乃の父は、『簡単に人を信用するな』とよく言うらしい。金や権力目的で近づく人間が多い立場上、それは仕方のない教えかもしれない。だけどそういう教育が、姫乃が他人と距離を置いて、冷たく感じる性格になった一因だろうと新之助は感じる。

「おおうっ……そりゃ、キツい」

　姫乃の父がどんな人なのか、新之助はまったく知らない。だけどえらく時代錯誤で、厄介な人物なのだということだけは充分わかった。

「父はね、将来私をどこかの有力な若手議員や経営者に嫁がせるつもりなの。その時に『売り込みやすい女』にしたいのよ。だから良妻賢母を育てることで有名な女子大に行かせて、卒業後は自分の秘書補助をさせるって言ってる。私が何をしたいかとか将来何になりたいかとかは、あってはならないことだって思ってるのよ」

「人形かよ……」

「まあそういうことね」

　思った以上に姫乃を取り巻く環境は酷ひどくて、新之助は同情するしかない。

「でも私はもっと色々なモノを自分の目で見たいし、学びたいし、自分が楽しいと思うことをしてみたい。今はまだ将来やりたいことは決まってないけど、これからそれを見つけて、私の人生を自分の足で歩きたいの。それってワガママなこと？」

「いや、ワガママなんかじゃないと思う。いたって普通の願望だろ」

「そう。良かった……」

「なるほど。だから一人暮らしか」

「そう。親元を飛び出せる準備をしておかないと、父の意向に反することを実行するのはとても難しいのよ。そういう理由だから、もちろん親のお金は頼れない。だから今のうちから、自分でお金を貯ためることにしたのよ」

　自由奔放に生きているのだと思っていたお金持ちのお嬢様が、実は不自由で気の毒な環境なのだと知って、新之助は姫乃への見方が変わった。

　家事代行のバイトはお金持ちのお嬢様の道楽ではなくて、切実な理由があるのだ。

　それと姫乃の生真面目すぎる性格は、父親の育て方に原因がある気がした。だからより一層、姫乃を気の毒に思う。

「だけど門限のせいで平日はバイトができない。だから日曜日だけで効率よく稼げるのが、時給がかなりいいメイドスタイル社の仕事だったの」

　メイド姿で家事代行をしてくれるというサービスが受けて、高めの料金設定にもかかわらず、数多くの依頼が入る。そのおかげでかなり高額な時給なのだ。

「それに家事代行なら普通の接客業と違って、多くの人に見られるわけじゃない。だからバレる心配がないと思ったのよ。愚かにも」

　確率的には極めて低いはずなのに、結果としては同級生の家に行ってしまったのよねと、姫乃は自虐的に苦笑いした。

「なるほどな。でもメイド服を着て仕事するなんて、よく受け入れられたな」

　プライドが高いお嬢様なのにと新之助は言いたかったが、喧けん嘩かを売るみたいだからそれは言わない。

「受け入れると言うより……可か愛わいいメイド服を着たくてあのバイトを選んだのもあるわ」

「え？　……マジ？」

「ええ、そうよ」

「えっと……仁志川はそういうキャラなのか？」

「なによ、そういうキャラって？」

「コスプレ好き」

「……は？　違うわよ」

　姫乃に鋭く睨にらまれて、新之助はしゅんとした。

「私は可愛いものが大好きなのよ。メイド服ってすごく可愛いでしょ」

「そう……だな」

　クールなキャラの姫乃が可愛いものが大好きだなんて、まったくイメージが湧かない。

　そう思う反面、クールな美人が可愛いものを好きというギャップにはすごく萌もえる。

「なぜニヤニヤ笑ってるの？　もしかしてバカにしてる？」

「いやしてない。マジしてない。ホントにしてない。絶対してない」

　バカにしてるどころか、可愛いと思っているのだ。

　しかしそんな本心を口にしたら、きっとキモがられるから言えない。だからとにかく、バカにしてないことだけは全力で訴えた。

「まあいいわ。ホントにバカにはしてないみたいだし」

「ところで仁志川。お金を貯めても、そんな束縛の強いお父さんに、一人暮らしを認めてもらえるのかよ？」

「ん……その時が来たら、母は私に協力して父を説得してくれることになってるわ。唯一母だけは私がバイトしてることを知ってるし、私の協力者なの。でも確かに吾あ妻づま君が言うように、父の説得は簡単ではないわ」

　姫乃はそこで一旦話を切った。眉間に皺しわを寄せて厳しい表情だ。

　しかし瞳の奥には確かな意志の炎がちろちろと見える。姫乃は話を続けた。

「でも吾妻君。先立つものがなければ、説得することすらできないわ。家を飛び出すこともできない。母が自由にできるお金はあまりないからそこには頼れない。だから私は時間をかけてでも、稼げるだけお金を稼ぐことにしたの」

　言葉は熱を帯びている。単なる夢見がちな少女ではないことは確かだ。

　この子は負けず嫌いだし、こうと決めたら貫き通す強い意志と行動力を持っている。

　新之助はそう感じた。

「わかった。そういうことなら、これからも俺の家に来てほしいな」

「ん……ありがとう」

　姫乃は少し目を細めて、ホッとした表情を浮かべた。

「あのね吾妻君。学校で絶対にバイトのことを内緒にしてほしいのは、父バレすると困るからなの。この学校では私って割とほら……有名みたいだし」

「いや、『割と』どころかめちゃくちゃ有名だろ」

　一番の美人で一番の金持ちのお嬢様。学校イチの有名人である。

　バイトをしてると誰かに知られたら、あっという間に噂うわさが広がるのは間違いない。

　父はこの学校の職員ともつながりがあるから、きっと父の耳に入ってしまう。そう心配しているのだと姫乃は言った。

「仁に志し川かわのバイトのことは、これからも絶対に内緒にするから安心してくれていいよ」

「うん。吾妻君なら信頼できるわ。たまたまバイトのことを知られた同級生があなたでよかった」

　ここまで絶賛されると、さすがに新之助も背中がくすぐったい。

「あ、いや……どういたしまして。あはは。そろそろ出ようか」

「あ……そうね。長話をしてしまったわ」

　ここが倉庫の中だったことを二人とも思い出して、出入り口に向かった。

　新之助は初めて事情を詳しく聞いて、姫乃が単にお気楽でワガママなお嬢様ではないとわかった。この子を応援したい気持ちが膨らんだ。

「仁志川ってすごいよな」

「なにが？」

　突然新之助が褒めたものだから、姫乃は意外そうな顔をした。

「元々勉強もスポーツもすごいし、家事だってあっという間に上達してる。単に才能だけじゃなくて、実はすげえ努力してるんだなって気づいて、感心しかないよ。それにさっき言ってたように、もっと色々学びたいっていう意欲もすごい」

　新之助の言葉に、姫乃は倉庫から出たところで立ち止まった。

「え？　そ、そう……かしら？」

　新しん之の助すけに絶賛されて少しパニクったようで、冗談で場をごまかそうとした。

　突然新之助に向かって制服のスカートをたおやかに両手で広げる。上品なお辞儀をして、おどけた感じで言った。

「ありがとうございますご主人様」

　制服のまま、学校の中で姫乃がメイドのような仕草をするなんて。

　容姿の整った姫乃のそんな姿はあまりに可愛くて、新之助は絶句した。

（うわっ、ヤベぇ。かっ、可愛すぎる）

　今度は新之助の方がパニクった。

　──とその時。

「あれっ？　姫ちゃん、何してるの？」

　突然女子の声が後ろから聞こえた。

　二人が振り返ると、廊下の角をちょうど曲がってきたはるるが小首を傾かしげていた。

（ヤバい！　南みなみ風かぜさんが不審がってる！）

　周りに人がいなかったから二人とも油断していた。しかし姫乃はすっと冷静を装よそおう。

「あら南風さん。こんなところでどうしたの？」

「うん、生徒会室に行こうと思ってね」

　廊下の先にある部屋を指差すはるる。

「そう言や南風さんって生徒会役員だっけか？」

「そうだよー。そう言えば吾妻君って部活やってなかったよね？」

「ん、まあな」

「じゃあ次の改選で生徒会活動やらない？」

　この高校では毎年10月中旬に生徒会長選挙が行なわれ、11月から新体制になる。

　会長以外の役職者は希望者をベースに、会長が任命した生徒が就く仕組みになっている。

　だからはるるは、新之助に役員を希望しないかと誘ったのである。

「しない」

「即答だねーあはは」

「即答だよ」

　勉強や授業や家のこと。自分自身のことですらあまりやる気が起きないのに、他の生徒のためになど、まったくやる気が起きない新之助だった。

「じゃあ姫ちゃんは？」

「私も遠慮しとくわ。生徒会って柄じゃない」

「そんなことないよ。姫ちゃんなら立候補したら、生徒会長当選間違いなし！」

「立候補しません」

「そっかぁ、残念」

　ニヒと笑うはるる。天てん真しん爛らん漫まんな感じが可愛い。

「そもそも次の改選は、南風さんが会長に立候補するんじゃないの？」

「あはは、バレてたか。そのつもりだよ」

　はるるは生徒会活動に熱心に取り組んでいる。その姿から、次期会長を目指していると噂になっていることを姫ひめ乃のは知っていた。

「そう。がんばってね。じゃあ私たちは行くわ」

　姫乃が手を上げると、はるるもニコリと笑って手を上げて応えた。

「うん。じゃあまたね！」

　新之助と姫乃はさり気なくその場を離れる。

　はるるの姿が見えなくなったところで、突然姫乃が大きく息を吐いた。

「ふぅ〜っ……危なかったわ」

「なんだ。さすが冷静だなってびっくりしてたんだけど、そんなに緊張してたのか」

「ええ。すごく」

　姫乃のことを少しはわかってきたつもりだったが、まだまだ本音をわかるようになるには程遠いと感じる新之助だった。

「でも、なんとかごまかせてよかったな」

「ええ。よかったわ」

　ひと安心する二人。

　一方のはるるは、なんとなく違和感が引っかかったまま首を傾げていた。




　　　　◇◆◇




　その日の夜。夕食を済ませた姫乃は自室に戻り、大きなベッドの端に腰掛けた。ちなみに姫乃のベッドは一人用なのにキングサイズ。さすがお嬢様である。

　そして今日の倉庫での出来事を思い返していた。

（棚が倒れてきて危ないと思った瞬間には、もう吾妻君は私を守ってくれていた）

　打算もなく、即座に相手のために動ける優しさと行動力はとてもカッコよかった。しかも身体からだが密着したし、あの時のことが頭をよぎると……姫乃は顔が火ほ照てる。

「ふぅ……」

　両手でパタパタと顔を扇あおぎ、熱を冷ます。

　そんなこともあって、家事代行会社からの電話に『今後も吾妻家に行きたい』と即答してしまった。それも今思い返せば、赤面するようなことだ。

（吾妻君は驚いてた。そりゃそうよね）

　ついこの間まで姫乃は、早く後任を見つけてほしいと言っていたのだから。

「暑いわ……」

　姫乃は立ち上がり、キッチンに向かう。冷蔵庫から取り出した冷たいお茶をグラスに注いで、小さなお盆に載せた。そしてそれを持って部屋に戻る。

　くぴりとひと口、喉を潤した。ベッドサイドテーブルに、お嬢様らしい丁寧な所作でコトリとグラスを置く。

「ふぅ〜」とまた一つ息を吐いて、初めて吾妻家を訪れた日のことに思いを馳はせる。

「さすがにあの時は焦あせったわ」

　家事代行バイトの行き先が同級生男子の家だったなんて、正直『最悪』だと思った。同級生を『ご主人様』と呼んで尽くすのは屈辱だと思った。

　次に思ったのは『腹が立つ』だった。なぜなら彼は自分で家事ができるのにやろうとしない上に、姫乃が上手うまくできないことをバカにしていると思ったから。

　それから二回のバイトで共に時間を過ごした。

　そして今──姫乃の彼への印象は変わってきている。

　元々不真面目な性格なのだと思っていたけど、実はそうではなく真面目な人だった。

　とても優しいのだと気づいた。

　その気になればテキパキとして、すごく頼りになるとわかった。

　気がつけば、吾あ妻づま家の家事代行を続けたいという気持ちが膨らんでいた。

「ん……まさか、こんな感情になるなんて、思ってもみなかったわ」

　サイドテーブルの上に置いてある手鏡に手を伸ばす。今の自分がどんな顔をしているのか確かめたいとふと思ったのだ。

　鏡を覗のぞき込む。そこにあるのは見慣れたはずの自分の顔。

　しかし少し上気したその顔は、いつもよりもどことなく少女っぽいような気がした。

（でも……今後も吾妻君のメイドをするなら、もうカッコ悪い姿は見せたくないわ）

　新之助のことを認めた今では、中ちゅう途と半はん端ぱな仕事ぶりを見られるのはプライドが許さない。そして色々と優しくフォローしてくれた彼にお返しする意味でも、最高の家事をして、彼の役に立つべきだ。

「よしっ、決めた。次からは完璧にメイドの仕事をしてみせる」

　メイド服を着て仕事をしている間は、家事のクオリティはもちろん、丁寧で献身的な態度、立ち居振る舞いに至るまで完璧に行おこなおう。

　──姫乃はそう心に誓った。




　　　　◇◆◇




　次の日曜日がやってきた。今日は家事代行サービスが来る日。

　もうすぐ午前11時になる。そろそろ来るはずだ。新之助は落ち着かない様子でその時を待っていた。

　インターホンが鳴り、玄関まで迎えに出る。廊下を早足で歩いて、危うくつまずきそうになった。

（落ち着け。なにを焦ってるんだよ俺）

　ドアノブに手をかけ、内側からガチャッと扉を開ける。目の前にはキリッと背筋を伸ばした女の子が立っていた。

　それはもはや見慣れた美少女──姫乃だった。

　先日姫乃は、引き続き吾妻家に行くとメイドスタイル社に宣言した。だから予定通りなのだが、実際に彼女の顔を見るまで新之助は安心できなかったのだ。

　姫乃がコートを脱ぐといつものメイド服が現われた。

　艶々と輝くさらさらの髪に白い髪飾り。少し切れ長で意志の強そうな美しい瞳。通った鼻筋。全体的に小ぶりで芸術的に整った顔の各パーツが上品さを漂わせている。

　いつもどおり、メイドモードの姫乃でホッとした。

「本日もよろしくお願いいたします新之助様」

　姫乃は背筋を伸ばし、きっちりと挨拶をしたあとゆっくりと頭を下げた。

「……え？」

「なにか？」

「いや、なんでもない。さあ上がってくれ」

「かしこまりました」

（あれっ？　なんだろ、この違和感。いつもの仁に志し川かわと違う気がする）

　リビングに入ると、姫乃は少し見上げるように新之助を真っすぐに見て口を開いた。

「いつものように各所のお掃除と洗濯、お昼ご飯の準備でよろしいでしょうか」

「あ、うん。そうだね。洗濯物は……下着はよけてあるから、安心して洗濯してよ」

「かしこまりました。それでは新之助様はゆっくりなさっててくださいね」

　違和感の原因がわかった。いつもと違い、すごく丁寧な敬語。それに動作も今までの姫乃よりも丁寧で上品な感じがする。

（しかも俺のこと、新之助様とか呼んだ!?）

「どうしたんだよ仁志川」

「なにが、でございますか？」

「いや、その喋しゃべり方だよ」

「わたくしはメイドですので、こういった態度の方が適切かと思いまして」

「いやいやっ、今までの仁志川と違うっ！　マジでどうしたんだよ？　体調悪いのか？」

「いいえ、思うところがありまして。今後メイド服姿の時は、きっちりと献身的にお仕事をさせていただくことに決めました」

「え……？　もしかして俺、からかわれてる？」

　ちょっとヤバい空気を感じた新しん之の助すけは、なにか裏があるのではとびくびくしてしまう。

「いいえ、からかってなんていませんよ。冗談抜きで今後は全力でご奉仕させていただきますので、どうぞご信頼ください」

（ご、ご奉仕だって？　突然どうした？）

「思うところってなに？」

「それは……内緒です」

　つい先日、姫乃が色々と考えたこと。

　今後は新之助にカッコ悪い姿は見せたくないという思い。

　色々と優しくフォローしてくれた彼のために役に立ちたいという願い。

　そんなことは、恥ずかしすぎて新之助に言えるはずもない。

　だけど姫乃の真面目で丁寧な態度から、新之助は彼女が言うことは決して冗談ではないのだと悟った。

「あ……ああ。わかったよ」

　もしも姫乃の言葉が本物であるなら、良家のお嬢様で学校イチ高たか嶺ねの花の美人が自分にご奉仕してくれるということになる。

（メイド服姿でご奉仕って!?　マジか？　それってヤバいんじゃ？）

　少しエッチな妄想が新之助の頭の中を駆け巡る。思春期男子にとっては仕方のないことである。しかし純粋培養されている姫乃は、そんな妄想が新之助の頭の中に溢あふれていることなど、微み塵じんも想像しなかった。

　新之助が喜んでくれてるみたいでよかったと、素直にそう思って、より一層一生懸命にメイドの仕事をすることを心に誓った。




　　　　＊




　その日の姫乃の家事は、テキパキとしていて完璧だった。

　元々勉強も運動も優秀な姫乃である。家事はこれまでしてこなかったせいで最初はポンコツ具合を発揮していたが、慣れてくればこれくらいは当たり前にできる。

　しかも今の姫ひめ乃のは『いい仕事をしたい』という気合いが入りまくっているのである。仕事ぶりは完璧で、その姿はとても美しくてカッコよかった。

　そして最大の懸け念ねんだった料理も、この日の姫乃はそつなくこなす。

　手早く作った肉野菜炒いためをテーブルに運ぶ姫乃。綺き麗れいに盛り付けられた皿からは、いい香りが立ち昇っている。

「いただきます」

　新之助は野菜と肉を箸でつまんで口に運ぶ。香ばしい香りと旨うま味みがじゅわっと口に広がった。

「いかがでございますか？」

「うん、旨い」

　お世辞抜きで美味おいしかった。今日は調理の手順もスムーズだったし、かなり練習してきたのだろうと容易に想像できた。

「ありがとうございます」

　姫乃は『当然でございます』と言いたげな涼しい顔で頭を下げた。

　だがしかし、その心中では。

　──でしょっ!!　お母様にアドバイスをお願いして、一生懸命練習した甲か斐いがあったわ。ふふんっ、どうよ？

　なんてふうに心が弾んでいた。

　得意げな表情がバレないように、うつむいたまま上目でさり気なく新之助の様子を窺うかがうと、彼はとても満足げな顔をしていた。

　姫乃の胸にも満足感がじゅわっと広がる。

　ようやくまともに仕事ができて、新之助のこんな満足げな顔を見ることができた。

　姫乃は今まで、他人に尽くすような機会はあまりなかった。しかし自分が尽くすことで相手が喜べば、こんなに嬉うれしい気分になるのだと、初めて気づいた。

　嬉しくて涙が出そうになるほどだ。

「ではわたくしは洗い物をしてきますね。ごゆっくりお召し上がりください」

　泣きそうな顔を新之助に見られたくなくて、姫乃は彼に背を向けてキッチンに向かった。

　一方の新之助は、自分のために尽くしてくれる姫乃の背中を眺めながら、胸の奥に温かな感触が広がるのを感じた。




　　　　＊




「それではこれで本日の業務は終了でございます」

　今日の仕事を終えた姫乃は、丁寧に頭を下げた。そして玄関まで来て、ホワイトブリムを髪から外し、メイド服の上にコートを着た。

　メイドモードから通常モードにジョブチェンジだ。

「ありがとう仁志川。今日の料理、とても美味しかったよ」

「ありがとう。まあ当然だけど」

　冗談なのか本当の負けず嫌いなのか。真偽は不明だが、姫乃はいたずらっぽくそんなことを言った。そしてふと思いついたように口を開いた。

「あ、そうだ。今後もここにバイトに来るのだから、あの……その……れ、連絡手段はあった方がいいわよね」

「確かに」

　ＬＩＮＥのＩＤ交換を済ませた二人は手を振って別れの挨拶を交わす。

「じゃあまた来週な」

「それではまた来週ね」

　姫乃が扉を閉めて玄関から出て行った。急にしんとする空間。

　新之助は思う。

　今日は最初に姫乃が宣言したとおり、今までと違ってとても献身的に尽くしてくれた。

（これをきっかけに、学校でも俺たちの関係性が変わるなんてこともあるのかな。例えば今までよりも親しくなるとか……）

　なんてことがふと頭をよぎった。

（いやいや勘違いするなよ俺。あれはあくまで、仁志川が『お仕事モード』を発揮してるだけのことだ）

　それに、姫乃が新之助宅でバイトをしていることは、他の人には絶対に知られてはいけないのだ。そのためにも、学校では二人は必要以上に近づかない方が安全だと、改めて思う新之助だった。











【第四章：パンを食べてたら、美少女が唐揚げをくれた】






　新之助は学校での昼ご飯は、いつもコンビニで買った菓子パンを持参している。そして校内の自販機で飲み物を買って、自分の席で一人昼食を済ませる。




　６月初旬のある日。その日もいつも通りの昼休みだった。自分の席で紙パックのオレンジジュースを片手にアンパンをかじっていた。

（別に友達がいないわけじゃない。クラスで雑談を交わすくらいの友達はいる。だけど昼飯を食うくらいでわざわざ集まるなんて面倒なんだよな。女子と違って男子はそういう考えのヤツも多いんだよ。だからほら、俺以外にも一人で飯食ってるヤツなんて山ほどいるだろ？）

　口に出しているわけではないが、さっきから新之助は心の中で、早口でまくしたてていた。いったい誰に向けてそんな言い訳をしているのか？

　それは友達に囲まれて昼ご飯を食べている姫乃が、さっきチラチラと新之助に目を向けたからである。姫乃は可哀かわい想そうなモノを見る目をしている──と新之助は感じた。

　そこで心の中で全力の言い訳というわけである。もちろんそんな弁解は、姫乃に伝わるはずもないのだけれども。

　その時突然、隣の席から南みなみ風かぜはるるが話しかけてきた。

「吾あ妻づま君っていつもパンだよね。パンが好きなの？」

　明るく人ひと懐なつっこい性格の彼女はクラスでも友達が多く、いつもは友達と一緒に弁当を食べている。しかしこの日のはるるは、生徒会の書類を会長に渡すため、昼休みが始まってすぐに三年生の教室まで行っていた。

　ちょうど今戻ってきて、友達グループに合流しようと思ったところで、新之助の手元に目がいったようだ。

「いや別にパンが好きってほどじゃないけど……」

　おにぎりでも構わないのだけど、習慣というか、色々考えるのが面倒で、いつも同じ棚にある中から適当にパンを選んでしまう。

「飽きない？」

「別に」

　飯なんて腹が膨れたらなんだっていい。それが新之助の持論だ。普段の夕食もレトルトだろうが冷凍だろうが特に気にならない。

　とは言え──この前姫乃が作ってくれた肉野菜炒めは確かに美味しかった。あれはたぶん学校イチの高嶺の花女子の手作りであるという『美少女補正』が入っているに違いない。

　なんてどうでもいいことを考えていたら、はるるは自分の席に座り、なぜか弁当を包むハンカチを解ほどき始めた。

　弁当箱を開け、中から箸で唐揚げをつまみ、弁当箱の蓋を裏返してそこに載っける。

「はいどうぞ。たまにはおかずも食べないと栄養が偏るよ？」

　唐揚げを載せた弁当箱の蓋を新しん之の助すけの机の上に置いてくれた。しかもその唐揚げには、食べやすいように爪つま楊よう枝じを刺してあるという気配りぶり。

「え？　いいの？」

「どうぞ、遠慮なく」

（マジ？　見た目が可か愛わいくて笑顔が素敵な上にこの優しさ！　南風さんって、もしかして人の姿を装よそおって人間界に紛れ込んでる女神なのではっ？）

　新之助はあまりの感動に、がばっと上半身を横に向けてはるるを見た。小柄なのに大きな胸が目に飛び込んでくる。

　何カップなのか、女子と付き合った経験がない新之助にはわからないが、とにかく大きなことは間違いない。
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（これはガン見しちゃいけないやつだ）

　そうは思うが、無意識に視線が引き寄せられてしまう。

　きっと女子の胸には磁力があって、男子の目には金属が仕込まれているのだろう。そうでないとこれほど視線が引き寄せられることの説明がつかない。

　さりとて親切な女子に嫌われたくはない。だから新之助は、無理やり視線を引きはがしてはるるの顔を見た。それがまた、ちょっと動揺してしまうほどキュートで可愛かった。

「あ、ありがとう。南風さんって優しいな」

「ううん、フツーだよ。じゃあ今日はわたしもこのまま、ここでお昼食べちゃおっと」

　はるるは新之助の隣の席で弁当を食べ始めた。小柄なはるるは顔も目も口もそして手も、すべてが小振りである（ただし胸だけは除く）。

　そんな彼女がはむはむとご飯を食べる姿は、これまた可愛い。

　新之助はもらった唐揚げを口に放り込む。下味がしっかりと浸しみ込んで、コクがある。

「うん、旨うまい！　ありがとう南風さん」

「よかった」

　新之助の言葉に、はるるは本当に嬉しそうな顔を向けた。

（やっぱめっちゃ可愛いな）

　改めて実感する新之助の頰は、だらしなく緩んでいる。

　突然新之助はなにか視線を感じて、背筋にぶるっと冷たいものが流れる気がした。

　なんだろうかと周りを見回すと、冷ややかな目で見つめていた姫ひめ乃のと目が合った。

（うっわ、なに？）

　姫乃はすぐに視線をそらした。

（俺、なにか仁に志し川かわを怒らせるような悪いことしたかな……？）

　元々姫乃はクールなタイプだし、特になにか怒っているわけじゃなくても、冷たく見えることも多い。

（きっと怒ってるわけじゃないよな）

　その時、新之助のズボンのポケットの中でスマホがブルブル震えた。メッセージの着信だ。スマホを取り出して画面を見ると、なんと姫乃からだった。

　はるるに見られないように、身体からだを少し横に向けてメッセージ画面を開く。




『女子にイヤらしい目を向けるのはやめなさい』




　背筋が凍りつくような一文だった。

　女の子が真っ赤な顔で、目を吊つり上げて怒っているスタンプまでご丁寧に添えられている。そんじょそこらのホラーよりも、はるかに怖い。

　チラッと姫乃の方を見るが、既に彼女は違う方向を向いていて、その表情は窺うかがい知れない。それがかえって怖すぎる。

（うっわ、やっべぇぇ！）と焦あせって、新之助は慌ててメッセージを送り返す。

『誤解だ。イヤらしい目でなんて見てない』

　そう言えば──と、前回の家事代行バイトの時に姫乃が今までと違って、とても献身的に接してくれたことを新之助は思い出した。

（今の仁志川は、たぶん俺のことを信頼してくれてる。だからきっと優しく『わかった』って言ってくれるよな。うん、きっとそうだ。そうに違いない！）

　またスマホが震えた。新之助は姫乃が許してくれるという期待を抱いてスマホ画面を見た。そこに書かれていたのは──




『ふぅーん……』




　シンプルなメッセージとジト目の女の子のスタンプ。

（なにこの返信……）

　再び背筋が凍りつく。多くを語らないのが怖すぎる。

（後でちゃんと説明しよう。そして今後は気をつけよう）

　改めて固く心に誓う新之助であった。




　　　　＊




　昼食を済ませた新之助は、校舎１階にある自販機コーナーに来ていた。

　さっき姫乃から恐怖のメッセージが届いたせいで喉がからからだ。爽やかな柑かん橘きつ系炭酸飲料を選び、購入ボタンを押す。ガコンと音を立てて出た缶を取り出して、顔を上げると目の前に女子の制服があった。

　さらに視線を上げると──

「仁志川……」

　思わず声に出してから、新之助は慌てて周りを見回す。何人かの生徒が通りがかってはいるが、特に知っている顔はいない。

「そこまで警戒しなくても大丈夫よ。私たちは同級生なんだから、ちょっと顔を合わせて会話を交わすくらいおかしくはないでしょ」

「まあな」

　姫乃も自販機の前に立って、スマホをかざして電子マネーで飲み物を購入する。選んだのはペットボトルのいちごオ・レ。

　甲こう西さい園えん学院高校は私立の名門で、姫乃をその筆頭格とする良家の子女も数多く通っている。学園の運営は裕福で、自販機や各種設備なども最新のものが導入されていた。

　ちなみに姫乃は親から電子マネーとクレジットカードを持たされており、現金は数百円しか持ち歩いていない。

　電子マネーもクレカも使えない場面では現金を使うが、真面目な女子高校生が都会で日常生活を送る中では、そんな場面はほとんどない。

　姫乃がしゃがんで自販機からボトルを取り出す間、その背中に向かって新之助が話しかけた。

「仁志川、誤解だぞ」

　姫乃は振り向かずに背中で答える。

「なにが？」

「俺はイヤらしい目で南風さんを見ていない」

「彼女の大きなお胸をガン見するのは、イヤらしい目ではないと？」

　姫乃の声は絶対零度の冷たさ。そして新之助の立場は絶体絶命の危機。

（バレてた……）

「へらへらとだらしなく緩んだ顔は、イヤらしくないと？」

（それもバレてた）

　たぶんこれは人生最大のピンチだ。女子と付き合った経験皆無の新之助は、謝る以外の技術スキルは持っていない。

「ごめん」

　新之助の詫わびを聞いて、姫乃はいちごオ・レを手にすっくと立ちあがる。

　もうすぐ昼休みの終わりが近づいているからだろうか。幸い周りには誰もいなかった。

　高貴な雰囲気を漂わせる美少女は、それを確認してから新之助の正面に立つ。そしておもむろに口を開いた。

「なぜ謝るの？　やっぱりイヤらしい目で見てたのを認めるのね」

　この口撃は新之助にクリティカルなダメージを与えた。

「え？　あ、いや、えっと……」

　もはや致命傷。口は災いの元。これ以上、言い訳が効くはずもない。

　しかしそこで、昔祖父が小学生だった新之助に語っていた言葉が頭をふとよぎった。

『いいか新之助。男はな、たとえ浮うわ気きがバレても、絶対にしてないって言い張るんだぞ。間違いを素直に認めるのが人間関係をよくする秘ひ訣けつだが、それは浮気の時にだけは当てはまらないんじゃよ』

（じいちゃん、小学生に向かってなにを教えてるんだよ！）

　しかも今のシチュエーションは浮気ではない。

　そうは思うが、ここは人生の大先輩の教訓に賭けるしかない。

「いや違う。俺はイヤらしい目で南風さんを見てはいない。なのに謝ったのは……」

「謝ったのは？」

　本音を見抜こうとするように、姫乃は新之助の目の奥を見つめる。その視線は鋭い。

　新之助の心臓が激しいビートを刻む。しかし冷静を装って言葉を返す。

「イヤらしい目で見てはいないが、そんな誤解を与えてしまうということは、俺がまだまだ仁志川に信頼されていないということだ。これは大いに反省しなきゃいけない。だからそんな自分が申し訳なくて『ごめん』って謝ったんだ」

　大おお噓うそである。実際にイヤらしい目で見たし、単なる言い訳である。

　新之助はいい加減な人間ではないし、本来は噓をつくなど大嫌いだ。しかし今は姫乃に変な男だと誤解されないために、祖父の教訓に従い、一世一代の噓をついた。

　──果たして姫乃の反応は……？

「わかった。吾あ妻づま君の言うことを信用するわ」

「ありがとう」

（よかった。ありがとう、じいちゃん！）

「それと、一つ言っておくわ。大きさよりも形の方が大事なのじゃないかってことを」

　言って姫乃はぐいっと胸を張る。

（ちょっと待って。『大きさよりも形』って言ったくせに大きく見せようとしてないか？）

「吾妻君」

「はい？」

「その何かを疑うような表情はなに？　いったいなにを疑ってるの？」

「いやなにも疑ってなんかいない」

「そう。じゃあいいわ。ところで吾妻君」

「ん？　なに？」

（まだなにかあるのかっ!?　仁志川怖すぎるぞ！）

「南みなみ風かぜさんのおかずをとても美味おいしいって言ってたわよね？」

　姫乃の淡々とした口調。

（マズい。これまたヤバい状況だぞ）

「ん……まあ、そうだな」

　週一回ではあるがメイドとして料理を作る立場である姫乃の前で、他の人の料理を絶賛するなど、彼女はいい気がしないに違いない。

（こりゃまた怒られる……）

　新しん之の助すけは覚悟したが、姫乃の口から出てきたセリフは──まったく予想外のものだった。

「いつも吾妻君は菓子パンだけの昼食よね。だから美味しいものを食べたい気持ちもわかるわ。なんなら私がお弁当を作ってきてあげましょうか？」

「……へ？　いいのか？」

「ええ、もちろん」

（これはもしかして……）

「まさか仁志川。俺が南風さんのおかずを美味しいって言ったから、対抗心を燃やしてるとか？」

「は？　私が南風さんに嫉妬してるとでも？」

（めっちゃ睨にらまれた！　怖こえぇぇぇ！）

「あ、いや。まさか嫉妬なんて思ってないよ。そうじゃなくてライバル心って言うか、ほら仁に志し川かわって負けず嫌いだから」

「あ、ああ……そういう意味ね。私ったら勘違いしたわ、おほほ」

　なぜかわざとらしく笑う姫ひめ乃の。

「まあそれもあるけど……ちょっと料理の腕を磨こうかと思ったのよ」

「ん？　どういうこと？」

「今まで私のお弁当はお手伝いさんが作ってくれてたの。だけど料理の練習のために、お弁当を自分で作ってみようと思ったの」

　将来一人暮らしをすることを考えても、家事代行バイトのためにも、料理を練習するのはメリットしかない。姫乃はそう言った。

「同じ作るなら、一人分も二人分も大して手間は変わらないでしょ。だから軽い気持ちで、お弁当を作ってきてあげましょうかって言ったのよ。……あくまで軽い気持ちよ」

　いかにも『そこが大事なの』と言いたげに『軽い気落ち』を念押しする姫乃。

「なるほど。じゃあお願いしようかな……」

「わかった。じゃあ明日から作ってくるわ」

　姫乃が持ってきた弁当の袋を、タイミングを見計らって、新之助の机の横にあるフックに引っかけておくことになった。

　窓まど際ぎわの一番後ろが新之助の席で、その前が姫乃の席だ。つまり幸いにして壁と机の間のフックになら、他の者に悟られずに布ぬの袋ぶくろを引っかけることができる。

「追加のバイト料を払わなきゃな」

「いいわよ。バイト料欲しさに言い出したことじゃないから」

「そういうわけにはいかない。仁志川はお金を貰もらって家事をするプロだ。そのプロの仕事をタダで使うなんて、やっちゃいけないことだ」

　新之助は父親から生活費の仕送りを貰っている。それは普段の昼食でコンビニ弁当を余裕で買えるだけの額がある。だからその弁当代を代わりに姫乃に渡すと言った。

「そうすりゃ少しでも、仁志川の一人暮らし資金の足しになるだろうし」

「あ……」

　新之助が、そこまで自分を応援する気持ちを持ってくれていたこと。

　そしてまだ半人前の自分の家事を、プロの仕事だと言って価値を認めてくれること。

　思ってもみなかった新之助の言葉に、姫乃は嬉うれしそうにもじもじしている。

「吾妻君……」

「ん？」

「えっと……」

　姫乃はせっかく彼に感謝の言葉を伝えようと思ったのに、照れ臭くて言葉にならない。

「真面目かよ」

　だから新之助の口くち真ま似ねをして、冗談にしてしまった。

「だぁかぁらぁ！　俺は真面目なんだって」

　まるで駄々っ子のように拳を振りながら新之助が力説した。

「ぷっ……」

「あ、笑ったな！」

「ええ。おかしすぎるわ」

「は？　おかしいヤツで悪かったな！」

「そうね……（ありがとう）」

　照れ臭くて言えない感謝を、ようやくポツリと口にした。

「え？　なんだって？　ぼそぼそ言うから、なに言ってるかわからなかったぞ」

「ううん。なんでもないわ。気にしないで」

「わかったよ」

　ちょっと拗すねたような新之助を、姫乃は可か愛わいいと感じる。こんなふうに同級生の男子と気を遣わずに関わるなんて初めてだ。

　──と、楽しそうな顔の姫乃だった。




　　　　◇◆◇




　翌日。予定通り姫乃は弁当を作ってきて、弁当箱が入った布袋を新之助の机横のフックに引っかけた。姫乃は澄ました顔を装よそおっているが、みんなに内緒でこんなことをするドキドキを楽しんでいた。

　一方の新之助は布袋が机の横にかかってることに気づく。みんなに内緒でこんな秘密のやり取りをすることに、こちらも姫乃同様にドキドキを楽しんでいた。




　──そして昼休みを迎えた。

「あれっ？　吾妻君、今日はお弁当なんだ。珍しいね〜！」

　はるるが自席を離れる前に、新之助が待ちきれずに弁当を出して蓋を開いてしまったせいで、目ざとく見つけられてしまった。

（しまった。もっとゆっくり弁当箱を開けばよかった）

　そうすればはるるは、友達と弁当を食べるために他の席に移動して、気づかれることはなかったのに。後悔してももう遅い。

　姫乃は一瞬「あちゃっ」といった表情を見せたが──

「ねぇ姫様、ご飯たべよっ！」

「そうね」

　取り巻きの友人たちが集まって来て、新之助のすぐ前の席で皆で弁当を食べ始めた。しかし姫乃は視界の端で、さり気なく新之助の様子を窺うかがっている。

「ねえねえ吾妻君、どんなお弁当なのか見せてみ？」

　はるるがいたずらっぽい口調で弁当箱を覗のぞき込む。天てん真しん爛らん漫まんなキャラが可愛い。

　とは言え、姫乃が作ってくれた弁当をはるるにじっと見られるのは、なんだか秘密がバレそうで抵抗感がある。

「あ、ほら南風さん。お友達が待ってるよ」

　はるるがいつも一緒に弁当を食べている友達が、こちらの方を見ている。

　新之助はそちらを指差した。しかしはるるは意外な行動に出た。

「今日は吾妻君と一緒に食べるね〜！」

　にっこり笑って友達に両手を振るはるる。友達も「お好きにどうぞー」と手を振っている。あっけらかんとした者同士で、細かなことは気にしないようだ。

「というわけで吾妻君、一緒に食べよっ！」

「ちょっ、待ってよ。なんで？」

「いいじゃん。わたし、吾妻君に興味あるんだ」

　学年イチ可愛いと評判の女子に興味があると言われて、嬉しくない男子はいるだろうか。

　舞い上がりかけた新之助だったが、ふと気づく。

（いや待て。この『興味』は、決して俺に好意を持っているという意味じゃない）

　この前新之助と姫乃が二人で倉庫から出てきたところをはるるに見られた。きっとそのせいだ。

「ダメ？」

　はるるが申し訳なさそうに眉根を寄せて、こてんと小首を傾かしげた。

　その仕草はズルい。ただでさえ可愛い女の子にこんな可愛い仕草を見せられて、断わり切れる男子なんてこの世にいない。

「いや、ダメじゃないけど」

「やった！」

　ぱっと顔を輝かせたはるるが、自分の机を持ち上げて新之助の机にぴたっとくっつける。

　それを横目で見ていた姫乃は、ピキッとこめかみが引きつった。

「へぇ、美味しそうだねぇ。お母さんが作ってくれたの？」

　──ぎく。

　はるるの質問に新之助は焦あせる。まさか姫乃が作ったなんて言えない。

　さあ、どう答えるべきか。頭をフル回転させる。

「いや……俺が自分で作った」

　無難な線としては、これしかないだろう。

「えぇ、すんごいね！　吾あ妻づま君って料理できるんだ！」

「まあね」

「そんけーしかない!!」

　あまりにも絶賛するはるる。

　新之助は彼女を騙だましていることに、少しずつ胸が痛くなってくる。だから早く弁当を食べてしまおうと、箸をつけ始めた。

　すると何を思ったか、はるるは前の席に座る姫乃に声をかけた。

「ねえねえ姫ちゃん！　吾妻君、自分でお弁当作って来たんだって！　すんごいと思わない？」

「え？　あ、そうね。すごいわね」

　姫乃は新之助の方を向いて弁当を見る。

　自分が作った弁当がそこにあるが、知らないふりをしないといけないのはちょっと辛つらい。

「姫ちゃんのお弁当は誰が作ったの？」

「お手伝いさん」

「やっぱ姫ちゃんちは、そうかぁ」

　言いながら、姫乃が広げている弁当を覗き込んだ。

「ん……？　あれっ？　吾妻君のお弁当と姫ちゃんのお弁当って、なんだかよく似たおかずが入ってるね？」

　新しん之の助すけも姫乃の弁当に目をやる。

　姫乃は二人分の弁当を同時に作ったから、おかずは基本的に同じものだ。卵焼き、鶏とりの唐から揚あげ、ウインナー。それにキャベツなどの生野菜。

　料理初心者の姫乃はまずは定番のおかずを練習したと見える。

　だが弁当箱の大きさやデザインが違うことはもちろん、各おかずの量や盛り付け方を二つの弁当でまったく違うようにしてある。

（さすがだ仁志川。こういう場面も想定して、ぱっと見はペアの弁当に見えないようにカムフラージュしたってわけか）

　しかしはるるがいきなり指摘したせいか、いつも冷静なはずの姫乃が少し動揺した。

「そ、そうかなぁ。そんなことはないと思うけど……」

（マズい。変に否定したら、かえって疑惑を抱かせてしまうぞ）

　そう感じて新之助は姫ひめ乃のの言葉に被かぶせて声を出した。

「あ、ホントだ。偶然だなぁ」

「でしょ」

「あっ、そっか！　これはあれだな。南みなみ風かぜさん、弁当の人気メニューのベスト３って知ってる？」

「え？　ごめーん知らないよ。わたし自分でお弁当なんて作らないもん」

「人気メニューのベスト３はさ、卵焼き、鶏の唐揚げ、ウインナーなんだって」

「あっ、なるほど！」

　はるるは二人の弁当を見比べて、うんうんとうなずいた。

「だからモロ被りしたんだね」

「たぶんそうだな」

「さすが自分でお弁当を作ってるだけあって、よく知ってるね吾妻君！」

「まあね」

　新之助の説明に納得顔でうなずくはるるを見て、姫乃はホッとした。新之助の機転に感心したが、もちろん表には出さない。

「美味おいしそうだなぁ。ねえ吾妻君。唐揚げ一個貰もらっていい？」

　昨日はるるは新之助におかずを分けてくれた。だから断わるなんて、義理を欠くことはできない。

　かと言って、実際にはこれは姫乃が作ってくれたおかずだ。新之助が勝手にはるるにあげたら、姫乃は嫌に思わないだろうか。

　新之助が一瞬躊ちゅう躇ちょしていたら、横から姫乃が口を出した。

「吾妻君、なにを渋ってるの？　ケチね」

「は？　渋ってなんかないし」

「じゃあ、さっさと南風さんに唐揚げをあげればいいのに」

　いきなり二人が言い合いをしたものだから、横で見ていたはるるが焦った。

「まあまあ二人とも。わたしは別に唐揚げ貰わなくていいから……」

「いや、仁に志し川かわの言うとおりだ。昨日貰ったんだからお返しすべきだ。ほら、食べてくれ」

　新之助が唐揚げをはるるの弁当箱に入れた。

「うん、ありがとー！」

　早速パクついて、はるるは嬉うれしそうににんまりとした。

「あっ、美味しい〜っ！」

　天真爛漫な美少女の満足そうな顔を見届けて、姫乃は友人たちとの食事に戻った。

　はるるは新之助の耳に顔を近づけて囁ささやく。

「ねえ。吾妻君って姫ちゃんに嫌われるようなことなにかした？」

「いや別に。なんで？」

「姫ちゃんの吾妻君への当たりが強い気がする」

　なるほど、と新之助。

　姫乃とのコミュニケーションが増えた今は、クールで突き放したような姫乃の態度にも慣れてきている。ましてやさっきのやり取りは、戸惑う新之助を助けるためだとわかっている。だから当たりが強いなんて全然感じなかった。

「ん……そんなことないと思うけど」

「そっか……」

　ちょっと不思議そうな表情で、新之助と姫乃の姿を見比べるはるる。

（この前倉庫から出た時に南風さんに見られたし、疑われないように気をつけなきゃ）

　気を引き締める新之助だった。




　　　　＊




　皆が弁当を食べ終わり、昼休みの残り時間を各おの々おのが過ごしていた時。

　アイドル雑誌を回し読みしていた数人の女子が、一冊の雑誌を見て、突然ひそひそと喋しゃべり始めた。なぜか彼女たちは、少し離れた席にいる姫乃と雑誌のページを見比べて「ホントだぁ」と声を上げた。

（なにしてるんだろ？）

　新之助は気になったが、姫乃本人は気づかないようで、友人たちとお喋りに興じている。

　はるるも気になるようで、席から立って、女子たちの輪に近寄った。

「ねえねえどうしたの？　なにか面白いことあった？」

「あ、南風さん。これ見てよ」

「ん？　なに？」

　女子が手にするのは、昨日発売されたばかりのアイドル雑誌だった。

「このメイドの女の子って、仁志川さんに似てない？　まさか本人？」

　メイドという単語が出て、新之助はドキリとした。彼女たちはいったい何を見ているのか気になって仕方がない。

　はるるは女子たちに「そうかなぁ……そんなはずないよ」と否定している。それを受けて女子たちは「そりゃ、そうよね」と笑い始めた。

　そこで話題は落ち着くと思われたが、騒ぎを聞きつけた男子たちがそこに寄って来た。

「なになに？」

「おう、俺たちにも見せてくれよ」

　女子から雑誌を受け取って、今度は男子たちが回し読みをする。

「おおぅっ、ホントだ。そっくりだ！」

「いやまさか本人のはずないだろ」

「可か愛わえぇぇぇ！」

　教室がざわざわした喧けん騒そうに包まれる。

　みんなが盛り上がるのを制するように、はるるがたしなめる。

「待ってよ皆。勝手にそんなこと言っちゃ、姫ちゃんに失礼でしょ？」

　さすがにここまで話が大きくなると、姫乃も自分のことを何か言われていると気づいた。皆が集まるところに歩み寄る。

　素知らぬふりをしようと思っていた新之助も、さすがに気になって皆の輪に近づく。

「なんの話？」

「あ、仁志川さん。これよ」

　女子が差し出した雑誌に目を落とした姫乃は一瞬にしてフリーズした。

　横から新之助も覗のぞき込む。

　そこにあったのは──なんとメイドスタイル社の広告ページだった。

　若い女子がメイン読者のこのアイドル雑誌に、スタッフ募集の広告を出していた。そこに数人のメイド服姿の女の子スタッフの写真が掲載されている。

　そのうちの一人が、間違いなく姫乃本人だった。

　新之助にとっては見慣れた姫乃のメイド服スタイル。

　他の人と比べてやっぱり姫乃は別格に可愛いと思う。しかしそんなことを悠長に考えている場合ではない。

　姫乃はこの広告は一切知らなかったようで目を丸くしている。

「ねえ仁志川さん。まさかとは思うけど、これ、あなた？」

　雑誌を持って来た女子が尋ねる。姫乃は少し焦ったふうに首を横に振る。

「そ、そんなわけないじゃない」

「そうよね。姫様のはずがないよね」

　さすがに高たか嶺ねの花で、皆から崇拝されている姫乃。本人がきっぱりと否定する以上、あからさまにこれは姫乃だと追及する者はいない。

　しかしあまりに似ている上に、姫乃が慌てて否定した様子を見て、少し離れたところで好き勝手なことをひそひそと話す者が出てくる。

「ああ言ってるけど、ホントは本人なんじゃね？」

「姫様、キョドってたよな。怪しいな」

「お嬢様がメイドなんてマジやばい。見てぇ」

　はっきりと本人に向かって言うわけではないが、話す内容は姫乃の耳にも届いた。

　そんなざわざわした様子に姫乃は更に動揺した。青ざめて唇は震え、どうしたらいいかわからずに立ち尽くす。

（ヤバい。このままだと、本当に仁志川が疑われてしまうぞ）

　新之助は雑誌を持った男子に近づき、その手から雑誌を奪う。

「俺にも見せてくれ。おおっ、これか。確かに似てるな」

「そうだろ」

　普段目立たない新之助が突如起こした行動に、周りの生徒たちが目を丸くする。

　姫乃も同じく、何が起こったのか理解が追い付かない様子できょとんとしている。

「でも、これが仁志川だって？　あはは、あり得ねぇー！」

「なんで言い切れるんだよ吾あ妻づま」

「だってプライドがバカ高いお嬢様の仁志川だぞ。それが他ひ人と様さまに奉仕するメイドなんてやると思うか？　天地がひっくり返ってもあり得ないだろっ！」

　皆に聞こえるように大きな声で言い放つ新しん之の助すけ。

　周りからは「確かに」とか「そりゃそうだよな」と納得する声が上がる。しかしその直後。それまでざわついていた教室が、突然シーンと水を打ったように静まり返った。

（ん？　なんだ？）

　疑問に思った新之助がぐるりと周りを見回すと、クラスの皆が、なぜか自分の背後に視線を向けている。

「……え？」

　新之助は振り返って、皆の見つめる先に目をやった。そこには──

　腰に両手を当て、鬼の形相をした姫乃が仁王立ちしていた。

「吾妻君。今のはどういう意味かな？」

「あ……えっと……」

　姫乃のブリザード級の冷たい声に、突如教室内が氷河期に突入した。

「安らかに眠れ吾妻」「ご愁傷様」「お前のことは一生忘れないぞ」
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　教室のあちらこちらから、新之助を追悼する声が聞こえる。

（俺、死んだな）

　──キーンコーンカーンコーン

　覚悟を決めた新之助だったが、そこでタイミング良く昼休み終了のチャイムが鳴った。

　これ幸いと、全員がバラバラと散って自分の席へと戻っていく。

「まあいいわ、今回は許す。二度とそんなことは言わないで」

「はい……わかりました」

　しゅんと肩をすくめ、首こうべを垂れる新之助。

　あまりの姫ひめ乃のの怒り様に、クラスメイトたちもメイド疑惑どころではなくなってしまった。

　しかし一方で新之助の主張は説得力があったようで、それ以降クラスであの雑誌広告について話す者は誰もいなかった。




　　　　◇◆◇




　次の日曜日がやって来た。今日は姫乃が来る日だ。

　メイド疑惑を晴らすためとは言え、新之助が取った行動のせいで、姫乃を激げき怒いかりさせてしまったあの日から、最初の日曜日だ。

　あのできごとの後、新之助は姫乃と話す機会がなかった。だから彼女がどれほど怒っているのか見当がつかない。

（仁に志し川かわ、すっげえ機嫌悪いんだろうなぁ……ああ、憂鬱だ）

　刑の執行を秒読みで迎える囚人。そんな気分で姫乃がやって来るのを待つ新之助。

（まああれから時間も経たってるし、仁志川の機嫌が直ってるかもしれないしな。そもそも仁志川のバイトバレを防ぐためだったんだから、そんなに怒ってないよな。うん、きっとそうだよ。そうに違いない）←

（いやでも、もっといい方法があったかもしれない。皆の前で仁志川をディスったのは、さすがにやっぱ彼女も気分悪いよな……ああ、憂鬱だ）→

（ああでもっ……いや、うじうじ考えていても仕方ない。謝るところはちゃんと謝って、それでも怒られるなら男らしく真摯に怒られよう）←

　新之助のメンタルは上がったり（←）下がったり（→）、ジェットコースターのように忙しい。

　やがていつもの11時となり、インターホンが鳴った。

　新之助が内側から扉の鍵をカチャリと回し、姫乃が外から扉を開けた。この辺りはもう二人とも慣れてきて、息の合った流れである。

　姫乃が玄関に足を踏み入れた。新之助の緊張感はマックスに振り切る。

「こんにちは」

　いつものようにコートを羽織った姫乃は、至ってクールな表情と口調だ。

　この時点では、まだ姫乃の感情は読めない。それがかえって新之助の緊張を増長させる。

「あ、ああ。こんにちは」

「ねえ吾妻君。この前のことで一つ訊ききたいんだけど……」

「は、はいっ？」

　母親に怒られる小学生のごとく、直立不動になる新之助。

「プライドがバカ高いお嬢様の仁志川が、他人様に奉仕するメイドをやるなんて、天地がひっくり返ってもあり得ない。……あれはやっぱり、本気でそう思ってるの？」

　姫乃の頰とこめかみがぴくぴくと引きつっている。

（来たっ！　やっぱあのセリフのこと、相当怒ってるんだ。これはヤバいぞ）

「そ、そんなこと思ってないって。事実仁志川は、俺のために一生懸命奉仕の心でメイドの仕事をしてくれてるじゃないか！　あれは皆を納得させるために言っただけだ。他にもっといい言い方があったかもしれない。だけど思いつかなかったんだ。気を悪くさせてごめん!!」

　姫乃が許してくれるかどうかはわからない。けれども新之助は偽りのない心の丈を姫乃にぶつけて、ガバッと頭を下げた。そしてしばらくその体勢を保つ。

「まあ吾妻君が……そこまで言うなら……許すわ」

　言葉は上からな感じだけど、声が震えている。

　新之助は訝いぶかしく思って顔を上げた。すると姫乃は強気な発言とは裏腹に今にも泣きそうな顔をしていた。……いや実際に、少し涙を浮かべている。

「ど、どうした仁志川!?　泣いてる？」

「泣いてなんかないわよ。私が泣くはずないじゃない。吾妻君の言葉でホッとしたとか、あり得ないから」

　そう言いつつ手の甲で目に浮かんだ涙を拭う。姫乃は感情がぐちゃぐちゃになっているようで、言ってることが支離滅裂だ。新之助がディスった言葉が本心かもと、姫乃が不安に思っていたことが新之助にも伝わる。

　しばらくして少し落ち着いたのか、彼女はゆっくりと口を開いた。

「ごめん。こんなことを言うつもりで来たんじゃないの。吾妻君、ありがとう。感謝しかないわ」

　ようやく素直な気持ちを言葉にできた姫乃が深々と頭を下げた。

　それを聞いて新之助はホッとする。

「いや、気にすんなって」

「今日はお礼に、いつもよりも気合いを入れた料理を作るわ」

「それは嬉うれしいけど……ホントに気にすんなって」

「ダメ。このままじゃ私の気が済まない」

「わかったよ。でも気合いを入れた料理って言ったって、そんな大した食材はうちにないぞ」

「すぐ近所にスーパーがあるでしょ？」

「ああ、確かに小さな食品スーパーがある。よく知ってるな」

「来る前にネットで調べたのよ」

「そりゃ段取りのいいことで」

「この近所に、同じ高校の生徒は住んでない？」

「ああ、いないな」

「それなら大丈夫ね。一緒に買い物に出かけましょう」

　ここまで言ってくれるのを、これ以上拒否するのは申し訳ない。新之助は「わかった」と答えて、二人でスーパーに向かった。

　姫乃はコートを着ており、メイド服姿で外出したわけではないことをここに補足しておく。




　　　　＊




「ところで仁志川。メイドスタイル社には苦情を言ったのか？」

　スーパーへの道中、歩きながら新之助が尋ねた。

　雑誌広告に勝手に姫乃の写真を使われていたことに対しての話だ。

「ん……電話で言ったんだけどね。実はアルバイトの雇用契約書の中に、広告宣伝に写真を使うことの承諾文章があったそうなの」

「そうなのか？」

「ええ。確かにそう言われたら、そんな一文があったわ。深く考えずに最初にサインしちゃったけど」

「そっか。……だったら文句は言えないな」

（仁志川は学年でもトップクラスに成績がいい。だけどやっぱり世間知らずなんだな）

　新之助は決して成績は良くない。けれども早くに母を亡なくし、家のことをある程度父に任されてきた。だから生活のための知恵や対応力といった点では、自分の方が長たけているという気がした。

（色々とフォローしてあげなきゃいけないな）




　　　　＊




　目的地のスーパーに到着した。商店街の外れにある食料品専門店で、近所の人しか来ないような小さなお店だ。しかし品しな揃ぞろえは充実していて、地元住民から重宝されている。

　入り口の前に立って姫乃が店をピシッと指差す。

「ここね。さあ、いざ出陣よ」

「大げさだな」

「だってこういうスーパーって初めてだもの」

「マジか!?　お嬢様は買い物しないのかよ？」

　ヘビロテで毎週のようにスーパーを利用している身からすると、信じられない話で衝撃を受ける新之助。

「失礼ね、買い物くらいするわよ。大型のショッピングモールや百貨店はたまに両親と行くし、でもそれより多いのは百貨店の外商ね」

「がいしょう？　外務大臣か？」

「その外相じゃないわ。アホなの？　百貨店に外務大臣がいる？　だったら日本には二百人くらい外務大臣がいることになるわね」

　日本には約二百店舗の百貨店があるから、という超マニアックな知識がないとさっぱりわからないギャグである。

「なんじゃそれ！　アホ言う方がアホじゃ！」

「ぷっ……」

　新しん之の助すけの小学生みたいな返しに、思わず吹き出す姫乃。ディスるようなことを言いながらもとても楽しそうである。

　一方の新之助も、姫乃の言葉には文字面づらと異なり、棘とげがないことを感じている。だから冗談とわかって、やり取りを楽しんでいる。

「外商ってのはね。お店にこちらが行くんじゃなくて、百貨店の社員さんがカタログとか商品見本を家まで持って来てくれるのよ。そこで社員さんに注文したら、後で商品を送ってきてくれるの」

「ほえええ！　そうなのか!?」

（こちらから百貨店に行くんじゃなくて、百貨店の方から来させるとは。金持ち、おっそろしいな）

「さあ行くわよ。ぐずぐずしてたら置いてくわよ」

「あっ、待ってくれよ」

　ずんずんと歩いて店内に入る姫ひめ乃のは、やはり楽しそうだ。

「吾あ妻づま君は何食べたい？」

　スーパーの店内で訊かれ、新之助は「うーん」とひとしきり考えてから答えた。

「ん〜そうだな。肉食いたい」

「うん、いいわね。吾妻君は肉食系男子ね」

「その言い方やめてくれ。違う意味に聞こえるぞ」

「あっ、このステーキ肉にしましょう。きっと美味おいしいわよ」

　姫乃は食肉コーナーで、パック入りのステーキ肉を買い物かごに放り込んだ。ラベルには『神こう戸べ牛ぎゅう２００グラム９０００円』と書いてある。

「人の話聞けよ！　……ってかちょっと待て！　なんでその肉を選んだ!?」

「だって神戸牛よ。美味しそうじゃない」

「いや旨うまいよ、この肉絶対に旨いよ、旨いしかないよ！　だけど絶対に庶民が気軽に買い物かごに入れちゃいけないやつだろ！」

「なぜ？」

　きょとんとする姫乃。新之助が言ってる意味が本当にわからないらしい。

　新之助は代わりに『オーストラリア産ステーキ肉２００グラム９８０円』と書かれたパックを取ってかごに入れ、神戸牛は元あった場所に返却した。

「こっちでいい」

「だからなぜ？　神戸牛の方が美味しいわよ」

「値段10倍だぞ。高すぎるだろ。俺にとっちゃオーストラリア産でもステーキ食うなんて滅多にしない贅ぜい沢たくだよ」

「あっ、これ美味しそう！」

「だから人の話を聞けよっ！」

　姫乃は新之助が説明している最中に、他の冷蔵ケースの商品に目を奪われてしまった。

　普段来ることのないスーパーの店内で商品を物色するのが、たまらなく楽しいらしい。

「ああーっ、なにこれ!?　棚に卵が山ほど並んでる！　面白い！」

　食品スーパーではお馴な染じみな、卵の陳列棚が面白いらしい。

「そうだな。ちょうど卵がなくなるから、買っとこう」

「わかった。えっと、どれがいいかな……あ、これが良さそう」

　姫乃は１パック５００円のブランド卵を手にした。

「ちょいちょいちょい待て！　こっちでいいんだよ」

　新之助が標準的な値段の卵パックをかごに入れる。

「こっちなら半額以下だ」

「ええーっ？　さっきから吾妻君、安い物ばかり買おうとしてない？」

「当然だ」

「なんでよ。高い方が美味しいでしょ」

「そうかもしれないけど、そんな贅沢するわけにはいかないだろ」

「なぜ？」

「ああっ、もうっ！　さっきから『なぜ』ばっかだな」

　贅沢ばかりしようとする姫乃の態度に、新之助は少しイラついてしまった。

「だって、高くても美味しい物を食べることのなにが悪いのかわからない」

　姫乃は少しほっぺを膨らませた。その純粋な眼まな差ざしには、ふざけている素振りは一切ない。彼女の育ってきた感覚からすると、純粋な疑問なのである。

　そんな姫乃を見て、新之助はふと思った。

　──わからないことを訊きくのは当たり前だ。

　──育ってきた環境が違うから生まれる価値観の違いをすり合わせるには会話が必要だ。

　そう考えると、ついイライラしたことを申し訳なく思う。

「あのさ仁に志し川かわ。俺んちは親が食費を出してくれてるから、贅沢したいと思ったら少しくらいはできる。だけど俺だって将来は大学に行きたいし、そのためには少しでも節約してお金を残しときたいんだよ。キミだって今後一人暮らしするつもりなら、この機会に贅沢しない生活を練習しといた方がいいんじゃないか」

「あ……」

　姫乃は絶句した。新之助の説明でようやく理解したようだ。

「そうね。今の説明はとてもよくわかった。ありがとう」

「よし。じゃあ今から俺が、庶民の買い物をレクチャーしてやる」

「庶民の買い物？　なにそれ？」

　そう言いながら期待にワクワクして、楽しそうな顔になる姫乃。

　新之助は色々と節約のコツを教えながら、様々な食材を買い込んだ。




　　　　＊




「うへぇ、買い込みすぎた……」

　節約だなんて偉そうに言った割には、調子に乗って買いすぎた。でも缶詰など保存食も多いから、決して無駄な買い物はしていない。

　とは言えレジ袋に満杯４袋は多すぎる。しかもずしりと重い。

「私が持つわ」

「無理すんな。俺が持つよ」

「いいえ。買い物するのはメイドの仕事でしょ。だからご主人様に持たせるわけにはいかないわ」

　姫乃は偉そうに言って、４袋とも腕にぶら下げてスーパーから出た。しかしふらふらと足元がおぼつかない。

「ホントに大丈夫なのか？」

「うううぅぅぅ……だ、大丈夫よ……」

　両手に持った買い物袋があまりに重くて、姫乃はふうふうと息を切らすわ、うめき声を上げるわ。全然大丈夫そうじゃなかった。

　スーパーから出て数メートル歩いたところに、タクシーが客待ちで止まっている。

　それを目ざとく見つけた姫乃は、運転席横の窓ガラスをコンコンとノックした。

「おい仁志川。なにしてんだよ」

「吾妻君。タクシー乗って帰りましょう」

「待てよ。俺んちまで歩いて５分だぞ。タクシー代もったいないだろ」

「私が出すからいいでしょ。クレジットカードあるし」

「……は？」

　運転手が後部ドアを開けた。そこに乗り込もうと、姫乃が頭を下げる。

「待てってば。それなら俺が荷物持つし」

　新之助はひったくるようにして、姫乃が持つ買い物袋を全部軽々と取り上げた。そしてそのまま家に向かって歩き出す。

「あ、待って吾妻君」

　慌てて彼の背中を追う姫乃。しかし新之助は重い荷物を４つも持っているのに、軽快に歩いていて、なかなか追いつけない。

　そんなに筋肉質に見えないが思ったより力がある。やっぱり男の子なのだと感心する。

「んもう、待ってってば」

　姫乃がもう一度かけた声に反応して、新之助が歩みを緩めた。

「あ、ごめん。つい早足で歩いちゃったな」

「怒ってるのかと思って、びっくりしたわよ」

　新之助に追いついて姫乃は並んで歩く。

「怒ってなんかないよ。だけどさ仁志川……」

「な、なによ？」

「遠慮しないで、もっと俺を頼ってくれていいよ」

「別に遠慮ってわけじゃなくて、私はメイドの仕事をきっちりとやるべきだと思うから……」

「そういうとこが真面目すぎなんだよ。力仕事とか、男の方が向いてることは頼ってくれたらいいから。その分俺は、仁志川にやってもらいたいことはちゃんとお願いするよ」

　新之助の優しさがとても伝わってくる言葉だった。

「それとさ。買い物の時も言ったけど、もうちょっと節約しようよ。カードを切るなんて、それってお父さんがお金を支払うんだろ？　親の束縛から逃れるためにバイトしてるのに、親の金に頼ってどうすんだよ」

「た、確かに……」

「それになぜタクシー乗ったのかって、お父さんが不審がったらバイトがバレるぞ」

「そうね……私がうかつだったわ。あまりにしんどくて、冷静な判断ができてなかった」

「親の金に頼るくらいだったら、俺に頼れよ」

　新之助は姫乃と並んで歩きながら、彼女に顔を向けた。

　強い意志を宿した瞳が姫乃の目を捉える。その視線にドキリと鼓動が高まる姫乃。

「わ……わかった。ありがとう……」

　恥ずかしそうに視線をそらしながら、小さな声で姫乃は答えた。




　　　　＊




　帰宅して、二人で玄関に入った。

　姫乃がハーフコートを脱ぐ。その下から現あらわれたのはいつものメイド服。そしてホワイトブリムを髪に装着した。背筋をキリっと伸ばし、腰の前で両手の指と指を重ねる。メイドらしい上品な所作だ。

　姫乃がスイッチを入れて、メイドモードに切り替わったのがわかる。

「それでは買ってきた食材を使って、今日は腕によりをかけた料理をお作りします」

　普段と違う丁寧な敬語に、しなやかな動作で頭を下げる。

（そう言えば前回、仁志川は『メイド服姿の時は、きっちりと献身的にお仕事をさせていただくことに決めました』って言ってたもんな。徹底してるな。さすがだ）

「新しん之の助すけ様はゆっくりくつろいでお待ちください」

「あ、ああ。わかった」

　とは言え。同級生の女子にここまで献身的な態度をとられるのは、背筋がくすぐったすぎて困る。




　　　　＊




　新之助がリビングのソファでくつろいでいるうちに、姫ひめ乃のは手て際ぎわよくテキパキと家事をこなしていく。

（おお……完璧なメイドぶりだ）

　苦手なはずの料理もスムーズに進めている。丁寧に下ごしらえしているのが新之助の目に入った。

（時々スマホでレシピを確かめているのは、まあご愛あい嬌きょうだけどな）

　やがてステーキのいい香りが漂ってきた。しかし──

「ああーっ、お砂糖とお塩を間違えてしまったわ！」

「なんだよ、その古典的なミスは？　普通そんな間違いするか？　それともギャグなのか？　ギャグだよな!?」

「ギャグじゃないわよ。だってまったく同じ入れ物に入ってるんだもの。なんで同じ入れ物なのよ？」

「知るかよ。我が家は以前からそうなんだよ！」

　勉強もスポーツもできてお金持ちのお嬢様で、その上とても整った容姿で。

　そんな完璧な女の子なのに、こと家事となったらどこか抜けてる。

（なんなんだよアイツ……）

　キッチンでわちゃわちゃとやってる姫乃を、リビングから眺める新之助。

（まあでも。完璧よりも欠点もあった方が、可か愛わいい……かもな）

　なんて、ふと思った。




　やがて調理を終えて、姫乃が新之助の待つテーブルに料理を運んできた。しなやかな手つきで皿をコトリと置く。

　そんな丁寧な所作も、奉仕の心を持ったメイドっぽくて素敵だ。

「どうぞお召し上がりくださいご主人様」

「おおーっ……旨うまそうだ」

　新之助はナイフでステーキ肉を切り分け、フォークで口に入れた。

　程よい塩胡こ椒しょうの味付けと焼き加減、そして柔らかな肉が──

「うん、旨い！」

（この柔らかさは、きっと丁寧に肉の筋を包丁で切ったんだな）

　姫乃の仕事ぶりに新之助は感心した。

「手間をかけた甲か斐いがあってよかったです」

　美少女は嬉うれしそうにはにかむ。

　普段学校ではクール美人なお嬢様が、メイド服で献身的に奉仕してくれる姿は──

（やっぱ可愛いな）

　新之助は、改めてそう思った。




　　　　＊




「ごちそうさま。旨かった！」

「ありがとうございます」

　新之助が食事を終え、姫乃がキッチンで洗い物をしている。その間手持ち無沙汰な新之助は、がさごそとリビングの棚を整理していた。

「ん？　……これは？」

　棚の奥から出てきたのは、ずんぐりしたフォルムのカメラ。撮ったその場でプリントができるタイプのインスタントカメラだった。

「おおう、懐なつかしい。そう言えばこんなのあったな」

　箱から取り出していじっていると、洗い物を終えた姫乃がリビングに戻ってきた、

「あら、なんですかそれ？」

「インスタントカメラだよ」

「初めて見ました。それで本当に写真が撮れるのですか？」

「もちろん」

「へぇ、すごい……」

　目を輝かせてカメラを見つめる姫乃。その姿は黒くろ白しろのメイド服にホワイトブリム。

　メイド服姿のクールな超絶美人が目の前にいる。そしてなんと、手元にはカメラがある。

（これはつまり、ぜひとも記録に残しておくべきだよな）

　新之助の口から、自然と言葉が出た。

「写真……撮ってあげようか？」

（いや別にスケベな気持ちじゃないぞ！）

　勘違いされないように、新之助は全力で補足説明する。

「あ、ほら。仁に志し川かわが『可愛いメイド服を着たかったからこのバイトを選んだ』って言ってたからさ！」

「え？　いいのですか？　お願いします」

　全力説明のおかげで、スケベ心丸出しな男だと思われずに済んだようだ。

「了解」

　新之助はカメラを構えてファインダーを覗のぞき、シャッターボタンを押した。

　すぐにカメラから小さな四角い写真用紙が出てくる。

「あれ？　なにも写っていませんよ」

「しばらく待つんだよ」

　きょとん顔で用紙を眺める姫乃。しばらくすると画像が浮かび上がってきた。

「うわぁー、すごい！」

　相好を崩して、珍しく姫乃がはしゃいだ。クールなお嬢様がはしゃぐ姿は超レアだ。

（なにこれ、ギャップの大放出かよ。可か愛わいすぎる）

「これ、どうですか新之助様」

　写真のプリント面を新之助に向ける姫乃。そこにはとてもとても可愛いメイドさんが写っていた。

「可愛い……」
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　新之助は思わず呟いた。

「え？　なんとおっしゃいました？」

「いや別に、大したことは言ってない」

　恥ずかしくて本当のことは言えない。だから新之助はごまかしたが、姫乃はなぜかその返答をスルーしてリピートする。

「え？　なんとおっしゃいました？」

「いや、あの……えっと……」

「え？　なんとおっしゃいました？」

（もしかして。これは、わかってて言ってるな）

　そうであれば逃げられそうにない。致し方なく言葉にする。

「可愛いなって」

　あまりに照れ臭くて、ぼそぼそと小声になってしまった。

「え？　聞こえませんけど？」

　姫乃は手のひらを耳の後ろに当てている。

（くそっ、コイツ絶対に聞こえてるだろ）

　そうは思うものの、普段はクールな姫乃がここまでして『可愛い』と言わせたがるなんて、実際に可愛すぎる。

「か、可愛いって言ったんだよ」

「そうですか、ありがとうございます」

（は？　ここまで言わせておいて、そのクールなリアクションはなに？）

　姫乃は財布を取り出して、大事そうにその中に写真を仕舞いこんだ。

「大切にしますね」

　決してはしゃぐような態度ではない。しかし姫乃はとても満ち足りた顔をしている。

　それを見て新之助は思った。

　──勇気を出して『可愛い』を言葉にして良かった。











【第五章：料理をしたら、クラスの皆に絶賛された】






　６月の中旬。学校で調理実習の授業が行おこなわれた。

　新しん之の助すけたちのクラスでは、各自が慣れない調理に戸惑っている中で、一人注目を浴びる生徒がいた。

「おおっ、すげー。手慣れてるな」

「さすがだな。勉強やスポーツだけじゃなくて、料理も得意って、どんだけスーパーなんだよ」

　──姫乃である。

「仁志川さんって超お嬢様だから、料理をするイメージなんてないけどなぁ」

「そこはやっぱ姫様だからな。すごいんだよ」

　姫乃は何度も家で練習し、新之助宅で実践したおかげで、かなり料理が上達した。

　しかも今日の実習メニューはオムライス。美味おいしく作るコツの手ほどきを新之助に受けたから、自信を持って作れる。

　とても美人なお嬢様がテキパキと調理を進める姿は、どうしたって衆目を集めてしまう。

「姫ちゃんって料理上手なんだねーっ！　なんでもできてやっぱりすごいねぇー」

　南みなみ風かぜはるるは相変わらずの人ひと懐なつっこさで話しかけてきた。

「ありがとう」

　さも『当然よ』と言わんばかりのクールな態度の姫ひめ乃のに、新之助は心の中でツッコむ。

（おーいっ！　ついこの前まで料理苦手だったのは誰だよ！）

　でも皆に料理上手だと尊敬の眼まな差ざしを向けられる姫乃を見て、新之助まで嬉しい気分だった。




　やがて調理が終わり、試食の時間がやってきた。

「ちょっと貰もらっていい？」

「ええ、どうぞ」

　はるるが姫乃のオムライスをお裾分けしてもらって、口に入れた。

「うわぁ、美味しい！　さすが姫ちゃん！」

　はるるが感嘆するのを見て、近くにいた男子が近寄る。イケメン男子の北きた大おお路じ公きみ人とだ。

「いいなあ！　そうだ仁志川さん。今度俺に手料理作ってよ！」

　彼の勇敢なリクエストに乗っかる形で、他の男子も何名かが声を上げた。

「じゃあ俺も作ってほしい！」

「え、俺も俺も！」

　次から次へと手を挙げる男子が現あらわれるのを見回してから、姫乃はクールに答える。

「誰にも作りません」

　きっぱりと拒絶されて、ほぼすべての男子がしゅんと諦めた。それでもただ一人、北大路だけはさすがの粘りを見せて食い下がる。

「ええーっ、そこをなんとかお願いします！」

「いくらお願いされても、絶対に作りません」

　絶対零度の冷たさでけんもほろろに断わった。

「あはは、北大路君。軽〜くフラれちゃったねぇ。まあ仕方ないよ。女子が手料理を作るのは、やっぱ好きな男子だけだし」

　はるるにそう言われて、しょぼんと悲しそうな顔でとうとう諦めた北大路君。

　そんなやり取りを遠くから眺めて新之助は思う。

（お仕事とは言え、皆の憧れの仁志川に手料理を作ってもらってる俺って……もしかして幸せ者なのか？）




　　　　＊




　体育の時間。体育館で男女ともにバレーボールをしていた。

　新之助は試合に出る番が回ってきて、コートに立っている。

「勝つぜっ！　皆がんばろう！」

　熱い男が一人、同じチームにいた。新之助の横で皆に発破をかけている。

「いいか吾あ妻づま！」

「ん……ああ、わかった」

　元々運動神経は悪くないが、相変わらずモチベが上がらない新之助。

　わかったと答えたものの、心の中では（そこまでがんばれないよ……）と呟く。

「あっ、吾妻君だ！　がんばれーっ！」

　コートの横から、はるるが声をかけてきた。どうやら自分の出る試合の合間に、男子の試合を覗きに来たらしい。なんと姫乃まで一緒にいる。

　隣に立つ熱血男子が、羨ましげに新之助を見た。

「おい吾妻、どういうことだよ？　なんで南風さんと仲いいんだ？　羨ましいぞ、おい」

　学校では姫乃と人気を二分するはるる。その男子が羨ましがるのももっともである。

「いや別に仲いいって言うか、席が隣なだけだし。彼女が人懐っこいからだよ」

　言いつつ新之助は、声援をくれたはるるに手を振った。満面の笑みで彼女も大きく両手を振り返してくれる。

　はるるは小柄だが胸が大きく、ただでさえ体操服の胸の部分がパツンパツンになっている。そんな状態で大きく手を振ったらどうなる？

　そんなのは火を見るよりも明らかだ。──そう。大きな胸が重力に反して、ばるるんと揺れる。

（うぉぅ。す、すっげぇ……）

　新之助の目が吸い寄せられるように、たわわな双丘に釘くぎ付づけになる。

「おい吾妻っ！　行ったぞ！」

「え？」

　熱血男子の声に前を向くと、相手チームが放ったサーブボールが勢いよく目の前に迫っていた。焦あせって両腕を前に出し、レシーブの態勢を整えるが間に合わない。

　上腕部に鋭く当たったボールが角度を変えて──ばごぉぉん──と顔面を直撃した。

「ぐぉっ、いってぇぇぇ！」

　顔面を激痛が襲う。ボールが当たった勢いで、体育館の床に尻もちをついて倒れた。脳がぐわんぐわんと揺れている。

「おい吾妻！　大丈夫か!?」

　クラスメイトの熱血男子が、新之助の顔を心配そうに覗のぞき込んでいる。

　顔面は激痛だし、なにより顔面レシーブなんて、思いっきりカッコ悪い姿をクラスの皆に見られてしまった。

（うっわ、最悪だ）

　普段から手抜きな新之助でも、この情けなさにはさすがに落ち込む。だけど強がってサムズアップして見せる。

「大丈夫だ……」

「そっか、よかったな」

　安心する熱血男子。だが彼のすぐ背後に、姫乃が立っているのが目に入った。姫乃の体操着姿は胸の大きさははるるに完敗ではあるが、スリムで足が長く、やはり『綺き麗れい』という言葉がよく似合う。

「（バカね……）」

　姫乃はとても冷ややかな視線で新之助を見下ろして、ボソっと呟つぶやいた。

　背筋が凍る新之助。あまりに無慈悲な姫乃の態度に、思いっきりメンタルが削られた。

（うっわ。もしかして、南風さんの巨乳に見とれたのがバレた……？）

　しかしそんな傷ついた心を癒いやすような、天使の声が聞こえた。

「吾妻君、大丈夫？　わたしが声をかけたせいだよね？　ごめんねっ」

　はるるだ。本当に申し訳なさそうに頭を下げる。

「違うよ、南風さんのせいじゃないから気にしないで」

「でも……あっ、大変。鼻血が出てるよ」

「え？　大丈夫だよ。大したことない」

「でも心配だよ。保健室行こ。わたしついてってあげるから。ね、いいですよね先生？」

　心配して近寄って来た体育教師に、はるるが声をかけた。教師は承諾する。

「じゃあ行こっか」

「南風さん優しいな。ありがとう」

　はるるが差し伸ばしてくれた手を握って立ち上がる。そして付き添ってもらって、新之助は保健室へと向かった。

　そして──取り残された感じで、二人が去る背中を無言で見つめる姫乃だった。




　　　　＊




　新之助が保健室に向かうその道中、一緒に廊下を歩いていたはるるが突然言った。

「姫ちゃんって吾妻君になんか厳しいよね。さっきもキツイ目で見てたし。なにか嫌われるようなことした？」

「い、いや別に。そんなことないよ」

　さり気なくごまかしたが、はるるの言葉に新之助の動どう悸きが高まる。

（南風さんって鋭いな。気をつけなきゃ）




　　　　◇◆◇




　次の日曜日、もう少しで午前11時。そろそろ姫乃が新之助宅にやってくる時間だ。

　この前体育で顔面レシーブ事故が起きて以降、新之助は姫乃と話をしていない。

（やべぇよなぁ）

　あの日、新之助が保健室からはるると共に体育館に戻ってから、姫乃はまったく目を合わせてくれなかった。

　いや、もしかしたら新之助の思い過ごしかもしれない。元々、学校では無関係を装よそおうことになっているし、だからただ単に、それだけのことなのかもしれない。

　だけどあの時、姫乃が呆あきれた顔で『バカね』と言ったのを、新之助は確かに聞いた。

「はあっ……。あれってやっぱ、軽蔑されたってことだよな？」

　新しん之の助すけは確かめるのが怖すぎて、メッセージも送れないでいる。

　初めて新之助宅に来た時の姫乃は、学校での雰囲気と同じくクールで高飛車な感じだった。しかし何度も来るうちに態度が徐々に柔らかく変わってきた。最近では献身的に尽くしてくれている。

「まあそれも、お仕事だからだろうけど」

　たとえそうだとしても、姫乃のおかげで清潔で人間らしい生活ができているし、献身的な態度に癒されていることも確かだ。

（だけど軽蔑されたら、また最初の冷たい態度に逆戻りだよな。いやそれどころか、もっと冷たくされるかも。……うわ、やっべ。それ、めっちゃ気まずいやん！）

　そんな思いに苛さいなまれていた時、インターホンが鳴った。モニタホンを確認すると、姫乃だった。

　姫乃の機嫌はどうなのか、新之助の全身に緊張が走る。しかし考えてもわかるはずもない。だから覚悟を決めて、玄関ドアを開けた。

「こんにちは」

　姫乃は顔を合わせると同時に挨拶をした。

　その口調と表情は、いつも以上に冷たい印象を受ける。

（やっべぇぇっ！　やっぱ怒ってるよな？）

　しかしできるだけさり気なく答える。

「ああ、いらっしゃい。どうぞ」

　玄関に入った姫ひめ乃のはコートを脱いだ。いつものように黒白のメイド服姿が現あらわれる。そして髪にホワイトブリムを装着。どこから見ても可か愛わいいメイド様にジョブチェンジした。

　──と同時に、姫乃のスイッチが入る。

「本日もよろしくお願いしますご主人様」

　さっきまでの冷たい口調は消え失うせ、丁寧な物腰は、まさに献身的なメイドさん。

「あ、はい。よろしくお願いします」

「それではいつものように、お掃除から始めますね」

　姫乃は家の中に上がり、廊下を歩いてリビングに向かう。そしてモップを使ってリビングのフローリングを丁寧に掃除し始めた。

（え？　あれっ？　これって、いったいどういう状況？）

　姫乃は怒っている……はずなのに。なぜこんなに丁寧な態度なのか。

（あくまで仕事は仕事と割り切ってるのか？　それともあまりに怒りが大きすぎて、かえってこういう態度になっちゃってるとか？　ええーい、わからんっ！　わからんからこそ怖すぎるっ！）

　手早く掃除を終えた姫乃は、昼ご飯の準備をすると言った。

　冷蔵庫の中身を確認しながら新之助に尋ねる。

「今日は何を召し上がりたいですか？」

「そうだなぁ……」

　最初の頃と違って、今の姫乃は何種類かの料理ができるようになっている。

　だったら今まで食べたことのないメニューをお願いしようかな……。

　そこまで考えて、新之助は学校の調理実習でのできごとをふと思い出した。

「そう言えば。調理実習で仁に志し川かわのオムライス絶賛されてたよな」

「おかげさまで」

「大勢の男子が仁志川の手料理を食べたいって言ってたよな。特に北大路」

「ですね」

「作ってあげたらいいのに」

「嫌です」

「なぜ？」

「新之助様以外に、料理は作りたくありません」

「まあ俺は……バイトしてもらってるから、料理もお仕事だからなぁ」

「いえ、そういうことじゃなくて……コホン」

　なぜか姫乃が拳を口に当てて咳せき払ばらいをした。

「大丈夫？　喉の調子が悪い？」

「いいえ。ところで今日のお昼ご飯はどうしますか？」

「あ、そうだった。じゃあオムライスを」

「でもオムライスは、新之助様にコツを教えてもらったのだから、味はご存じでは？」

「うん。でも仁志川が作ってくれるオムライスを食べたい」

　新之助は、なぜか無性に姫乃のオムライスを食べたい気分になっていた。

　理由ははっきりとはわからない。調理実習の時に皆に絶賛されているのを見たのが原因かもしれない。

「あら、そうですか。かしこまりました。それではしばらくくつろいでお待ちください」

　姫乃はそう言って、キッチンに向かって歩き始めた。しかしなぜか途中で止まって振り返り、新之助に微ほほ笑えみかけた。

「もしも新之助様が望まれるなら、バイト以外でも料理を作りますよ。いつでも言ってくださいね」

「……え？」

　戸惑う新之助を置いて、姫乃はそのままキッチンに行ってしまった。

（どういう意味だ？）

　そう言えばと、新之助は、姫乃が毎日作ってきてくれている弁当のことを思い出した。

　あれも新之助がどうしてもと提案したから、最終的にはバイト料を支払うことになった。しかし当初は、バイト料は貰もらわないと姫乃が主張した。

「だけどあれは、料理の練習のためって言ってたよなぁ」

　さっき姫乃が言ったのは、料理の練習のためってわけではなさそうだ。

（だったらいったいなんのために、料理を作るって言うんだ？）

　よくよく考えても、さっぱり見当もつかない新之助であった。




　しばらくして姫乃がオムライスをダイニングテーブルに運んできた。

　新之助が座る目の前に、姫乃が皿をコトリと置く。ケチャップライスのいい香りが部屋中に漂っている。しかしオムライスの卵にはケチャップが掛かっていない。

　そして、なぜか姫乃の手にはケチャップの容器が握られている。

「新之助様。それでは今からケチャップで絵を描きます。何か好きな絵はありますか？」

「……は？　好きな絵って言われても……」

　そう言えば以前……と新之助が思い出した。

　姫乃にケチャップ絵と『美味おいしくなる呪文』のオプションをお願いしたら、怪け訝げんそうに眉間に皺しわを寄せて「は？　なにそれ？」と言われた。

　それがなぜか、今日はケチャップ絵を描いてくれるらしい。

　どういう心境の変化なのか、不思議に思う。

「じゃあ新之助様。猫の絵はいかがですか？」

「猫？」

「はい。わたくし、猫が大好きなのです」

「そうなんだ」

　新之助は、実は猫が苦手である。子供の頃にひどく引っかかれたことがあり、トラウマになっている。猫を見るだけでビビってしまうのだ。

　だけどケチャップで絵を描くくらいなら、もちろんまったく問題はない。そして姫乃が大好きと言うなら、あえて拒否することもあるまい。そう考えた。

「じゃあ猫の絵でお願いします」

「はい、かしこまりました」

　姫乃は両手でケチャップの容器を逆さまに持って、器用にオムライスの卵の上に猫の絵を描いていく。最後はひげを描いて絵が完成した。なかなか可愛い。

「完成です」

「すごいよ。めっちゃ上手いな仁志川」

「ありがとうございますにゃっ」

　片手を猫の手にして、姫乃が猫の真ま似ねをした。

　メイド姿の美少女の猫真似である。最強である。あまりに可愛くて新之助は固まる。

「では美味しくなる呪文をかけますね」

「……え？」

　まさかとは思っていたけど、なんと今日は呪文オプションまでついているらしい。

「えっと……あの……その……お、美味しくなぁーれ！」

　姫乃はものすごく照れながら、だけどしかし、一生懸命美味しくなる呪文を唱えた。

「あ、ありがとう」

「どうぞお召し上がりください」

　姫乃は呪文がよっぽど恥ずかしかったのか、顔はもちろん耳から首筋まで、熟しきったトマトのように真まっ赤かだ。

「いや、そんなに恥ずかしいなら、美味しくなる呪文なんてやらなくてよかったのに！」

　事実、前回は断ことわられているわけで、なぜ突然姫乃がそんなことをしてくれたのか、疑問しかない。

「いえ、いいのです。今日は大サービスする覚悟をして参りましたので」

「なんで覚悟までして、大サービスしてくれるのさ？」

　大サービスどころか、逆に姫乃は怒っていて冷たくあしらわれるのではないかと思っていたくらいだ。だから余計に訳がわからない。

「えっと……この前、体育の時に、失礼なことを言ってしまいましたから。そのお詫わびです」

「……え？　お詫び？」

　あのできごとで姫乃は怒っていると新之助は思い込んでいた。しかしどうやら違うらしい。

「はい。新之助様が顔面で見事にボールを受けて……」

「いや、恥ずかしいの思い出すから、その言い方やめて」

「そのせいですごく凹へこんでいるように見えました。だから本当はものすごく心配していたのですけど、つい『バカね』なんて、心にもないことを……」

「え？　そうなの？」

「はい」

「あれは心にもないことだったの？」

「いえ……新しん之の助すけ様が南みなみ風かぜさんのおっぱいを凝視してたものでつい」

「ああーっ、やっぱそうか！」

「はい」

「ご、ごめん！」

　新之助は顔の前で両手を合わせて、思わず大きく頭を下げた。

「あ、いえいえ。別に責めるつもりじゃありませんよ。心配していたのは事実だし、失礼なことを言って悪かったと、心から思っています」

「仁志川……」

　姫乃の真摯な態度から、その言葉に噓うそはないと伝わる。

「ありがとう」

　新之助の心に姫乃の気持ちが沁しみる。

　思わずうるっと来そうになって、ごまかすようにオムライスをスプーンで口に運んだ。

　前回食した時よりも、さらに美味しく感じる。姫乃の心遣いが追加の調味料になっているのだろうか、なんて思うくらいに。

「うん、旨うまい！」

「よかったです」

　姫ひめ乃のは嬉うれしそうに目を細めた。

　元々あまり感情表現が豊かではないので、そんなに大げさに喜んでいるわけではない。しかし姫乃の普段のキャラからしたら、かなり満足そうなのは間違いない。

「ではわたくしは片づけをしますので、ゆっくりお召し上がりください」

　パタパタとスリッパの音を立てて、姫乃はキッチンに戻って行った。

　その可か愛わいい後ろ姿に新之助は、

（なんか新婚夫婦みたいだなぁ……）

　なんてことをふと思ってしまってから、

（いやいや、なんてこと考えてるんだよ）

　と、慌てて打ち消した。
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　新之助は食事を終えて、汚れた食器をキッチンに運んで行った。

「わざわざ申し訳ありません。わたくしが運びましたのに」

「いやこれくらい自分でやるよ。なんでもかんでも仁に志し川かわにやってもらうのは悪い」

「あら、お優しいのですね」

　目を細めてそんなことを言う姫乃に、新之助はドキリとした。

（優しい？　俺が？　もしかして仁志川の好感度上がってる？）

「でもこれがわたくしの仕事ですから、遠慮なさらなくていいですよ」

（単なるお仕事対応だった。やべ、一瞬勘違いしかけたわ）

「ご主人様はリビングでゆっくりなさっててください」

　言って姫乃は、汚れた食器を洗い始めた。

　新之助は彼女の言葉どおりリビングに戻り、ソファに腰かけた。キッチンの方から、食器洗いをする流水の音が聞こえる。

　日曜日の昼下がり。お腹なかも膨れ、満ち足りた気分。ざぁーざぁーと遠くで聞こえる水音が、まるでリラクゼーション音楽のように響いて、心を落ち着かせてくれる。

　リビングの大きな掃き出し窓からは裏庭が見える。天気も良くて気持ちがいい。

　──こういうのっていいよな。

　新之助はぼんやりと掃き出し窓から裏庭を眺めていた。

「うわっ……」

　窓の外から、猫が室内を覗のぞき込んでいるのが目に入った。知らない間に、近所の猫が家の庭に入り込んできたのだろうか。

　大して大きくもない猫なのだが、子供の頃に引っかかれたトラウマがある新之助にとっては、恐怖の対象でしかない。

　カーテンを閉めようと、立ち上がって窓に近づいたところで猫は逃げ出したので、新之助はホッとした。
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　しばらくすると、料理の後片づけを終えた姫乃が、新之助のところに戻って来た。

「これで本日の家事はひと通り終わりました」

　両手を身体からだの前で合わせて、姫乃は丁寧にお辞儀をした。

「あ、うん。ありがとう」

「ところで──」

　姫乃はひと呼吸おいてから、四角くて薄いプラスチックケースを見せた。

「これ、一緒に観みない？」

　仕事が終わったからか、口調が通常モードに戻っている。

「なにそれ？」

「映画のＤＶＤ。一緒に観ようと思って家から持ってきたの」

　姫乃が見せてくれたパッケージを見ると、大爆笑必至と好評だった大ヒットコメディ映画だった。

　クールなお嬢様が持ってくるにはイメージに合わなくて、不思議な感じがする。

「仁志川ってコメディ映画好きなの？　なんか意外」

「いえ、特に好きってわけじゃないけど……」

「じゃあなんで？」

「これ、すごく面白くて笑えるって評判だから。吾あ妻づま君に大爆笑して、元気を出してもらおうと思ったの」

「元気？　俺に？　なんで？」

「だってあの体育の時から、なんだか元気がなく見えたから」

「あ……」

　確かに新之助は、あれ以来彼女の前では大人しかった。

　落ち込むというほどではないにしろ、姫乃に軽蔑されたかと不安になって、気に病んでいたのは確かだ。

　そんな自分の姿をちゃんと見て、心配してくれていたなんて思いもよらなかった。

　胸がジンと熱くなる。

「ありがとう。観よう。ぜひ観よう」

　新之助は姫乃からＤＶＤを受け取って、テレビ台の下にある再生プレーヤーに挿入した。そしてソファに座る。

「私も、ソファで一緒に観ていい？」

「もちろん」

「ありがとう」

　新之助から人一人分の空間を開けて、姫乃がソファに腰を下ろす。新之助はリモコンで映画を再生スタートさせた。

　二人並んで画面に目を向ける。

　姫乃が家事代行サービスで来てくれるようになってから、二人で家の中で過ごすことはたくさんある。だけどこうやって、息遣いすらも聞こえる距離で並んで座るというのは初めてのことだ。

　同世代の女子とそんなことをしたことがない新之助は、ただそれだけのことでもドキドキする。まるで恋人同士みたいだ、なんて頭をよぎる。

（やべ。映画に集中できない）

　つい隣に座る姫乃の方をチラリと見てしまった。

「おわっ！」

　なぜか姫乃も新之助を見ていた。お互いの目がばっちり合って驚いた。

「ふわぉぅっ……」

　姫乃も驚いたようで、お嬢様ＪＫにはあるまじき変な声を上げた。

「あ、えっと……このコメディ、好みに合ってるかなと心配になって」

　──噓である。息遣いが聞こえるような距離に新之助がいるということだけで、姫乃はすごく気になっているのである。

「あ、うん。楽しんでるよ。俺も仁志川が映画楽しんでるのか気になって見たんだ」

　──噓である。姫乃がすぐ近くにいるからドキドキしてたなんて言えない。

「ええ。楽しいわよ。じゃあしっかりと映画を観ましょうか」

「だよね。せっかく俺のために持って来てくれた映画だ。しっかりと観よう」

「そうね」

　改めて映画に目を向け、集中して観ると、確かに面白かった。

「うっわ、なにこれ。面おも白しれぇ！　あははっ」

　気がつけば新之助は腹を抱えて笑っていた。

　ここ数日間、うじうじしていた気分が、みるみる晴れていくのがわかる。

「うふふっ、ホント面白いっ……うふふ、あはは」

　普段はクールで人前で大笑いする姿なんてめったに見せない姫乃も、お腹を押さえて笑っている。頭を振るものだから綺き麗れいな髪がゆらゆらと揺れている。本当に楽しそうだ。

　黒と白のメイド服姿の女の子が、すぐ隣に座って楽しそうに笑ってる。しかもそれは、とても整った容姿の、皆が憧れるお嬢様。

（なんだこれ。あり得ないシチュだぞ）

　そんな姫乃の姿がまた新之助を楽しい気分にさせた。

　さらに映画は、バカらしくもおかしいシーンが続いた。

「あっは、マズいよコレ。面白すぎる！　わはは、あはは」

　新之助は笑いすぎて、涙が止まらない。涙が頰を伝うのを感じる。

　涙を流すなんて久しぶりだ。それが新之助に、母が亡なくなった頃の感情を呼び起こした。
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　新之助が中学に入学した頃、母は交通事故で突然亡くなった。それまで父親と三人で暮らしていた幸せな家庭に、突然大きな穴が開いたようだった。

　新しん之の助すけにとっては新たな生活が始まったばかりだったが、閉塞感に襲われて何もする気が起きなかった。中学生になったばかりの子供にとって、それは致し方がないことだった。

　何もやる気が起きないと父に訴え、事実だらだらと毎日を過ごした。

　しかし父も同様に心に大きな打撃を受けたようだった。

　父は母の葬儀の日に大泣きして以降、新之助の前では決して涙を見せなかった。しかし夜ごと、父の部屋からは嗚お咽えつが聞こえてきた。

　それにもかかわらず父は、新之助の前では泣き言ひとつ言わずに、仕事も家のことも今まで以上にがんばった。

　父は仕事がかなり忙しい人で、朝早くから夜遅くまで働いていた。それでも早朝に起きて一人息子のために、朝食だけでなく毎日の夕食の支度までしてから仕事に出かけて行った。そして日曜日には家の掃除や片づけを父一人でこなしていた。




　しかしそんな父が、数か月のうちにみるみるやつれていった。

　新之助はその姿を見て、このままだと父親が潰れてしまうと思った。

　だからそれまでは何ごとにもやる気が起きず、家のことすべてを父に任せていた新之助だったが、父に提案した。

「父さん。晩飯は毎日俺が作るよ。掃除とか家の用事も二人で分担しよう」

「なに言ってんだ新之助。子供がそんなことを気にするな。お前は学校のことだけがんばればいい」

「俺だってもう中学生だ。子供じゃない」

　──いや中学生はまだ子供だ。

　父はそう言いたげな顔をしていた。だけど新之助の力強い言葉に、感極まった表情で父は答えた。

「そうだな。じゃあそうしよう」

　それ以来、日々の家事は主に新之助が担当してきた。父を支えるためと思えば身体が動いたし、やらなきゃいけないことがあるおかげで、母がいなくなった寂しさを少しは紛らわせることができた。

　だから新之助は、母を亡くした寂しさを忘れることはできないにしろ、それ以来そこまで深く悲しみに沈むことはあまりなくなった。

　だけど今、姫ひめ乃のが献身的に家事をやってくれて、優しい心遣いに接して、感情が揺さぶられるような感じがした。
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「あれっ？　泣いてるの？」

　横から姫乃が顔を覗き込んでいることにもまったく気づかず、新之助はテレビ画面の方を向いたまま、ただ静かに涙を流していた。

　さっきまで人一人分離れて座っていたはずの姫乃が、肩が触れ合うくらいの距離に近づいて座っている。

「あ、うん。大丈夫だよ」

「なにか悲しいことがあった？」

　問われて新之助は考える。

（悲しいことがあった？　……いや違うな。悲しかったことを思い出してはいた。けれども、今悲しいのかというとそうじゃない。むしろ心が温かく感じてる）

「そんなことないよ。ちょっと昔のことを思い出してたんだ」

「そう。じゃあそのお話を私に聞かせてもらえる？」

　姫乃がそんなことを言うなんて驚きだ。新之助は彼女の顔をじっと見た。

　普段のクールな表情はどこにもない。とても穏やかで優しげな顔。

「ん……ちょっと恥ずかしいな」

「無理にとは言わないわ。私は話を聞くくらいしかできないけど、話すことで吾妻君が少しでも楽になれば、と思ったの」

「そっか。ありがとう」

　包み込むようなオーラとでも言うのだろうか。姫乃の言葉に、なにかとても安心するものを感じた。それで新之助はつい、母が亡くなってからの心情をとつとつと語り始めた。

　姫乃はずっと優しく微ほほ笑えんだまま、時折うなずきながら話を聞いてくれた。

「よくがんばったわよね。すごいと思う」

　気がつくとソファの隣で、姫乃はさっきよりも新之助に近づいて、寄り添うように座っている。肩が触れそうな距離で、彼女の体温が伝わってくる。それが温かくて、またさらに安心する。

　姫乃の優しい言葉に、心の底の硬い部分を優しく撫なでられたような感覚がする。話しながら涙が溢あふれだして止まらない。だけど新之助はそのまま姫乃に心情を語り続けた。

「母を亡くしたけれども、そんなに悲しかったわけじゃない」

　新之助は、そんな強がりも言った。

「吾妻君は強いわね」

　父の海外転勤について行かずに残ったのは、父や祖父には『高校生で転校なんて嫌だから』としか言っていない。

　しかし実は、母との想おもい出が残るこの家を空き家にしたくないという思いもあった。

　家が空き家になると家具にも荷物にも埃ほこりが溜たまるし、家は劣化していくと聞いて、それは母との想い出が劣化してくことと同義だと思った。そんなことは嫌だと心が反発した。

　だから姫乃は肯定してくれたけど、口で言うほど自分は強くはないと新之助は思う。

　そんな自分を受け止め、優しい口調ですべてを肯定してくれる姫乃に、新之助は嗚咽しながら心情を語り続けた。
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　目を閉じたまま、睡眠の深しん淵えんから意識が戻って来る感覚。そういう瞬間ってある。

　頭の中はふわふわとし、目の前は真っ暗。今どこでなにをしているのか、すぐにはわからない。けれども徐々に周りの音が聞こえ始め、身体からだのあちこちの感覚も取り戻していく。

　──新之助はそんな状態にいた。

　知らぬ間に眠ってしまっていたようで、ソファに座ったまま上半身だけが横になっている。顔は、柔らかくて温かいものに接している。

（なんだこれ？）

　薄目を開けてみた。すると目の前には黒いスカートの裾と、そこから伸びる白い太ももがある。

（これってもしかして……）

　自分の頭が乗っかっているのは枕のようではあるが、柔らかくて温かいもの。そして目から入る情報を総合して推理すると──

（メイド服姿の仁に志し川かわの膝枕かっ!?）

　思わず声を上げそうになったが、新之助はぐっと堪えた。だって目を覚ましたとバレたら、そこで膝枕タイムはジ・エンドを迎えるのである。

　いったいどういうシチュで、姫乃が膝枕をしてくれるに至ったのかは、記憶がなくて新之助にはわからない。

　感情が高ぶって、涙を流しつつ姫乃に色々と語ったのは覚えている。それですごく疲れてしまって、頭がぼんやりして、うとうとして……。

（そっか。仁志川の方に倒れて、寝てしまったんだ）

　そこで姫乃の方が新之助の頭を膝に乗せてくれたのか、それとも新之助の方から姫乃の膝に向かって倒れたのか、そこは記憶がない。

　いずれにしても、現在ほっぺが、皆が憧れる美人女子高生の膝の上にあるという事実は変わらない。そんなに恵まれた体勢であるというのに、人間と言うのはなんと欲の深い生き物であろうか。

　新之助はふと考えた。

　今、自分の顔が向いている方向は姫乃の足の方なので、目に入るのはスカートの裾と白い太もも、そして膝頭のみ。

（もしもこれが逆向きなら、白と黒のメイド服に、しかも少し視線を上に向けたらバストを下から見上げる形になるってことだよな？　ああっくそっ、残念だ……）

　反射的にそう考えて、ふと思い直す。

（いや待て。こんな美人のメイドさんに膝枕してもらってるってだけで、そりゃもう全国男子高校生垂すい涎ぜんの的だぞっ？）

　新之助は客観的思考ができる子だった。だからこれ以上のことを望むのはやめにした。

　それよりも問題は──目が覚めていることをいつ姫乃に明かすか、である。

（やっぱりすぐにでも、目が覚めたことを知らせるべきか）

　そう思ったが、ほっぺが触れる温かく柔らかな感触が幸せすぎて、なかなかその決断ができない。迷ってるうちに頭の上で姫乃が優しい声でなにかを囁ささやいた。

「最初はやる気のないダメ男だと思ってたわ」

　それは間違いなく姫乃の独り言だった。どうやら新之助がまだ眠っていると思っているようだ。

（いやそれ、酷ひどくね？）

　一瞬凹へこむ新之助。けれども、そう思われても仕方のない日々を新之助が送っていたのも確かだ。

「だけどそうじゃなかった。家庭事情を聞いたら、やる気を失なくしても当たり前よね」

（あれ？　同情してくれてる？）

「それでもきっと気を張って生きてきたのね。私よりもよっぽどしっかりしてるし、私に対しても色々と優しくフォローしてくれたし。ありがとう」

（いや、そこまで言われちゃ持ち上げすぎだろ。照れる……）

「吾あ妻づま君も大変だったのね。こんなに弱いところを見せてくれるのは初めてね。でもたまには弱いところも見せてくれたらいいのよ。今日みたいに」

（え？）

　姫乃がそんなことを言うなんてと、一瞬耳を疑った。しかしそれは聞き間違いではない。

　新之助は、頭を優しく撫でる手の感触を感じた。姫乃が頭を撫でてくれている。

　それとともに彼女の口調が、献身的なメイドモードの優しく丁重な口調に変わる。

「だって、ご主人様を癒いやすのは、メイドであるわたくしの仕事ですよ」

　献身的な態度でこんなことを言われたら、どうしたってきゅんとしてしまう。

　胸の奥がじんわり温かくて、そしてくすぐったい。新しん之の助すけはそんな奇妙な感覚に襲われた。くすぐったくて甘くて、嬉うれしい気分に包まれる。

　しかも新之助の頭は、ずっと姫乃の膝枕の上なのである。幸せを感じない方がおかしい。

（ところで……目を覚ましてることをいつカミングアウトしようか？）

　だって、このままずっと眠っているフリをし続けるわけにはいかない。

　新之助もそれはわかっている。けれども変なタイミングで目を覚ます演技をしたら、噓うそ寝ねだったことを見抜かれて、気まずい思いをしそうだ。

（できるだけ自然な感じで目を覚ました演技をしなきゃいけないな……）

　タイミングを見計らっているうちに、突然姫乃が「うわぁっ」と声を上げた。

　これ幸いと、新之助はその声で目を覚ましたフリをして、目を開ける。そして指で目をゴシゴシと擦こすりながら、上半身を起こした。

「ん……？　あれっ？　どうしたの？」

「あっ、ごめんなさい。起こしてしまったわね。ほら、あれ。あまりに可か愛わいくて、つい声を上げてしまったの」

　申し訳なさそうな顔をしながら、姫ひめ乃のは窓の外に視線を向けていた。

　新之助がその視線の先を追うと、さっき見かけた猫がいた。

「可愛いでしょ」

　そう言えばさっき、オムライスにケチャップ絵を描く時に、姫乃が猫好きだと言っていたのを思い出した。

「いや、俺……猫苦手でさ」

「そうなの？　あんなに可愛いのに」

「あはは。まあ色々とトラウマがあって」

　猫が怖いなんてことはカッコ悪くて言えない。

「あ、ところで仁志川。知らない間に俺、寝てしまってたな。ごめん」

「いいえ、気にしなくていいわ。疲れていたのよ」

「そうなんだけど、もしかして……膝枕してくれてた？」

「あっ……いえ違う……いや違わない……えっと……してた」

　指摘されて恥ずかしさがこみ上げたのか、姫乃はおかしな態度になっている。

「やっぱりか。ありがとう。おかげでゆっくりと眠れた」

「そう。よかった」

　姫乃は満足そうにうなずいた。

「それだけじゃなくて、俺は仁志川に感謝してる」

「え？　なに突然。そんな大げさに言わなくても大丈夫よ。仕事なのだから」

　新之助の言う『感謝』は、家事に対してだと姫乃は勘違いしている。

　しかし続いて新之助の口から出た言葉は、姫乃にとって思いもよらないものだった。

「そうじゃなくさ。キミが来てくれるようになってから、元気を貰もらってるから」

「元気を……？」

「うん。元気をくれてありがとう」

　新之助がそんなことを口にするなど、姫乃は想像もしてなかった。だから戸惑う。

「あ、いえ、その、あの……私も吾妻君には感謝してる」

「え？　なんで？　俺は別に仁志川になにもしてないし」

「いえ、そんなことない」

「あ、バイト料を払ってるもんな。でもそれは俺じゃなくて、じいちゃんだよ」

「そういうことじゃなくて」

「じゃあ何に？」

「あ、いえ、それは……内緒」

　自分ができないことを親身になってフォローしてくれたこと。

　一見やる気がなく見えるけれども、ちゃんと自分を見て優しくしてくれていること。

　そういったことのすべてが姫乃にとっては、感謝の対象であった。

　だけどそんなことを具体的に口にするのは照れ臭くて、素直に口から出てこない。

「なんで？」

「内緒」

「そうなの？」

「内緒」

「そんなに何度も言わなくても……よっぽど言いたくないんだな」

「言いたくないということじゃないわ。でも恥ずかしくて言いにくいから、もうこれ以上ツッコまないで」

「そっか……わかった」

「ごめんね」

　とても申し訳なさそうに頭を下げる姫乃。

　そこには新之助が当初彼女に感じていた、プライドの高さや冷たさはどこにもない。

（仁志川って、根はきっと優しくて謙虚で……でもきっとそういう気持ちを上手うまく表に出せない不器用な女の子なんだろうな）

　──そう思った。











【第六章：雨が降ったら、地は固まった】






　クラスは一週間後の校外学習の話題で持ちきりだった。

　昼休み。来週行おこなわれる校外学習でどんな行動をするかの話をする者が多くいた。

　今回の校外学習は、まあ言ってしまえば、単なる遠足だ。だけど生徒たちが盛り上がるには理由がある。

　一つは、行き先が京都市内だということ。

　新之助たちの学校、私立甲こう西さい園えん学院高校は神こう戸べにある。京都は、近畿地方の学校にとっては修学旅行の行き先ではなく、遠足の行き先だ。けれどもしょっちゅう行き慣れている場所ではないし、京都の人気も相まって、そこはやはりうきうきする行き先なのである。

　そして盛り上がるもう一つの理由。それは現地での自由時間があって、仲のいい友達と京都市内の散策をできるということ。

　つまり日本全国の中高生が盛り上がる、あの『京都修学旅行イベント』を、なんと日常の遠足で味わうことができるという、それはそれはお得なイベントなのである。

　しかもこの学校において、校外学習は原則私服だ。これはもう、盛り上がらない選択肢は、あるはずがない──のだが。

「おい、吾妻起きろよ」

「……眠い」

　クラスの多くの者が、校外学習先でどうするのかという話題に興じているにもかかわらず、新之助は机に突っ伏して寝ていた。

　通りがかった男子が気を遣って声をかけてくれたのに、まだ起きようとしない。男子は困った顔で、机に寝たままの新之助に話しかける。

「お前、京都の自由時間どうすんのさ？」

「ノープラン」

　やる気のなさに呆あきれた同級生は、肩をすくめて立ち去る。

　そこに、先ほどまで友達の席で弁当を食べていたはるるが戻って来た。隣の席から、机に突っ伏す新之助の背中に向かって声をかける。

「ねえ吾妻君」

「ん……」

　さっきと同じく「眠い」で済まそうと考えたが、女子相手にその雑な対応はさすがにマズいかと思った。

　顔をあげて横の席に目を向けると、学年一可愛い女子が笑顔で問いかけてきた。

「京都での自由時間、吾あ妻づま君は誰と行動するの？」

　はるるはなぜか、前の席の姫乃の背中にチラチラと視線をやる。

「ぼっち」

　新之助は即答した。

　はるるは新之助と姫乃の関係を疑っている節がある。

　しかし二人は付き合っているわけでもなんでもないのだから、仲良く一緒に行動するなんてあり得ない。

「そうなの？」

「ああ、そうだよ」

「ふぅーん、そっか」

　変に疑われても困るので、案外素直に信じてくれて新之助はホッとした。

　……が、予想外の言葉が飛んでくる。

「じゃあさ。わたしと一緒に行動しない？」

　いきなりのお誘いに、新之助は思わず「ぶふぉっ」と吹き出しそうになる。

「な、なんで？」

「嫌かな？」

「別に嫌ってわけじゃないけど」

「じゃあ、いいでしょ」

「だから、なんで？」

「だって吾妻君って、なんだか面白そうだし。わたし、吾妻君に興味があるの」

（その興味って、俺と仁に志し川かわがなにか関係があるのではってことだよなぁ）

「全然面白くなんかないぞ。俺はどこにでもいるモブキャラだ」

「そんなことないと思うなぁ。……ね、一緒に行動しようよ」

　新しん之の助すけとはるるの会話は聞こえているはずだが、前の席の姫乃は振り向きもしない。

　新之助からは背中しか見えないし、どんな表情をしているのか不明だ。だけどピクリと肩が動いたことだけは見えた。

　新之助が誰と行動するのも自由だし、姫乃に気を遣うこともない……はずである。

（だけど待て。ここは慎重に考えなきゃダメだ）

　ここ最近の二人の関係は、家事サービスを提供する側と受ける側というだけでなく、仲のいい友達程度の信頼関係を築けている気がする。それを考えると、はるるのお誘いにホイホイと乗っていくのはマズい。

　姫ひめ乃のの肩がピクリと動いたのも、はるるの誘いを不快に思ったのではなかろうか。

　──新之助はそう思った。

（俺の考えすぎかもしれない。だけど、うかつに南みなみ風かぜさんの誘いに乗ることはやめた方がいい）

　それが、はるるの巨乳に見とれて顔面にボールを受け、姫乃に『バカね』と言われた男が得た教訓である。

「いやいいよ。他の人……ましてや女子と行動するなんて俺の柄じゃない。俺は一人で好き勝手に行動するよ。誘ってくれてありがとう」

「そう……」

　残念そうなはるるだったが、それ以上無理に誘うのも悪いと思ったのか、そのまま校外学習の話題は終わった。

　なお、前に座る姫乃がいったいどんな顔をしているのか……それは新之助にはわからないままだった。




　　　　◇◆◇




　翌日曜日。インターホンが、姫乃が来たことを知らせる。

　新之助が玄関まで迎えに出ると、姫乃は開口一番訊きいてきた。

「ねえ、吾妻君は京都にどんな服装で行くの？」

　メイド服の上にまだコートを着たままで、通常モードの姫乃だ。

「そうだなぁ。いつも家で着てるような服だな」

　言って、今着ている服の裾を指先でつまむ。つまりプリントＴシャツによれたデニムのジーンズ。

（なんで校外学習って私服なんだよ。制服でいいのに）

　めんどくさそうな新之助の態度が伝わったのか、姫乃は残念そうな目を向けた。

「ふぅーん……」

（なんだろ、この冷たい視線。メイドモードじゃない時の仁志川って、やっぱちょっと怖いよ……）

「そう。じゃあ今から服を買いに行きましょう」

「え？　今から？」

「そう、今から」

「なんで？　校外学習の服なんて、どうでもいいじゃんか」

「どうでも良くはないでしょ」

「なんでだよ。俺がどんな服装してたって、仁志川には関係ないだろ」

「関係なくないわ」

「え？　なんで？」

　意味がわからず、新之助はきょとんとしてしまった。

「あ、いえ……」

　姫乃は黙り込んだ。

　実は彼女が心の中でこんなことを考えていることは、新之助には知る由よしもない。

（せめて学校の皆に見られる時くらい、カッコよくしてほしいわよ。だって吾妻君って顔もスタイルも悪くはないのに、服装がダサくて残念……って前から思ってたのよね。あ、でも皆にカッコよく見られてほしいなんてこと言えない。そんなこと言ったら、まるで私が吾妻君に好意を持っているみたいじゃない。だからそんなことは言えないわ。どうしよう……あ、そうだ。いい理由を思いついたわ）

　そして姫乃はようやく口を開いた。

「だってバイトとは言え、私が仕えるご主人様がそんなにダサかったら、仕える身としては悲しいでしょ」

「……えっと。そんなに……ダサい？」

「ええ、とっても。言いにくいことだけれども」

　その言葉はぐさりと新之助の胸を刺した。

　自分はお洒しゃ落れじゃないけど、それでもそこまでセンスは酷ひどくないと新之助は信じていた。しかし根拠のないその過信が見事に打ち砕かれた。

（俺って、めちゃくちゃダサかったのか）

　今までなら誰も自分のファッションに関心はないだろうし、正直言って服装なんてどうでもよかった。だけど今回は、きっと姫乃もはるるも、そのファッション──いや、ダサい私服に注目するに違いない。

　そう思うといつもの服で校外学習に行くことに、急に恥ずかしさがこみ上げてきた。

「でもさ。俺ファッションなんてわからないし、どれ買ったらいいかわからないよ」

「もちろんアドバイスするわ。ご主人様をカッコよくするのもメイドの仕事ですからね」

　姫乃は片手を胸に当てて、お任せくださいと言った。

　学校でファッションリーダーとして、女子たちのカリスマ的存在の姫乃が協力してくれるなら、こんなに心強いことはない。俄が然ぜん勇気が出てきた新之助である。

「……よしわかった。買おうじゃないか、服」

「はい、そうしましょう」

　これで新之助をカッコよくできると嬉うれしそうな姫乃。

　だが、そこで難問にぶち当たる。

「お洒落な服ってどこで買えるんだ？」

「いつもはどこで買うの？」

「ユニクロ。ほらターミナル駅のショッピングモールにあるだろ」

「そうなの？　知らないわ」

　このお嬢様は、多くの高校生がお世話になっているその店で買い物をしないようだ。

「じゃあどこで買ったらいいか、仁志川はわかる？」

「んん……私がいつも服を買うのはデパートの外商か海外ブランドの直営ショップね」

「ああ……１ミリも参考にならない」

「ごめんなさい」

「いや別に仁志川が悪いわけじゃない」

　普通に考えて思い浮かぶのは、ターミナル駅の大型ショッピングモール。あそこに行けば、リーズナブルなファッションの店から、高感度な流行を追った店まで、様々な店がある。

　しかしその大型のショッピングモールは、この地域の高校生なら割と行く場所だ。誰か顔見知りに会う可能性も高い。

「うーん困った。後は駅前にあるカジュアルファッションの店か。行ったことないけど」

「じゃあそこにしましょう」

　ということで、新之助の家の最寄り駅前にある、小さなカジュアルファッションの店に行くことになった。




　実際に訪れてみると、最新ファッションは置いていないものの、若者が着るに相応ふさわしい小こ洒落じゃれた服もいくつか置いてあることがわかった。

　とは言え、新之助にはどれを選んだらいいのか、さっぱり見当もつかない。

「じゃあ私が選んだ服を買うということでいいかしら？」

「はい。謹んでお任せします」

　家事のことなら新之助は偉そうに姫乃に教えられるが、ことファッションとなると話は別だ。自分でもくそ雑ざ魚こキャラだとわかってる。だから姫乃に丸投げ……いや全権委任することにした。

　彼女のチョイスはお洒落なデザインシャツとスリムなデニム、そして革製のスニーカーだった。新之助は素直に試着してみる。

　試着室の中で着替えて鏡を見ると、自分のことながら確かにいつもよりカッコよく見える……気がした。だけどイマイチ自信のない新之助は、やはりちょっと不安だ。

　そこで試着室から出て、目の前で待っていた姫乃に尋ねた。

「どう……かな？」

　姫乃は新之助の姿を見た瞬間、目をくりんと見開いて、ぽかんと口を開けた。

（うわ、無言？　ってことは……）

「やっぱイケてないよな。スマン、着替えるわ」

「ちょっと待って吾あ妻づま君。そうじゃないわ。……思った以上にカッコよくて、固まってたのよ」

「は？　噓うそだろ？　それ、俺をおだてて、からかってるよね？」

「いえ違うわよ。本当にカッコいいと思ってるから。さすが私のチョイス」

　姫乃はしてやったりという顔をした。

「そっちかよ！」

「でもカッコいいのは本当よ。吾妻君って素材はいいのよ」

（素材はいい？　……お世辞だろうが、そう言ってもらえるのは嬉しい）

「ありがとう……じゃあ信じるよ」

　姫乃に全権委任したのが幸いしたようだ。

　それらをフルセットで購入し帰路につく。

　帰りの道を歩いていると、新しん之の助すけが手にした商品袋を見て姫乃が複雑そうな顔をした。

「うーん……せっかくいい服を買えたのに」

　なぜか姫乃は渋い顔になった。

「どうした？」

「それを着ているところは、きっとあまり見られないのよね」

　新之助と姫乃は、学校では関わりのないフリをしている。つまり校外学習では一緒に行動するわけにはいかず、せっかく自分がコーディネートした服装を見る時間が少ないのがご不満らしい。

「まあ仕方ないじゃないか」

「でもせっかくの校外学習なのに一緒に行動できないのは残念じゃない？」

「え？　俺と一緒に行動したいの？」

「あ、いえ。そうじゃないけど。……吾妻君が私と一緒に行動したがってるかなと思って」

「なんでだよ」

「は？　私と行動するのは嫌ってこと？」

（えぇぇ、なんで不満げなの？　俺おかしなこと言ったっけ？　今のって仁に志し川かわが理不尽だよな？）

　一緒に行動したいという想おもいを素直に言えない姫ひめ乃のも悪いのだが、そういう女心をまったくわかっていない新之助も悪い。

「いや、そうは言ってないけどさ。だけどこの話題振ってきたの、仁志川じゃないか。俺と一緒に行動したいって思ってくれてるのかなって思って」

「思ってくれてるってことは、私がそう思ってるなら嬉しいってこと？」

「あ、いやそうは言ってない……」

「言ってるでしょ？」

（ああ、また仁志川がなんだか理不尽でめんどくさくなってる……なんで？）

　姫乃の精一杯のアピールにも、やっぱり気づけない新之助だった。

　だけどあまり気持ちを隠しても良くないかと思って、新之助は本音を明かすことにした。

「そうだな。仁志川とはこうやって毎週顔を合わせるようになって、今じゃ友達だと思ってる。だから一緒に行動したいって思ってくれてるなら……そりゃ嬉しい」

「きゃふん」

　自分から言わせたくせに、そこはまだ異性に対してウブなお嬢様。新之助に急に本音を言われて、姫乃は面食らった。

「なんだよ、きゃふんって」

「いいじゃない。くしゃみよ」

「くしゃみなのか？」

「そうよ。仁志川家伝統のくしゃみなの」

「マジか？」

「いいから、そこ詳しくツッコむところじゃないから」

「あ、うん」

　姫乃はなぜか少し深呼吸してからまた口を開いた。

「えっと……わかったわ。じゃあ一緒に行動しましょう」

「じゃあってなんだよ。ホントは俺と行動したいって思ってないってことか？　そんな気遣いいらないぞ」

「ああ、もうっ。なんでそこまで言わせるの？　鈍感なの？」

　姫乃は拗すねたように、頰をぷくっと膨らませた。

　偉そうに言いながらも『わかってよアピール』する姿が可か愛わいい。

「ああ、俺はちゃんと言われなきゃわからない鈍感だよ。悪かったな」

　そこまではっきりと言われると、姫乃も諦めざるを得なかった。

「そうよ。吾妻君とは……私も友達だって思ってるから、一緒に行動したいと思ってるのよ。悪い？」

　真っ赤になって照れながら、とうとう本音を言ってしまった。

　ツンツンしながら可愛いことを言う姫乃。

「そっか。お互いに友達だと思ってるってわかってホッとした」

　とは言え、クラスで二人が近い距離感で関わり合うのはやはりリスクが高い。特にはるるは二人の関係を疑っていそうだし、慎重に行動するべきだ。そこで二人は、つかず離れずの距離で行動しようと決めた。

「ところで吾妻君は、自由時間はどこに行くか決めてる？」

「いやまったく」

「じゃあ清きよ水みず寺でらに行かない？」

「おお、こりゃまた定番中の定番だな」

「清水の舞台ってホントに飛び降りられそうなのかどうか、実際に自分の目で見てみたいじゃない。吾妻君もそう思うでしょ？」

「いや、俺は別にそう思わんけど」

　新之助の即答に、また姫乃は頰をぷくっと膨らませる。

「清水の舞台よ？　どれだけ知名度高いと思ってるの？　日本に存在するあらゆる舞台の中で最も知名度が高いわよ。……たぶん」

「どんだけワケわからんアピールだよ？」

「それに世界遺産だし」

「いや仁志川。そこまでがんばって推さなくても大丈夫だから。清水寺に行くのは、フツーに全然ＯＫだから」

　姫乃が『ホントに飛び降りられそうなのかどうか、実際に自分の目で見てみたい』なんて言うから、それは思わないと返しただけで、新之助は清水寺自体は行きたいと思っていた。なのに必死になって負けず嫌いを発揮する姫乃が、新之助にとっては面白いやら可愛いやら。

「じゃあ適度に距離を取りながら、偶然同じ場所に行く体ていで行動しよう」

「そうね。そうしましょう」

　ともあれ、そんなこんなで校外学習における二人の秘密計画が成立したのである。
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　校外学習の日がやって来た。

　木曜日の朝８時40分。学校の校庭に私服で集合だ。

　新之助は姫乃と一緒に買った服を着て、学校に到着した。

　お洒しゃ落れなデザインが施されたシャツにスリムなデニム。足元も革製のスニーカーが光っている。

（似合わないぞって笑われたら嫌だな）

　校庭にはクラスの数と同じ台数の観光バスが並んでいる。自分のクラスに応じた号車のバスに近づいていく。新之助のクラスはＣ組だからバスは３号車だ。

　並んだバスの号車表示を見ながら、３号車の前までたどり着いた。そこにはクラス名簿を手にした担任の吉よし田だよし子が立っていた。

　童顔の上にジャージ姿なもので、まるで高校生のように見える。

「おはよう吾妻君」

「おはようございます」

　吉田先生が名簿にチェックを入れ、出席チェックは完了。あとは出発時間までバスで待っていようが、そこらをうろうろしていようが自由だ。

　しかし新之助には待ち時間を親しく過ごす友達がいるわけでもない。だからとにかくバスに乗り込もうと、乗車口に向かって歩きだしたその時。

「おっはよー吾妻君！」

　背後で明るい声がした。振り返るとはるるが、満面の笑みで大きく手を振っていた。

　栗くり色いろの髪によく似合う明るい色合いのシャツとミニスカートで、いかにも女の子らしいガーリーなテイストの服装だ。しかも大きな胸の主張が激しい。

　普段の制服姿も可愛いが、こういう可愛い系のファッションのはるるは、やはり相当可愛い。周りの男子たちも見とれている。

「あ、おはよう南みなみ風かぜさん」

「おっ、吾妻君ってお洒落さんなんだねぇー！　カッコいいよ」

　はるるが近づいてきて、くりっとした大きな瞳で、新之助の服装を頭からつま先までまじまじと眺める。

「恥ずかしいからそんなに見ないでくれよ」

　お世辞だとはわかっている。わかっているけど、これだけ可愛い女の子にそこまで言われるとさすがに照れる。顔が熱くなって、真っ赤になる新之助だった。

「おっ、照れちゃって可愛いね」

「いやいや、からかわないでよ」

「あははーっ」

　楽しそうに笑う美少女と、その横で照れまくっている男子。

　そんな二人の間を、すっと無言で横切ってバスに乗り込む女子がいた。

　──大人っぽい色合いのワンピースを着た姫乃だった。

（うわ、やべ。また怒ってる？）

　とことん真面目な姫乃だから、女子と軽い感じで会話をするだけで、チャラチャラしていると感じるのだろう。

　そう思った新之助は慌てて観光バスに乗り込み、出発まで大人しくすることにした。




　やがて出発時間となり、バスが京都に向かって走りだした。

　都市高速道路を通り、１時間半ほどで京都市内に着く。

　バスの中は大声で盛り上がる者、早速居眠りする者、隣の友達と楽しそうに会話をする者、一人スマホをいじり続ける者と様々だ。

　新之助の隣は、おとなしくて無口な男子。今までほとんど話したことがない。お互いに目で会え釈しゃくしただけで、無言のままだった。

（よし、ラッキーだ。気楽でいいぞ）

　新之助は居眠り組に加わることにした。
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　午前10時半。バスは京都市内中心部へと到着した。

　まずは金閣寺など、定番の見学コースに向かう。これはクラスごとの団体行動だ。

「ねえ姫様は、やっぱりこういう歴史的な建物は興味あるの？」

　遠目に金閣寺を見ながら見学コースを歩く姫乃の周りには、いつもの友人二人がいる。晴はる美みとゆかりだ。

「そうね。まあまあかしら」

「やっぱ華族の家系だもんねーすごいわ。私なんて全然興味ないし」

「晴美は興味ないの？　だめだねー」

「そう言うゆかりは興味あるの？」

「ない！」

「ないんかいっ！」

「うふふ、歴史はわかると面白いわよ」

　なかなかに騒がしい。

　そんな姫乃たちの声がギリギリ届くくらいの距離で、新しん之の助すけはぼっちで歩いていた。そんな彼を見つけて、はるるが近づいてくる。

「ねえねえ吾あ妻づま君」

「ん？」

「金閣寺って、ホントに金色なんだね」

「あれ？　南風さんって金閣寺初めて？」

「ううん。小学校の遠足で来たのと、もちろん教科書の写真で知ってる」

「だよな」

　近畿地方の学校に通ってる者なら、遠足や家族旅行など、なんらかの形で金閣寺は来たことがあるはずだ。

「でも、こんなピカピカだったなんて、思ってもみなかった」

　新之助は立ち止まって、遠目に見える金閣寺に視線を向けた。

「そう言えばそうだな」

　言われて気がついたが、確かにすごく綺き麗れいな金色だ。

　はるるも新之助のすぐ横で立ち止まる。

「なんでだろうね？」

「わからん」

　二人とも立ち止まり、肩を並べて金閣寺を眺める。

　その時女子が後ろを通りすぎながら、淡々とした口調で声をかけてきた。姫ひめ乃のだ。

「二十年くらいごとに金きん箔ぱくを張り替えてるからよ。最近では数年前に張り替えたの」

　その声に新之助とはるるは振り返る。既に姫乃は通りすぎて、少し前を歩いていた。

「姫ちゃんさすが！　よく知ってるね！」

　はるるの声に姫乃は少し振り返って答える。

「いえ、たまたまよ」

　姫乃ははるるに微ほほ笑えみかけたが、新之助とは目を合わせずに、そのまま先に歩いて行った。

（やっぱ怒ってる？）

　姫乃のクールな態度に新之助はヒヤっとした。

（いや、学校では関わりのないフリをするためだよな。だって俺、別に仁に志し川かわが怒るようなことしてないし）

　ビビりながらも、自分で自分に言い聞かせる新之助だった。
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　金閣寺の後、二条城を団体行動で見学して、それから団体向けの飲食施設で昼食を摂とった。ずっとバス移動だし、型に嵌はめられた旅行の典型だ。

　大広間のような場所で、大きなテーブルにずらっと皆が並んで食事をする。ありがちな食事風景。

　そして皆の食事が終わる頃、教師がマイクを使って生徒たちに説明をした。

「食事が終わった者から、自由行動していいぞ。範囲はここを中心に半径約２キロ以内な。『校外学習のしおり』の地図に明記してあるから、くれぐれも範囲から大きく外れるなよ。集合時間は15時。この施設の駐車場に集合だ」

　そう言われても勝手な行動をするのは世の高校生の習わしだ。しかし甲こう西さい園えん学院高校は私立の名門で、比較的真面目な学生がほとんどだ。

　それ故の私服での校外学習だし、生徒の自主性を尊重して自由時間も与えられている。

　この飲食施設は祗ぎ園おんの近くにある。ここから半径２キロと言えば、四条河原町という繁華街も、有名な祗園のお茶屋街も、八坂神社や清水寺と言った神社仏閣も含まれる。

　いわば京都観光の最強立地なのである。

　２時間半ほどの自由時間は、あっという間に過ぎ去るに違いない。

　食事をした建物から外に出るために、大勢の生徒が大広間から廊下を通ってぞろぞろと歩く。その中に、友人二人と移動するお嬢様の姿が見えた。

　さすがに姫乃の姿は大勢の中でも際きわ立だっている。美しい髪に凛りんとした立ち姿。上品に整った小顔も相まってお嬢様オーラが溢あふれている。

　先日二人で決めたように、つかず離れず一緒に行動するのが今日の作戦だ。適度に距離を取って新之助も建物から表に出た。

「ねえ姫様ぁ、どこ行く？」

「そうね。買い物がしたいわ。二年坂のお店が並んでるところに行かない？」

　二年坂は清水寺に向かう道中にある狭い坂道。両側には土産物屋や甘味処どころなどの和風の建物がたくさん軒を連ねている。いかにも京都という風ふ情ぜいで、よくニュースでも取り上げられるあの坂道だ。

「うん、そうね。行きましょう行きましょう！」

　姫乃と友人二人が盛り上がっているところに、男子が一人するするっと近づいた。

「仁志川さん、俺もご一緒していいかな」

　何度姫乃に断わられてもめげない、打たれ強いイケメン男子の北大路公人だ。

「私たちは女の子三人で行動するから」

「え〜っ、お願いだよ。せっかくの京都、一緒に動こうよ」

　彼の熱心さに、友達二人は「私たちは別に構わないよ」と姫乃に小声で伝えた。

「ほら、友達もこう言ってるんだからさ」

「ん……」

　新之助はつかず離れずの距離で、彼らのやり取りを窺うかがっていた。

　仁志川姫乃という女の子は一見冷たく見える。しかしそれは決して性格が冷たいわけではなくて、他人、特に異性とは接し慣れていないせいで、愛あい想そよく振る舞えないだけ。本当は優しい心を持っているのだ。

　彼女を深く知った今の新之助には、それがわかっている。

（仁志川は北大路の誘いを受け入れるかもしれない）

　そんな予感がした。なぜか胸がきゅっと締めつけられる。

「やっぱりお断わりするわ。私は女の子同士が気楽でいいの。ごめんなさい」

　新之助の予想に反して、姫乃は北大路の誘いをきっぱりと断わった。

　姫乃たちは北大路を置いて、目的地である二年坂に向かって歩き出した。新之助もさりげなく、同じ方向へと歩き出す。

「うぅぅ……やっぱ仁志川さんてクールでハードル高いなぁ。……でもそこがいいんだよなぁ。またがんばろっと」

　背後で北大路が呟つぶやくのが新之助の耳に入った。

（なかなかめげないヤツだな）

　そう思うと、ちょっと憎めない気がした。




　　　　＊




「ふぅー、ふぅー、ふぅー」

　新之助は坂道を登りながら、肩で息をしていた。はっきり言って運動不足である。

　少し前には軽やかに坂を登る姫乃の背中が見える。日々鍛えているおかげで、まったく息は切れていない。

　しかし彼女と一緒にいる女子二人はさすがにキツそうで、姫乃から徐々に遅れている。それを気遣って姫乃が振り返った。

　いかにもしんどそうな姿で歩いていた新之助と目が合う。

　瞬間、姫乃は呆あきれた顔を見せた。

『だからちゃんと運動したらって言ったのに』

　新之助には、そう言ってるように見えた。

（うっわ、はっず！）

　今までならクラスメイトに運動不足が露呈しようが、まったく気にもならなかった。しかし姫乃に蔑まれるような目で見られるのは、やっぱり恥ずかしい。

「じゃあこのお店に入りましょうか」

　姫乃は、こぢんまりとした土産物屋を指差した。

　晴美とゆかりは、ホッとした顔で大きくうなずく。

　三人がお店に入って行く背中を見送って、新之助は自分も同じ店に入るべきか迷う。

　姫乃はこの校外学習で、できるだけ一緒に行動したいと言った。

　とは言え、あくまで周りには気づかれない範囲で、さり気なく動くのが大前提だ。

「あれっ吾妻君？　このお店入るの？」

　新之助がうだうだと悩んでいると、突然背後からはるるの声がした。

「え？　あ、ああ。まあ……」

「じゃあわたしも入ろっと」

「え？」

「早く行こうよ！」

　ぐずぐずしている新之助を急せかして、はるるは腕を絡からませて引っ張る。

「おわっ、わかったから。引っ張らないでくれ。お願いだから」

「別にそんなに強く引っ張ってないじゃん。痛くないでしょ？」

「痛くはない。痛くはないんだけど……」

　学年でも評判の美少女と腕を組んで、同級生がいる土産物屋に入る。

　そんな目立つことは絶対にしたくないが、手を振りほどくのは失礼すぎてできない。

（ああっ、どうしたらいいんだよっ？）

　迷っているうちにずりずりと引っ張られて店内に入ってしまった。中には何人かのクラスメイトがいて、はるると新しん之の助すけが腕を組んでいるのを見て驚いている。

　そしてすぐ目の前で、姫乃が友達二人と商品を見ていた。

　ばたばたと入ってきた新之助たちの気配を察して、ふと顔を上げた。

　新之助がはるると腕を組んでいることに気づいた。

　瞬間、姫乃の表情が凍りつく。

（うっわ、やっべぇっ！）

　新之助は、今まで何度も姫乃の冷たい表情を見てきた。しかし今目の前にあるのは、そのどれよりも冷たい表情だった。

（付き合ってもいない女子と腕組みするなんて。そんな軽薄な行為って、真面目な仁志川からしたら、犯罪行為みたいなものなのかも……）

「南みなみ風かぜさん！　お願いだから腕を離してくれる？　みんなが見てるから恥ずかしい」

　新之助は意図的に周りに聞こえる声で『自分は悪くないんだアピール』をした。

「あっ、そうだね。ごめーん」

　しかし気がつくと、姫乃は友達に「次、行こう」と声をかけて店から出て行った。その手には財布を握っていた。

　もしも姫乃が何かを買うつもりだったのに、あえてなにも買わずに出て行ったのだとすると……。

（やっぱめっちゃ怒ってるとか？）

　姫乃がどう思っているのか気になって仕方がない。早く追いかけたい。

「う〜ん……あんまりいいのないな。思ってたのとちょっと違うし」

　店内をぐるっと見回し、また周りに聞こえる声量で独り言を呟く新之助。

　今度は、はるるへの『俺はもうこの店出るよアピール』である。

「じゃあもう出る？」

「あ、南風さんは買いたい物あるなら、いてくれていいよ」

「ううん、特にないからわたしも出るよ」

「そっか」

　新之助が土産物屋を出ると、姫ひめ乃のは既に二年坂を少し先まで登っていた。この先に清水寺がある。ほぼすべての観光客はそこを目指している。

「清水寺行く？」とはるる。

「あ、ああ。そうだね」と新之助。

　はるるも自然について来ている。

「あれ？　南風さんは誰か友達と一緒じゃないの？」

「うん。わたし、こういう時って好き勝手に動くのが割と好きでさ。行くとこ行くとこで、そこにいる誰かと話したり行動する感じかな」

　誰とでも仲良くできて友達が多いはるるの行動パターンに、納得する新之助だった。

「今は俺が、『たまたまそこにいる友達』だったわけだね」

「それもあるけど、前から言ってるみたいに、吾あ妻づま君に興味あるから声かけた」

「俺も前から言ってるみたいに、興味持つほど面白い人間じゃないって」

「そんなことないよ。うふふ」

　二重の大きな目を細めて、いたずらっぽく笑うはるる。新之助には、その本心はどうにも図りかねた。




　そこから数分歩いて、清水寺の本堂に着いた。あの『清水の舞台』がある建物だ。

　はるると一緒に来た新之助は、少し先を歩いていた姫乃たちにほぼ追いついた。しかし偶然近くを歩いている感じを装よそおって、お互いに話はしない。

　──と言うか姫乃は無表情で、まるで怒っているように見えた。

　やっぱりはるると仲良さげにしているのを、チャラチャラしていて軽薄だと思われてるんだろうか。新之助はちょっとビビる。

　姫乃はそのまま『清水の舞台』へと進む。新之助とはるるも清水の舞台に出た。

　舞台を囲う手すりの向こう側に緑が広がり、さらにその先に、京都市内の景色が広がるのが目に入った。

「わぁ、綺き麗れい！」

　はるるが声を上げ、舞台の端に駆け寄る。

　新之助もその声と眼前の風景に釣られて、手すりの方に早足で近づいた。

「ホントだ。綺麗だな」

　仲良さげに一緒に行動する二人の姿に気を取られながら、姫乃は少し歩みを速めて、同じように舞台の端に歩み寄る。

　その瞬間──姫乃の足先が舞台の床の段差につまずいた。

　前向きに転倒しそうになって、それを避けるために身体からだが泳ぐ。バランスを取るために姫乃は両腕をぐるぐると回した。

　運動神経のいい彼女は、倒れる寸前でバランスを取り戻し、両足を踏ん張ってなんとか転倒は逃れた。しかし慌てたせいで、握っていた財布が右手からスポリと抜けて飛び出す。

「あ……っっっ！」

　姫乃の財布は綺麗な放物線を描き、新之助とはるるの頭上を通る。

　二人ともそれを見上げ、軌跡を目で追う。

　新之助は咄とっ嗟さに手を伸ばしたが、すんでのところで届かない。指先をかすめるようにして、財布は舞台の端に向かって飛んでいく。

　そして──とうとう舞台の手すりを越えて、財布ははるか下方へと落ちていった。

　姫乃は慌てて手すりから下を覗のぞき込んだ。

　並んで新之助も、手すりの上から身を乗り出して下を見る。

　落下した財布は、下の小道に落ちているのが見えた。幸い真下を歩いていた人はおらず、誰かに当たることはなく済んだ。

　しかし、その小道の少し向こうの方から、同じ高校の生徒が何人か歩いてくるのが見える。このままだときっと彼らは財布に気づくだろう。

「あ……写真……」

　下の道に落ちた財布を見つめて姫乃が口にした言葉。他の者には何を言っているのかまったく意味不なワード。

　けれども新之助にはピンと来た。

　この前、新之助の家で撮った姫乃の写真。

　あの時彼女は、それを財布のお札入れのところに挟んだ。

　つまり財布を拾った誰かが中を見たら、メイド姿の姫乃がばっちり写った写真を目にすることになる。驚いて、他の人にも言いふらすだろう。

　学校イチ美人のお嬢様として有名な姫乃のことだ。噂うわさはあっという間に広がり、仁に志し川かわ姫乃の良家のお嬢様としてのイメージは大きく崩れる。

　それだけでなく、以前教室で話題になったメイドスタイル社の広告写真が本当に姫乃だとバレる。そうなると彼女のバイトが父親に知られる可能性が高い。

（マズいぞこれ！　なんとかしなきゃ！）

　新之助は反射的に舞台の手すりを両手で突き放し、バネのように勢いをつけて反転して走り出した。はるるが驚いた顔をしているが、気にしていられない。

「あっ、吾妻君！」

　姫乃の声を背に全力で走る。

（間に合うか？　……いや、やるしかないでしょ）

　下の小道へは、今いる舞台から横の石段を下りれば行ける。向こうから歩いてくる生徒たちよりも早く財布にたどり着けば、他の人に中身を見られなくて済む。

　新之助はあっという間にトップスピードに乗って、石段を駆け下りる。

　ゆっくりと歩いている生徒が何人かいる。ぶつからないように、横にステップを刻んでよける。しかし運動不足の身体と、買ったばかりで履き慣れないスニーカーのせいで、負荷が大きすぎた。足元がふらつきバランスを崩す。

　つんのめって、踊り場でヘッドスライディングしてしまった。手で身体を支え切れずに、ずざざざと胸で滑る。

　手のひらと肘を地面で強打して血が滲にじんでいる。

　姫乃が選んでくれたお洒しゃ落れなシャツの胸元は一部布が破れ、砂が付いている。

「くそっ、痛いってぇぇ！」

　体育を手抜きしてるせいで落ちた体力を呪う。そう言えば姫乃にも『もっとがんばればいいのに』と言われて、『やる気が起きない』のひと言で済ませたこともあったと思い出した。

　もっとちゃんと運動してたらよかったのにと思うが、今さら遅い。

　手のひらと肘に激痛が走る。

　普段の新之助ならこれだけで心が折れていた。だけど今は姫乃の秘密を守りたい一心で、なにも考えずともすぐに身体が動く。

　立ち上がって、また走りだした。石段を下り切って、小道を右に折れる。そしてさっき財布を落とした舞台の真下に向かう。

　道の上に姫乃の財布が落ちているのが見えた。もう少しだ。

　だけど向こうから来た男子生徒が二人、先に財布のところにたどり着いてしまった。

　一人が財布に気づき、しゃがんで拾い上げる。案の定、中身を見ようと財布を広げる。

「ちょ、ちょ、ちょい待ちっっっ！」

　目立つのは嫌いだし、普段大きな声など滅多に出さない新之助だが、我を忘れて大声を上げていた。

「え？」

　財布を拾った男子が驚いて顔を上げ、新之助を見る。声の主がボロボロな格好なことに気づいて、さらに驚いた顔をした。

「悪わりぃ！　それ、返してくれ！」

　その隙に新しん之の助すけは近づいて、男子生徒の手から財布を取り上げる。すんでのところで財布の中身を見られずに済んだ。

「え？　お前の？　マジで？」

「いや、俺のって言うか、あの子が落としたんだよ」

　新之助は、後から追いかけて来る姫乃を指差した。その人物を見て今日イチのびっくり顔になる二人。

「姫様のだったのか!?」

　走って追いかけてきた姫乃は彼らに近づくと、はぁはぁと息を切らしながら二人の男子生徒に頭を下げた。

「ご、ごめん……なさい。ありがとう……」

　新之助が振り向いて、姫乃に財布を差し出した。

「吾妻君もありが……」

　シャツの前が少し裂け、肘と手のひらに血が滲む新之助の姿を目にして、姫乃は目を丸くした。

「だ、大丈夫？」

「ああ。問題ない。身体だけは頑丈だからな」

　と言いながら、本当は腕も胸も痛い。だけど痛がると姫乃が恐縮してしまうだろう。だから平気なフリをする。

「でもその傷……」

「ちょっと血が滲んだ程度のかすり傷だよ。マジで気にしなくていいから」

　校内の有名人、姫乃に起きたトラブルだ。さすがに周りに人が寄ってきている。

　こんな衆目を集める中で、これ以上この場で姫乃とやり取りを続けるのは目立ちすぎてまずい。

　それに正直言って、身体が痛いのに平気なフリをするのも限界が近づいている。早く一人になって、心置きなく痛がりたい。

　新之助はそう考えて、目配せをした。それを見て姫乃も周りの状況に気づく。

「じゃあ、また」

　新之助はニコリと笑顔で姫乃に手を振って、早足でその場から離れた。

　姫乃はどうしたらいいのかすぐにはわからず、その場に立ち尽くしている。そこに友人たちが追いついてきた。

「姫様大丈夫〜？」

「え、ええ。大丈夫」

「あ、ホントだ。財布見つかったんだね」

　姫ひめ乃のの手の中の財布を見て、晴はる美みとゆかりはホッとした顔をした。

「じゃあ姫様。次はどこ行く？」

　晴美の問いに、ゆかりが口を挟む。

「あ、私、河原町で買い物したいなぁ」

「そうね……」

　姫乃は人差し指をあごに当てて考え込んだ。
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「うぐぐぐ……痛ってぇぇぇ……」

　新之助は痛む箇所を手で押さえて、唸うなり声を上げた。特に肘と胸が痛い。

　のたうち回るところを同じ高校の生徒に見られるのは嫌だったので、皆が歩いているエリアから足早に離れた。

　清水寺は決められた行動範囲のほぼ端っこだから、見学を終えた生徒は集合場所である祗ぎ園おんの方向に戻っていく。しかし新之助は皆から離れるために、反対方向に歩いていた。

　気がつけばまったく違うお寺の前にいた。周りには同じ高校の生徒は誰一人いない。

「寺の名前は……清せい閑かん寺じか」

　スマホの地図アプリで現在地を調べてみた。学校で決められた行動エリアからわずかに外れた場所にいるようだ。

「まあいっか。集合時間までに集合場所に戻ったらいいんだし」

　集合時間まではまだ一時間半くらいあるし、のんびりできる。

（一緒に行動するという約束は果たせなくなってしまったけど……仁志川のためにがんばったんだから、まあアイツも許してくれるよな。許してほしい。いや許してくださいお願いします）

　意味はないだろうけど、ここにはいない姫乃に、心の中で懇願してみた。

　ふと道端にジュースの自販機を見つけた。

　清水寺で疾走して、そこからまた歩いて、喉がカラカラだ。財布から硬貨を出して投入し、ペットボトルの炭酸水を購入する。

　ひと口喉を潤した後に、痛みを感じる胸に当ててみた。すーっとして気持ちがいい。

　しばらくその体勢でじっとしていたら、徐々に痛みが引いてきた。

「あはは、それにしてもカッコ悪わりぃな」

　脳内では颯さっ爽そうと駆け下りて軽やかに財布を拾い、爽やかに姫乃に渡す自分が描かれていたのに。

　中学の頃までなら体育も一生懸命やっていたし、運動部のヘルプにもちょくちょく行っていたから、体力には自信があった。

　脳内のイメージはそのままで、実際の体力は低下している。そのせいで、あんなことになってしまった。

「ちょっと寺の見学でもしてから帰るとするか」

　そう思って清閑寺の入り口に足を向けた。その時、突然背後から声がした。

「吾あ妻づま君！」

（え？　まさか……）

　振り返ると、それはやはり姫乃の声だった。

「仁志川……なんでここに？」

「だって一緒に行動しようって約束したでしょ。だから必死に追いかけてきたの。吾妻君歩くの速くて、追いつくのが大変だったわ」

「……は？　マジか？　そこまでする？」

　確かに一緒に行動する約束はした。だからと言って、そこまでして約束を守る必要があるのかと、新之助は思う。

「約束したからっていうのは冗談よ。吾妻君がケガしてまで私の秘密を守ってくれたのに、その人を一人にしておけると思う？」

「そこまで心配してくれなくていいよ。ケガはもう大丈夫だし」

　実際にもう痛みはほとんど引いて、問題はない。

「ケガが軽いからいいとか、そういうことじゃないの。自分のために身体からだを張ってくれた人を、ありがとうのひと言だけでそのまま放っておくのって嫌じゃない」

「真面目かよ」

「真面目よ。あなたと同じで」

　前に言われたセリフは『真面目よ。あなたと違って』だった。

　それが微妙に変化している。

「俺と……同じ？」

「そうでしょ。自分のことでもないのに、あんなに一生懸命になってケガまでして。なのに恩を売るでもなく、文句ひとつ言わないなんて。真面目以外の何物でもないわ」

「俺のことじゃないけど、俺にも関係あることだ」

「吾妻君。あなたって……バカね」

「うわ、バカって言われた。酷ひどくね？」

「バカよ。バカみたいに良いい人すぎるでしょ」

「あれっ？　もしかして褒められてる？」

「もしかしなくても褒めてる」

　こうやって面と向かって、ここまで姫乃に褒められるのは初めてだ。

　前回は『感謝してる』と言われたが、褒められるのとはまた違う。

「あっ、いや、ちょちょちょっと待って……仁に志し川かわに褒められ慣れてないから、どうしたらいいかわからん。まさかからかってないよな？」

「からかってないわよ」

「そっか。ありがとう」

「どういたしまして」

「……ところで仁志川。こんなところに一人で来て、一緒にいた友達はいいのか？」

「ええ、大丈夫。買いたい物があって、ちょっと一人で行きたいのって言ってきた」

「なるほど」

「そんなことより、せっかくここまで来たんだからこのお寺、参拝して行きましょうよ」

「あ、ああ。そうだな」

　姫乃の誘いで、二人は石段を登って、清閑寺の境内に足を踏み入れた。
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　学校の皆がいる場所は騒がしく、新之助もさっきまではそんな中にいた。しかし今は姫乃と二人きりで、見知らぬお寺の境内を歩いている。

　さっきまでの喧けん騒そうが噓うそのように、静けさが二人を包む。

　京都という場所のせいだろうか。じゃりじゃりと石を踏む足音が、味のあるＢＧＭのように聞こえる。

「なんだか不思議ね」

「なにが？」

「吾妻君と二人でお寺に参拝してるだなんて。ちょっと前までは想像もできなかった」

「まあ、確かに」

「でもいいわね、こういう雰囲気」

　姫乃は歩きながら周りをぐるっと見回してから、新之助の顔をじっと見た。

「なに？」

「ん……別に」

　そうは言いながらも、姫乃はなんだか嬉うれしそうに見える。

　やがて本堂に着いた。

　そう大きくもない本堂で、賽さい銭せんを投げ入れて二人並んで手を合わせた。

　新しん之の助すけには特に神仏に願うようなことはない。何を願おうかと迷って、ふと隣に立つ姫乃を横目で見た。

　彼女は真剣な顔で目を瞑つぶって頭を下げている。

　その横顔を見て思い出した。姫乃のバイトをしている理由が、父親から独立するための資金稼ぎであることを。

　しかし厳しい父親のことだ。お金さえ貯ためれば一人暮らしができるということでもなく、困難が予想される。

（仁志川が一人暮らしをするっていう願いが無事に叶かないますように）

　新之助はそう願った。




　参拝を終え、二人で帰路につく。

　清閑寺を出て、並んで道を歩きながら姫乃が訊きいてきた。

「吾妻君はなにを願ったの？」

「別に。大したことじゃない」

　姫乃のために願ったなんてこと、本当は言いたいが恥ずかしすぎて言えない。

「仁志川は？」

「ん……早く一人暮らしができますように」

「そっか。上手うまくいくといいな！」

　自分自身がさっきお願いしたことそのものだ。だからつい言葉に力がこもった。

　その口調に姫乃は立ち止まって、少し驚いた顔をした。

　親身になって自分のことを考えてくれている。そう感じるような、熱のこもった新之助の口調だったからだ。

「ありがとうございますご主人様」

　姫乃は上品にお辞儀をしながら、突然メイドモードでお礼を返す。

　さっきまで普段通りのお嬢様キャラだった姫乃が、突然見せたメイドモード。新之助には、そのギャップがズルいくらいに可か愛わいく見えた。

「あ、いえ。ど、どういたしまして」

「……？」

　突然キョドった新之助の姿を、きょとんと眺める姫ひめ乃の。そして急におかしくなったのか、「うふふ」と声を出して笑い始めた。

「笑うな」

「だっておかしい」

「仁志川が急にメイドモードになるから、びっくりしたんだよ」

「びっくりしたって言うより、顔が真っ赤になってますけど？　なぜなんでしょう」

「あ、いや、それはだな……」

「それは？」

「いや、なんでもない」

「言いかけてやめるのは良くないですよ。だって気になりますからね、ご主人様」

「そっか……」

「そうですよ」

　本当のことを言うべきかどうか、新之助は迷った。

　いきなりこんなことを言って、キモいと引かれたらどうしようかと躊ちゅう躇ちょする。

　しかしお互いにポンポンと会話の応酬をしていて、雰囲気が乗っていたせいで、ポロリと本音を漏らしてしまった。

「可愛かったからだよ」

「ひゃんっ……」

　普段の姫乃なら絶対に出さないような可愛い悲鳴を上げた。

　まさか新之助がこんなにストレートに『可愛い』なんて言うとは思っていなくて、不意打ちを食らった顔をしている。

　彼女も顔が真っ赤になった。二人して真っ赤な顔で並んで歩く。

「あ、ここ入らない？」

　照れ隠しもあって、姫乃はたまたま目の前にあった小さな土産物屋を指差した。新之助も同意して、二人で店内に入った。

　色々なグッズが所狭しと並ぶ店内で、ある品物を目にして姫乃が「あっ」と声を上げた。

「どうした？」

「これ、可愛い」

　それはフェルト生地で作られたマスコットキャラ人形だった。二頭身にデフォルメされたキャラは新選組の志士。それがいかにも京都を感じさせる。

「私、こういう可愛いの好きなのよねぇ」

「へぇ、確かに可愛いな」

　新之助は、姫乃が可愛いものにこんな反応するのかと意外に思う。クールで大人っぽい女子が見せるこんな子供っぽさのギャップが微ほほ笑えましい。

（今まで無意識だったけど、そう言えば仁志川って、通学カバンにフェルト生地のマスコットキャラ人形を付けてるな）

　クールなお嬢様であっても、そこはやっぱり女の子という感じがした。可愛くて、つい新之助の頰が緩む。

「へえ……」

　新之助の顔を見て、姫乃が意味ありげに呟つぶやいた。

「ん？　どうした？」

「嬉しそうにニヤニヤしてるから、吾あ妻づま君ってこういうの好きなんだって思って」

「べ、別にニヤニヤなんかしてない。でも、まあ嫌いじゃない。いや好きかも」

　新之助が好きだと言ったのはデフォルメされたキャラのマスコットではなく、姫乃の意外な可愛い一面のことだ。けれども恥ずかしいから、それは黙っておいた。

　結局姫乃はそのマスコット人形を一つ、土産に買って店を出た。新之助もどうかと訊かれたが、さすがにこんな可愛い物を使う機会がないからと断ことわった。
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　店を出ると、新之助の頰にぽつりと冷たい水滴が当たった。

「あれ？　雨か？」

「ホントね」

「ヤバいな。ここから集合場所まで結構距離あるぞ」

「とにかく急いで戻りましょう」

「そうだな」

　早足で帰路についたものの、途中で雨脚が強くなった。

　もう６月だし、そんなに寒いわけではない。しかしこのまま歩き続けるとずぶ濡ぬれになる。仕方なく二人は、道路脇の家の軒先を借りて雨宿りした。

　軒の下に二人並んで立って、黙ったまま雨で煙る道路を眺めていた。

　しかし新之助は、姫乃の姿が横目にチラチラ見えて、気になって仕方がない。

　姫乃の服が雨で透けているのだ。特にワンピースの胸の部分が身体からだに張り付いてエロい。

（仁志川って巨乳じゃないけど、形のいいおっぱいだな……って、なに考えてんだよ俺！）

　黙っていたら雑念が湧いて仕方がない。だからあえて話を振った。

「えらい目にあったな。俺がこんな所まで来たせいで仁に志し川かわに迷惑をかけた。ごめん」

「ついて来たのは私の勝手だし。気にしないでいいわ。……って言うか、まあ楽しかったし。ついて来てよかった」

「そうか。そう言ってくれたら気が楽になる」

　なかなか雨がやまないので、その他にも取りとめのない雑談を交わした。

　時間が経たつにつれ、二人とも雨に濡れた身体が寒くなってきた。自然と立つ距離が近づき、肩を寄せ合うようにして会話を続ける。

「吾妻君、今日は本当にありがとう」

「なにが？」

「私のワガママに付き合って、一緒に行動してくれたこと。私の財布を拾うためにケガをしてまで全力で走ってくれたこと。その他の諸もろ々もろ」

「いや、大したことしてないよ」

「ううん、どこからどう見ても、大したことでしょ？」

「あ、そうかな……あはは」

「そうよ……うふふ」
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　それからしばらくして雨がやんだので、集合場所に向かうことにした。急に降りだしてしばらくしたらやむ、いわゆるゲリラ豪雨だったようだ。

　帰りの道中、新之助が「ぷしゅん」とくしゃみをした。

「大丈夫？　風邪ひいたんじゃない？」

「いや、大丈夫だ。身体だけは頑丈だ」

　そんな会話をしながら、集合場所に向かって歩く。

　学校が決めた行動範囲に近づくと、一緒にいたことを他の生徒に悟られないように、そこからはまったく別々に歩いて集合場所まで戻った。
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「ねえ姫様。お買い物はちゃんとできた？」

　バスの中で友人たちが姫乃に話しかけてきた。

「ええ、おかげさまで。ちゃんと買えたわ」

「心配してたのよ」

「え？」

「だって雨が降ってきたから、みんな割と早めにバスに戻って来たのに、姫様はギリギリまで帰ってこなかったから」

「心配かけてごめんなさい」

「ううん、問題なかったのならいいよ。ところで姫様。よっぽどいい物買えたの？」

「え？　なぜ？」

「だって姫様、とても満足そうな顔してるもん」

「あ、そうね。いい物買えたわ」

「何買ったの？」

「ん……大好きなフェルト生地のマスコットキャラ人形よ」

　確かに姫乃は、とても満ち足りた顔をしている。

　それはもちろん、人形を買えたから……だけではない。

　一方、姫乃たちから離れた座席の新しん之の助すけもまた、満足そうな顔で窓の外を眺めていた。

「吾妻君おっつぅ〜！」

　バスに戻って来たはるるが、通路を歩きながら新之助に声をかけてきた。

「急にいなくなったからびっくりしたよ。服も破れてるし大丈夫？」

「あ、うん。コケちゃってちょっと擦りむいたけど大丈夫だ。それよりも恥ずかしかったからさ。時間が来るまで誰もいないところをブラブラしてた」

「ふぅーん……」

　はるるは不思議そうな表情で新之助の顔を見つめた。

（今の言い訳、苦しかったか？　疑われてるかな？）

「まあでも、ケガが大したことなくてよかったね」

　ニコリと笑うはるる。どうやら疑問はなんとかかわせたようだ。

　ホッと胸を撫なでおろしつつも、バレないように気をつけなきゃと思う新之助だった。











【第七章：風邪を引いたら、いいことがあった】






　京都での校外学習の翌日、金曜日の朝。姫ひめ乃のが登校すると、教室に新之助の姿はなかった。

　担任教師が「吾妻君は今日は風邪でお休み」と言った。

　姫乃が自席から真後ろを振り返ると、主が不在の席が寂しげに見えた。

　京都で雨に濡れたのが原因だろうか。体調はどうなのか。気になって仕方ないが、授業中にスマホを出すのは校則違反なので、メッセージを送ることはできない。

　休み時間になって『風邪って聞いたけど大丈夫？』というメッセージを送った。しかし既読も付かない。

　昼休みにようやく、新之助から『大丈夫』というひと言だけメッセージが返ってきた。

　姫乃はすぐに『どんな感じ？』と送り返したが、また返事が来ない。

　休み時間の度にスマホを確認したけど、放課後になっても既読すら付かなかった。

（単に寝ていて気づかないだけよね。大丈夫よね）

　そう思い込もうとするものの、じりじりと心を焦がすような焦燥感は消えない。新之助の病状が気になってしょうがない。

　待ち切れない思いを何度も抑え、ようやく放課後がやって来た。

　ショートホームルームが終わり、部活に行く者、帰宅する者がばらばらと教室を出て行く。姫乃も教室を出ようとカバンを肩にかけたところで、友人たちから声がかかる。

「姫様、買い物行きましょうよ。明日休みだし」

「そうそう、私買いたいものがあってね。姫様に見てもらいたいのですよ」

「あ、ごめんなさい晴はる美み、ゆかり。今日は急いで帰って来なさいと母から言われているのよ」

「あ、そうなの……」

「じゃあ仕方ない。またの機会に」

「本当にごめんなさいね」

　真面目な姫乃は友人たちに噓うそをついたことに心を痛めつつ、急いで教室を出た。
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　姫乃は学校から一旦自宅に帰って急いで着替えた。さすがに制服のまま自宅から遠いところをうろうろするのは、誰かに見られたらマズいと考えた。

　もしも彼が寝込んでいたなら看病しやすいよう、動きやすい服装がいい。そう考えて、シンプルなパンツにＴシャツというチョイスをした。

「あっ、そうだ。昨日のお礼にプレゼントしようと思って作ったアレ、持って行こう」

　姫乃は大事そうに「アレ」をカバンに入れて、家を出た。

　新之助には『今からお見舞いに行く』とＬＩＮＥを送ったが、未いまだに既読は付かない。仕方ないので、そのまま家に向かうことにした。
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　途中コンビニで買い込んだスポーツドリンクや栄養ドリンク、軽食などを入れたビニール袋を手に、姫乃はもう何度も来慣れた新之助の家の前に立っている。

　だけどいつもは仕事で来ているし、来ることをこの家の主もわかっている。しかし今日はまだＬＩＮＥの既読が付かないし、姫乃が来ることにたぶん気づいていない。

（私が急にここに来て、吾あ妻づま君に迷惑がられたらどうしよう……）

　急にそんな不安が頭をもたげる。だからインターホンを押すという、いつもは平気な動作にも腕の筋肉がこわばってしまう。

　でもせっかくここまで来て、何もせずに帰るわけにはいかない。新之助がどう思うかは心配だけど、彼の病状がもっと心配なのだ。

「えぃっ」

　勇気を振り絞ってインターホンのボタンを押した。家の中でピンポーンという呼び出し音が鳴る。

　──しかし返事がない。

（もしかして吾妻君、本当に大変なことになってない？　一人暮らしだし、もしも死んじゃったりしてたら……）

　不吉な予感が頭に浮かび、その思考が黒い霧のように広がり、そして重みをもって胸に降りてくる。突然動どう悸きがして息が苦しい。

（どうしよう……どうしよう……どうしよう……）

　姫乃は自分で思っていたよりも、もっと、ずっと、新之助のことが心配なのだと、今さらながらに気づいた。

　焦あせってもう一度インターホンのボタンを強く押した。すると──

『はい』

　新之助の声がインターホンから響いた。

「あっ、吾妻君。仁志川です！」

『えっ、仁志川？　どうしたの？』

「お、お見舞いに来たの」

『今開けるからちょっと待って』

　カチャリと音を立てて玄関ドアが開く。中から出てきたのは上下スウェット姿の新之助だった。思ったよりも元気そうで、姫乃はホッとする。

「大丈夫？　全然既読が付かないから心配してたのよ」

「ああっ、ごめん。熱があってしんどくて、今までずっと寝てたよ」

「大丈夫なの？」

「うん。今はだいぶんマシになった」

「そう……よかった」

　姫乃はようやく安あん堵どの表情を浮かべた。そしてふと気づく。

「お昼は食べた？」

「いや……食べてない」

「じゃあ、お邪魔するわ」

「ダメだよ。風邪うつったら困る」

「そんなこと言ってる場合じゃない。私は体力あるし抵抗力あるから大丈夫よ。それよりも何も食べてないあなたの方が心配でしょ。そもそも運動不足で抵抗力弱いみたいだし」

　確かに同じように雨に降られて、姫乃はぴんぴんしている。しかも心配して、バイトでもないのにわざわざここまで来てくれたのだ。

　新之助には情けないことではあるが、それを考えると何も言い返せない。

「わかった。ありがとう」

　姫乃は家に入り、真っすぐキッチンに向かった。
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　新之助はリビングのソファの上で、毛布にくるまりながら、キッチンに立つ姫乃の姿を遠目に眺めていた。

　メイド服と違い、今日はＴシャツとパンツスタイルという完全な私服だ。いつもがお仕事とすれば、今日はプライベートなイメージ。

　つまり彼氏の家のキッチンに立つ彼女的な感じ。

　深く考えるともなく、そんなことが頭に浮かんだ。

　慌てて頭を振って妄想をかき消す新之助。風邪で弱った身体からだのせいで、そんな妄想が頭をよぎったのかもしれない。妄想拗こじらせ男子かよと反省する。

「お待たせ。どうぞ、これ飲んで」

　姫乃がリビングに来て、テーブルの上にティーカップをコトリと置いた。

「紅茶？」

「ううん。生姜しょうが湯。身体が芯からあったまるわよ」

　新しん之の助すけは温かなカップを両手で包むように持ち、その液体をすする。確かに身体の芯からぽかぽかと温まる。

　一人暮らしは慣れているとは言え、やはり体調を崩して一人で過ごすと心細いものだ。

　姫乃の気遣いがこもった生姜湯を身体に入れると、心に温かく染しみ入いるような気がした。

「ありがとう。マジあったまる」

「うん。よかった」

　姫乃はホッとした顔をしている。

　新之助は丸めた肩に毛布を掛け、手には生姜湯。服装はスウェット。

　いかにも病人な身なりでぼそっと呟つぶやいた。

「なあ仁に志し川かわ」

「ん？」

「ホントありがとう」

「なによ改まって。生姜湯くらいでそんな感心した顔でお礼を言われると、かえって恥ずかしいわ」

「違ちげぇーよ。生姜湯だけの話じゃない」

「え？」

　いつになくしんみりとした新之助の口調に、姫乃は少し戸惑う。

「父親が海外に転勤してから、正直色んなことにやる気が出なかったし、ただめんどいだけの毎日だったんだけどさ。仁志川が来てくれるようになってから、これじゃダメだって思えるようになったんだよ」

　意外なことを急に言い出す新之助に驚きながらも、真剣な顔で言葉を受け止めようとする姫乃。

「それに仁志川が俺のために色々してくれるおかげで、母親が亡なくなってからずっと拭えなかった寂しさが、癒いやされてるんだよ。そんなことも全部含めてのありがとうだ。心から感謝してる」

「吾妻君……」

「まあ時々ちょっとムカつくけどな」

「は……？」

　一瞬眉間に皺しわを寄せた姫乃だが、手のひらで胸を押さえて、気持ちを落ち着かせてから口を開いた。

「私もね。父親の束縛が強すぎて、毎日窮屈な思いをして生きていたの。高校生活も面白くないし、早く卒業したいってことばかり考えていた。でも吾妻君の家でバイトをするようになってから、今までと違う世界を持てて楽しい」

「仁志川……」

「吾妻君は優しいし色々と教えてくれるし信頼できる。ありがとう。私も心から感謝している」

「そんなふうに思ってくれてたのか」

「そうよ。まあ時々ちょっとムカつくけどね」

「は……？」

　お互いに感謝の気持ちを持っていて、そしてお互いに時々ちょっとムカつく。

　二人とも同じような感情を持っていたことを知って、おかしくて二人で笑った。

「じゃあ軽く食べられるものを作るわ」

　姫ひめ乃のはキッチンに立ち、弱った身体に優しいお粥かゆを作ってくれた。

　最初の頃と違って、姫乃の料理の腕は格段に上がった。今では作ったことのないメニューであっても、ネットでレシピを調べて、大概のものはスムーズに作ることができる。

　新之助はレンゲを使って、熱々の粥をはふはふしながら食す。姫乃の心遣いがたっぷりこもっている気がして、とても美味おいしかった。

「ご馳ち走そう様さま。旨うまかったし身体があったまったよ」

「そうですか。それはよかったですご主人様」

　今日はメイド服じゃないにもかかわらず、姫乃は突然そんなことを言って、丁寧にお辞儀をした。

（うわ、なに今の。ヤバっ）

　私服なのにそんな健けな気げな態度の姫乃が滅法可か愛わいく見えた。

　食事の提供をしたから自然とメイドモードに入り込んだのか、それともあえてふざけてメイドのふりをしたのか。そこはわからない。

「あっ、そうだ吾妻君。プレゼント持って来たのよ」

　言って姫乃は小さな紙袋をカバンから取り出して、新之助に渡した。

「なにこれ？」

「昨日、ケガしてまで私の財布を守ってくれたお礼」

　紙袋からは、フェルト生地のマスコットキャラ人形が出てきた。京都の土産物屋で姫乃が買った新選組の人形と同じような物だ。だけど少しデザインが違う。

「これ、仁志川が買ったヤツ……じゃないよな？」

「違うわ。これはね、吾あ妻づま君の似顔キャラよ」

「これ……俺か？　ありがとう」

「そう。私が作ったの」

「え？　仁志川って、こんなの作れるの？」

「まあね。でも作り方はそんなに難しくないわよ」

「そう言えば仁志川の通学カバンに、女の子のマスコットキャラ人形付いてるな。あれも手作りか？」

「そうよ。あれは私自身のキャラ」

「そうなのか!?」

　確かに姫乃は、こういうのが好きだと言ってはいた。しかしまさか作れるとまでは思っていなかった。しかもかなり上手で驚く。

（こういうのって普通は、恋人同士の彼女が彼氏に作るもんじゃないのか？）

　そう思うとドキドキして身体が熱くなる。

（いや。仁志川は財布を守ってくれたお礼だってハッキリ言ったのに、俺は何をキョドってるんだよ。アホか）

「じゃあ片づけしてくるわね」

　姫乃はそう言って、食器を洗いにキッチンへ行ってしまった。

　一人残った新之助は、ソファに座ってホッとひと息ついた。風邪で疲弊した身体に腹が膨れ、芯から温まったおかげで急に眠気が襲ってきた。

「ふわぁっ……眠い……」

　ソファにごろんと身体を横たえ、そのままうとうとと寝てしまった。
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　──新之助は夢を見ていた。

　母が亡くなった。だけど男の子は人前で寂しいなんて言っちゃダメだって思い込んでいた。だから母が亡くなってからも、誰かに頼るという発想はなかったし、自分のことは自分でするべきだと思っていた。

　学校の友達は嫌いなヤツはほとんどいないけど、仲のいいヤツもいなかった。

　仲良くなった友達が、ある日突然いなくなってしまうことが怖かった。だからあえて仲のいい友達は作らないようにした。

　──新之助は夢を見ていた。

　そんな自分だけど、最近になって何かと気になる友達ができた。そいつは時にはムカつくけど、生真面目で優しくて、そして可愛いヤツだ。

　──新之助は夢を見ていた。

　遠くの方で、そいつの声が聞こえる。

「ねえ大丈夫？」

「うん、大丈夫だよ」

「無理したらダメだからね」

　なぜかそいつが一人で二人分の声を出して会話をしている。今のセリフは両方ともそいつが出した声だ。

　新之助はふと目を覚ました。自分がソファに寝転んでまどろんでいたことを認識する。

　会話をしているのはすぐ横に座っている姫乃だと気配でわかった。

　そっと薄目を開けてみる。

　姫乃がフェルト生地のマスコットキャラ人形を二体、左右の手に持って、会話劇をしている。

　一つはさっき新之助が貰もらった人形。つまり新之助そっくりの人形。

　もう一つは姫乃が普段カバンに付けている人形。つまり姫乃そっくりの人形だ。

　なぜか今姫乃はそれを持っていて、新之助と姫乃の会話を劇にして遊んでいるようである。

「無理なんかしてないよ」

「ホント？」

「ホントだ」

「噓うそでしょ」

「なんで？」

「だって無理してるもの。ホントに無理しないで、もっと自分を大切にしなきゃだめだよ」

「そっか。うん、ありがとう」

　両方のセリフを姫乃が喋しゃべっている。

　つまり姫乃は、新之助が無理をしていると思っているのだ。

　そしてそんな新之助を心配し、もっと自分を大切にしてほしいと願っている。

（仁志川がそんなことまで思ってくれてたなんて）

　姫乃に対する感謝の気持ちが、ますます大きくなる。

　姫乃に対して感じている例えようのない感情が、ますます大きくなる。

　新之助は胸の奥が熱くなって、それが涙に形を変えて目から溢あふれるのを感じた。でもそんな顔を見られるのは恥ずかしくて、だからずっと眠ったふりをして、ソファに顔を押しつけていた。

　しばらくすると、また知らず知らずのうちに、意識を手放して眠りに落ちていた。
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　姫乃はフェルトの人形による会話劇を終えた後、しばらく飽きずに新しん之の助すけの寝顔を眺めていた。

　ふと、自分が猫好きなことを思い浮かべる。

　姫乃が猫好きなのにはいくつか理由がある。まずは単純に、可愛いから。

　それと顔つきや他人と距離を置きたがる性質が、なんとなく自分と似ている気がするというのもある。

　もう一つは幼い頃『キャットマン』という子供向けアニメが大好きだったことも影響している。

『キャットマン』は二頭身にデフォルメされた正義の味方の猫が主人公で、他にもドッグマンやラビットちゃんといったキャラが登場する、小さな子供のほとんどが観みて育つ超人気アニメだ。

　そのキャットマンはとても正義感が強くて、色んな人を分け隔てなく、悪役から守ってくれる。そんな頼り甲が斐いのある男の子だった。

　そしてキャットマンと仲の良い女の子であるラビットちゃんに、姫乃は感情移入してテレビを観みていた。

　新之助の寝顔を見て、姫乃はその猫のキャラを久しぶりに思い出した。

　その二人のイメージが被かぶる。キャットマンと同じく、新之助も優しくて頼り甲が斐いがあって全力で自分を守ってくれる。

　キャットマンがマントを羽織って、空を飛ぶシーンがふと頭に浮かんだ。顔はなぜか新之助だ。

「ふふ。……ふふふ」

　あまりに微ほほ笑えましくて、おかしくて、笑いが漏れるのを堪えきれない。

　笑いすぎて涙が出てくる。

　その涙は悲しいものではなく、温かく頰を伝う。

　姫乃はとても愛おしいものを見るように、目を細めて新之助の寝顔を眺めた。

[image: ]

　今ではメイドとして新之助の役に立つことに、喜びを感じるようになっている。

「吾妻君、本当に色々とありがとう。そしてこれからも、よろしくお願いしますね」




　姫ひめ乃のはふと裏庭に面した窓に視線を向けた。外が暗くなってきている。

「それじゃあ新之助様。そろそろ姫乃は失礼しますね」

　眠っている新之助を起こさないように、優しくメイドモードの口調で声をかけてから姫乃はそっと立ち上がる。そして、静かに新之助宅を後にした。











【エピローグ】






　７月も中旬のことだった。一学期期末テストの返却が各科目で行なわれた。

　国語、平均62点。「仁に志し川かわ95点。クラスで一番だ」

　英語、平均53点。「仁志川93点。今回難易度が高かったがさすがだ」

　歴史、平均68点。「仁志川１００点。おめでとう！」

　──以下ほぼ同様のため略。

　なお新之助の方はほぼすべてのテストが平均以下で、中には補習確定という酷ひどい教科もあった。

　いや、新之助の名誉のために言っておくと、数学だけは平均を大きく上回っていた。

　数学は平均58点に対し、新之助は72点だった。




　　　　＊




　ひと通り全教科のテスト返却が終わった後の日曜日。

　その日のメイド仕事を終えた姫乃に、新之助が声をかけた。

「なあ仁志川。ちょっと訊きたいことがあるんだけど」

「なに？」

「テストの復習をしててさ。英語の訳がどうしてもわからないところがあるんだよ」

「え……？」

「おいおい仁志川。その『吾あ妻づま君が勉強をするなんてもしかしたら気がおかしくなったんですか？　それともこの世の終わりが近いのですか？』的な顔はやめてくれ」

「なにそれ」

　姫乃は口を押さえて、おかしそうにぷっと吹き出した。

「そんなこと考えてないわよ。ただ、ずっと勉強なんてやる気が出ないって言ってたから、確かにどうしたのかなとは思ったけど」

「ん……期末テストの結果さ。なんにでも一生懸命な仁志川を見てたら、俺もやっぱ、もうちょっとがんばらなきゃなと思って」

「あら、そうなの。期末テスト、あんまりよくなかったものね」

「え？　俺の成績知ってるの？」

「ええ。全体順位の掲示板で見たわ」

「うぐっ……」

　すっかりバレてたことに気づき、恥ずかしさがこみ上げる新之助。

「でもよかったわ」

「なにが？」

「吾妻君がなかなか勉強のやる気を出さないから心配してたのよ」

「俺のこと心配してくれてるの？」

「そりゃそうでしょ」

「なんで？」

　新之助は素朴な疑問を返しただけだが、姫乃は焦あせった素振りを見せた。

「ああっ、いえ、なんでもないわ。よかったら一緒に勉強しない？」

「え？　もしかして教えてくれるとか？」

「ええ。私でよければ」

「うわ、助かる。ぜひお願いするよ。ありがとう」

「どういたしまして。ご主人様のお役に立つのがメイドの役割ですからね」

　姫乃はいたずらっぽくウインクしながら、そう言った。

「じゃあ早速やりましょうか」

　ダイニングテーブルに二人並んで座って勉強を始めた。テーブルの上には返却されたテストの答案用紙と、新之助が間違えた問題を書き写した復習用ノートが置かれている。

「さっき言ってたの、この英文なんだけどさ」

　横から姫乃が身を乗り出して新之助の手元のノートを覗のぞき込む。

「えっと、それはね……」

　彼女の柔らかな肩が新之助の腕に密着し、柑かん橘きつ系の甘い香りが鼻び腔こうに流れ込む。

「ほら、ここは全体の構造がこうなってて、この部分は熟語だからこういう意味で……」

（ヤバい。近づきすぎだぞ仁志川）

「わかった？」

「あ、ああ。わかった」

（仁志川がいい匂いがするってことがな）

　などと、意識が勉強以外のところに向きかけた。だけどなんとかがんばって姫乃の解説を理解した。

「なるほどな。そういうことだったのか」

「ねえ吾妻君」

「なに？」

「ホント熱心に取り組んでるわね」

「ああ。仁志川のおかげだよ」

「そ、そうかしら？」

「うん」

　姫乃は少し嬉うれしそうにふふと笑いながら、突然メイド口調でからかうように言った。

「ホントに新之助様は姫乃がいないとダメですね」

　まるで子供に言うような態度。もちろん彼を煽あおっているだけの悪戯いたずら心ごころである。

　しかし新之助は真顔で答える。

「そうだね。姫乃がいてくれるおかげでがんばれるよ」

　姫乃のセリフにオウム返ししたせいで、無意識のうちに下の名前呼びになっていた。

　予想もしていなかった彼のリアクションに不意打ちを食らった姫乃は顔が真っ赤になる。

「あああ、えええっと……」

　その時突然、姫乃のスマホから着信音が流れた。

「あ、メイドスタイル社からだわ」

　画面をタップして電話に出た姫乃は驚いた顔をした。

「え？　……ホントですか？　あ、はい……」

「どうしたの？」

「私の派遣先が他に見つかったって言うのよ」

「え……？」

　新しん之の助すけは絶句した。

　以前姫乃が他の人に代えてほしいとメイドスタイル社にお願いした。会社はそれに応えて他の人を手配したが、その時は姫乃が行く先が他になかった。バイトできない空白期間ができるのは困ると、その話は姫乃が断わったのだった。

　どうやら会社はその話を律りち儀ぎにも覚えていて、他の派遣先を姫乃に紹介してきたのである。

　しかし姫乃は週一しかバイトができない。つまり他の家に行くことになれば、すなわち吾妻家のメイドは辞めるということだ。

　戸惑う新之助を見て、姫乃はスマホをタップにしてスピーカーにしてくれた。相手の声が聞こえる。

『それでそのおうちは条件が良くて、３割増しの時給を支払うって言ってるんですよ』

「でもそちらに私が行くことになれば、吾妻様のおうちは……」

『大丈夫。代わりに行ってくれる人が見つかりました』

「そう……なんですか」

　姫乃はどうしたらいいか、困ったような目を新之助に向ける。

　──新之助は考えた。

（俺自身はこれからも仁志川に来てほしい。だけど一人暮らし資金を貯ためるという目的からしたら……）

「仁志川。条件の良いい他の家に行った方がいいよ」

　突き放すようなその言葉を耳にして、姫乃はメイドスタイル社の担当者に聞こえないよう新之助の耳元に顔を寄せて、小声で囁ささやいた。

「ねえ吾妻君。私の代わりに来る人が、偉そうで怖い人かもしれないわよ」

　それは最初の頃のお前だよと思ったが、言葉にするのは怒られそうなのでやめた。

「でも仁志川のためを考えたら、その方がいいだろ」

「さっき『姫乃がいてくれるおかげでがんばれるよ』って言ってたわよね？　次の人はきっと、勉強なんか教えてくれないわよ。私のためとかは横に置いたなら、吾妻君はどうしてほしいの？」

　耳元の姫乃の声が湿り気を帯びているような気がして、新之助の鼓動が高まる。

　そんな姫乃の声に当てられたせいだろうか。いつもなら照れ臭くてなかなか言えない本音が、なぜかするりと唇から漏れた。

「えっと……そりゃあまあ、引き続き仁志川に来てほしいな」

「そう。わかった。じゃあこれからもまだしばらくは、吾妻君のメイドをしてあげるわ」

　上から目線の偉そうな返しをした姫ひめ乃のだが、こみ上げる嬉しさを隠しきれないようで、抑えきれないニヤつきが漏れる。

　姫乃は新之助の耳元から唇を離し、スマホに向かって声を出した。

「吾妻様がどうしても私に来てほしいとおっしゃるので、私は引き続き吾妻家に行きたいと思います。いいですよね？」

『ホントですか？』

「ええ、ホントです」

　横から新之助が答えた。そういうことならばと、メイドスタイル社の担当者も承諾して、電話を切った。

「あっちの方が時給がいいのに、ホントにこれでよかったのか？」

「ええ。だって吾妻君が、どうしても私に来てほしいって言うから」

「そこまでは言ってない」

「そうなの？　そうは思ってないってこと？」

　姫乃は眉根を寄せて、悲しそうな顔をした。いつもはクールで高たか嶺ねの花の女の子が見せるこんな姿は可か愛わいすぎてズルいと新之助は思う。

「いや、どうしても仁に志し川かわに来てほしいって……思ってる」

　新之助がいきなりストレートに気持ちを口にしたからだろうか。

　しかも熱のこもった眼まな差ざしで真っすぐに見つめられて、姫乃はボッと火がついたように真っ赤になった。そしてブツブツと呟く。

「（あ……わたくしも、新之助様専属のメイドでいたいって思ってます……）」

「え？　なんだって？」

　新之助にはその言葉は聞き取れなくて、きょとんとした。

「あ、いえ、なんでもないわ。よろしくねって言っただけ」

「そっか。これからもよろしく」

　新之助が素直に頭を下げると、釣られて姫乃も頭を下げた。

「こちらこそよろしく」

　弾んだ声で答えた姫乃は、普段はクールなタイプだとは信じられないくらい、とても幸せそうな顔をしていた。
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あとがき






　はじめましての読者さま「初めまして！」。

　また前作から読んでいただいている方には「お帰りなさいませご主人様！」。

　そして普段からＷＥＢで僕の作品をお読みいただいている方々へ「やっほ！」。




　というわけで、ファンタジア文庫様から２作目を刊行することができました。前作はラノベでは珍しい社会人モノで、今作はＪＫメイドヒロインと振れ幅広っ！　まあどこまでいっても、自分の「好き」を詰め込んでるんですけどね（笑）。

　メイドヒロインってファンタジーではド定番だしコミックでも割とヒット作がある。だけどラノベの現代ラブコメではほとんどないよね、という発想から始まったこの企画。「メイドさんって一周回って新鮮だよね」とか「やっぱメイドって可か愛わいくて大好きっ！」など様々なご意見をいただきながら、ようやく本作を世に送り出すことができました。楽しんでいただけたなら大変嬉うれしいです。




　それでは謝辞でございます。

　メイドさんの魅力ってやはりビジュアルに依存する部分がとても大きいので、ちょっとセクシーで最高に可愛いメイドさんを描いてくださったうなさか先生には大大感謝しかありません！　素敵なイラストをありがとうございますぅぅぅ！

　そして数々のアドバイスをいただいた担当編集のＭさま。根気強くそしてスピーディーに対応いただき助かりました。あなたがいなければ本作は生まれませんでした。ありがとうございました！




　最後にあとがきまでお読みいただいた読者さまへ。本当にありがとうございます!!

　本作を楽しんでいただけたら、前作の社会人ラブコメ『実は同じ職場にあなたを好きな人がいます』も、ぜひよろしくお願いいたします。（ダイマｗｗｗ）




　それではまたお会いしましょうね。





二〇二三年八月　波は瀾らん　紡つむぐ
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